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Life.0


Life.1　悪あく魔ま、やってます。

Life.2　喧けん嘩か、売ります。

Life.3　修しゆ行ぎよう、はじめました。

Life.4　決戦、始まります！

Life.5　絶ぜつ賛さん、決戦中です！



　Checkmate.

　End game.

Life.∞インフイニテイ Power.∞vs　約束、守りに来ました！

　father×father.

　Last kiss.

New Life.




　あとがき










　俺おれはあの人を守りたかった。

　契けい約やくとか制せい約やくとかそういうのじゃない。

　あの人は紅くれないの髪かみを揺ゆらしながら、威い風ふう堂どう々どうとしていなきゃいけない。

　それが、俺が憧あこがれたあの人だ。




　だから、力を貸かしやがれ。――赤い龍りゆう帝ていさんよ。








　Life.0







　俺おれは兵ひよう藤どう一いつ誠せい。人は俺のことを「イッセー」と呼よぶ。

　高校二年生だ。残念ながら「ごく普ふ通つうの高校生」ではない。

　なぜなら、俺は悪あく魔まだったりする。マジマジ本当だって。ひょんなことから悪魔に転生しちゃいました。

　まあ、それはこの際さいどうでもいい。悪魔な高校生だと思ってくれ。

　その俺だが、目の前で起こっていることにどうしたらいいかわからないでいた。

　なぜか、俺は教チヤ会ペルらしき場所にいた。周囲には見知った人々。

「ちくしょう！　イッセーがなんで結けつ婚こんなんて！」

「何かの間ま違ちがいだ！　これは何かの陰いん謀ぼうだ！」

　坊ぼう主ず頭あたまの松まつ田だ、メガネをかけた元もと浜はま。俺の悪友二人が恨うらめしそうな表ひよう情じようで俺に言葉を贈おくってくれている。

「イッセー！　初孫は女の子だよー！」

「うぅ、立りつ派ぱになって！　性せい欲よくだけが自じ慢まんのどうしようもない子だったのに！」

　父さん母さんも号ごう泣きゆうしている。勝手なことを言いやがって！

　俺の格かつ好こうも白のタキシード。

　まるで結婚式のような場面。つーか、結婚式だろう。

　教会内をお約束の音楽も流れている。

　俺の!?　俺の結婚式ですか!?

　唐とう突とつで驚きよう愕がく的な場面に呆あつ気けに取られるが、こうなると嫁よめさんは？　俺の相手は誰だれだ？

「イッセー、きょろきょろしてはダメよ」

　隣となりから聞き覚えのある声。横を向けば、そこには腰こしの辺りまである紅くれないの髪をした美少女――リアス・グレモリー部長がいた。

　俺を悪魔にした張ちよう本ほん人にんで、彼女自身も爵しやく位い持ちの上級悪魔だ。俺はリアス部長の眷けん属ぞく悪魔であり、下げ僕ぼくでもある。

　つーか、ウェディングドレス姿すがたが眩まぶしすぎて直ちよく視しできないぜ。うぅ、部長、とってもキレイです！

　その部長が俺の隣に！　ってことは、俺の――。

「リアスさま！　お綺き麗れいです！」

「ああ、リアスお姉さま！　どうしてそんな男と！」

　教会の各地から参列者の悲鳴も上がる。てか、誰も俺のことなんて褒ほめてくれないのね……。

　そ、そうか、これは俺とリアス部長の結婚式！

　なんてことだ。俺と部長はいつの間にか、そういうご関係になっていて、ついにこういう展てん開かいになってしまっていたわけだ。

　あー、なんだかよくはわからないが、こんな憧れの部長と結婚できるなら何も問題ねぇ！

「いついかなるときも――」

　何やら神父のじいさんがありがたいお言葉を話し始めているが、俺の脳のう内ないは他ほかのことでいっぱいになっていた。

　結婚＝夫ふう婦ふ、夫婦＝家庭、家庭＝子こ供ども、子供＝子作り、子作り＝性せい交こう渉しよう、性交渉＝夫婦の情事、夫婦の情事＝結婚初夜から開始、……結婚初夜……。

　結婚初夜!?

『いらっしゃい、イッセー』

　妄もう想そうのなかでベッドに待機している裸はだかの部長。

　これって、そういうことですよね。夫婦なわけで、家庭を作らないといけないわけで。

　家庭というと、子供は必ひつ須すです。しかし、子供はそれなりのことをしないとできないわけで。それなりのことというと、ずばり性交渉なわけで。

　…………。

　部長とエッチができるッッ!!

　その結けつ論ろんに至いたったとき、俺の頭の中はすでにお祭り騒さわぎとなり、エロい妄想を止めることはできなかった。

　そうか、俺が今までそっちに縁えんがなかったのもすべてはこの日、この日の夜のため！

　お、俺に事を無事に完かん遂すいすることができるのか!?

　い、いや、知ち識しきだけなら豊ほう富ふにある！　脳内シミュレーションを来る日も来る日も繰くり返してきた！

　言うなれば、模も擬ぎ戦ではエースパイロット！　あとは実戦を待つだけのエリートだ！

「それでは、誓ちかいの口づけを」

　何だと!?

　そうだ、そうですよ、そうだった！　まずはこれだ！

　教会でのキス！　部長とキス！

　横を見れば部長が目を瞑つぶり、こちらへ顔を向けている！

　いいのか!?　いいんだよね！　よし！　よーし！　部長の唇くちびる、いただきます！

　なんて柔やわらかそうな唇なんだろうか。口くち紅べにが艶あでやかでクラクラくるぜ。

　これがもうすぐ俺のモノに！　そう思うと興こう奮ふんが止まらない！

　俺は荒あらい鼻息を何度も出しながら、唇を突つき出して徐じよ々じよに徐々に部長のほうへ――。




『随ずい分ぶんと盛もり上がっているじゃないか、クソガキ』




　――ッ!?

　俺の頭の中に謎なぞの声が響ひびいた。

　低く、迫はく力りよくのある声だ。聞き覚えはない。だが、なぜか俺はそいつを知っているような気がした。しかも身近にいるような……。




『そうだ。俺はおまえのそばにいる』




　……誰だ？

　周囲を見回すと、いつの間にか教会は影かげも形もなくなっていた。

　隣にいた部長もいない。両親も友達も誰も彼もいなくなっている！

　ていうか、いま俺がいるのはどこだ？　感覚がなくなっていく。平へい衡こう感覚も触しよつ覚かくも何もかもがない。

　視し覚かくも聴ちよう覚かくも突とつ然ぜん消えた。

　目の前が真っ暗だ。闇やみ。耳にも何も聞こえてこない。無音。

　……どういうことだ？

　部長！　父さん！　母さん！　松田！　元浜！

　見知った人たちの名前を心の中で叫さけんでみても、反はん応のうがない。俺はどうなったんだ？

　さっきの声はいったい誰だ？




『俺だ』




　うわっ！

　声は出ないが、俺は心中で心底驚おどろいた。

　当然だ。目の前に巨きよ大だいな怪かい物ぶつが姿すがたを現あらわせば誰でも驚くさ。

　大きな目。血のように赤い瞳ひとみ。耳まで裂さけた口に鋭するどい牙きばが何本も生えそろっている。

　頭部にも太い角が並ならび、全身を覆おおう鱗うろこはマグマのように真っ赤だ。

　巨きよ木ぼくのような腕うで、足。鋭えい角かくで凶きよう悪あくそうな爪つめ。

　何よりも、バッと広がっている両りよう翼よくがこの巨大な怪物を一いつ層そうデカくみせている。

　俺の眼がん前ぜんに……巨大な怪物……俺の知っているもののなかで一番似にているとしたら――。

　――ドラゴン。

　声に出していない俺の言葉がわかったのか、目の前の怪物――ドラゴンが口の端はしを吊つり上げたように見えた。




『そうだ。その認にん識しきでいい。俺はずーっとおまえに話しかけていた。だが、おまえが弱小すぎたせいか、今の今まで俺の言葉が届とどかないでいた。やっとだ。やっとおまえの前に出しゆつ現げんできた』




　……こいつは、何を言っている？　わけがわからねぇ。

　出現？　ずっと俺に話しかけていた？　知らねぇ。そんなの知らねぇぞ！

　なんだ、俺を食べる気なのか？




『食べる？　不ま味ずそうなおまえをか？　冗じよう談だんはやめてくれ。そうじゃない。これからともに戦う相あい棒ぼうにあいさつをしたかっただけだ』




　相棒？　ちょっと、待て。さっきから、わけがわからないっての！

　ドラゴン！　おまえはいったい――。




『わかっているんだろう？　なんとなく、そうかもしれないと思ったはずだ。そう、それでいい。俺はおまえの想そう像ぞう通りの存そん在ざいだ。いずれ、また話そう。なあ、相棒』




　自分の左腕に視線を移うつしたとき、俺の左腕は赤い鱗に包まれ、鋭い爪むきだしの異い形ぎようなものになっていた。









　Life.1　悪あく魔ま、やってます。









　目を開けると、そこは見み慣なれた自室の天てん井じようだった。

　あー、夢ゆめか。

　どうやら、俺は最高だけど最悪な夢を見ていたらしい。最初は良かった。憧あこがれの部長と結けつ婚こん式しき。そこまでは良かったんだが、そのあとがな……。

　心しん臓ぞうがバクバク鳴っている。あんなの見れば誰だってそうなるさ。呼こ吸きゆうも荒あらい。

　上半身だけ起こし、額ひたいの寝ね汗あせを手で拭ぬぐう。うわっ。すげぇ汗だ。予想以上の汗の量に俺は驚いた。

　同時にいま拭っていたのが、左手であることに気づく。

　最後のシーン……、あの赤いドラゴン……。ファンタジーすぎてどうもな。

　夢の最後で怪物の腕になってしまった俺の左腕には何も起こってはいない。

　けど、この腕に何が宿っているかは理り解かいしている。

　時計に視線を向けた。四時半……。まだ少し早いか。

　俺おれは深呼吸をひとつして、ベッドに再ふたたび潜もぐり込こんだ――って、違ちがう！

　そうだった！　もう時間だ！　俺はベッドから抜ぬけ出て準じゆん備びに取り掛かかる。

　部屋の窓まどから下を覗のぞくと、我わが家やの門前で紅あかい髪かみの美少女――リアス・グレモリー部長が赤いジャージ姿で立っていた。

　俺の通う高校の先せん輩ぱいで、学園のアイドル。俺が所しよ属ぞくするオカルト研究部の部長さまでもあり、その正体は悪魔だ。

　こちらの視し線せんに気づいたのか、碧へき眼がんを向けてくる。

　――早くなさい。

　苦く笑しようしながら、そう口を動かしていた。

「いま行きます！」

　俺はソッコーで寝ね巻まきからジャージに着き替がえ、朝練をするため部屋を飛び出した。





　　　―○●○―　　　






「ぜーはーぜーはー」

「ほら、だらしなく走らないの。あとでダッシュ十本追加するわよ」

　俺は息を切らしながら、早朝の住じゆう宅たく街がいを走り込んでいた。

　うしろから自転車に乗った部長が遠えん慮りよなく気合を入れてくる。相変わらずキツいっス。

　一か月ほど前、俺はひょんなことから人間から悪魔へ生まれ変わった。部長――リアス・グレモリーさまの眷けん属ぞく悪魔になってしまったわけだ。

　悪魔ってのは人間に呼よび出され、代だい価かをいただく代わりに相手の願いを叶かなえる。そんな非ひ日にち常じよう的な仕事を生なり業わいにしていた。部長も例外じゃない。

　俺は部長の下げ僕ぼく悪魔として、日々下働きをしつつ、目標に向かって一歩一歩前へ進もうとしていた。

　俺の目標？　そんなの決まってる！

「ハーレム王に俺はなる……ぜーはー……」

　走りながら、つい声にも出してしまった。

「そうよ、そのためにもまずは日々の基き礎そ鍛たん錬れんから。少しずつでも強くならないといけないわ」

　はい、部長。わかってますって。

　いまだ見習い悪魔だが、活かつ躍やくしまくって出世すれば爵しやく位いをいただけるらしい。そうなると、部長みたいに自分だけの下僕が持てる。そうさ！　女の子をたくさん俺の眷属下僕悪魔にして、夢の世界を実じつ現げんさせるのさ！

　そのためには部長も言うように強くならないといけない。悪魔の世界は圧あつ倒とう的に腕わん力りよくがものを言う。単たん純じゆんな力が強ければ強いほど上を目指せる。

　まあ、知力や交こう渉しよう力りよく、他の能のう力りよくでも上へ行けるらしいが、あいにく俺にはそちらの才能は今のところない。

　なので、まずは体力を上げないことには話にならない。だから、現げん在ざいこうやって毎日朝練をしていた。

　だが、部長はスパルタだ。

「私の下僕が弱いなんてことは許ゆるされないわ」

　と、朝練に関して妥だ協きようはない。

　朝から二十キロ近く走らされ、そのあとにダッシュを百本以上。筋きんトレなんて各種数えたくもないほどやらされる。

　悪魔は夜に力を発はつ揮きする夜の住人だ。朝にやるよりも夜にやったほうが練習もいいと思うのだが、そうでもないらしい。苦手な朝日に照らされながら鍛きたえたほうが精せい神しん的にも強くなれるって部長は言う。

　毎日筋きん肉にく痛つうで悩なやまされるが、慣なれというのは怖こわいもので、始めたときほど苦しくもない。

　意外にも最近こなせてる。確かく実じつに日々成長しているのが窺うかがえた。体育の時間とか顕けん著ちよだもんな。前よりも短たん距きよ離りが速くなってるし、長距離もさほど苦しくなくなった。

「はぁはぁ……」

　ゴールである公園に到とう着ちやくすると、俺は走るのを止やめた。全身から汗が噴ふき出てるぜ……。

「お疲つかれさま。さて、ダッシュいくわよ」

　鬼おに部長の笑え顔がおが眩まぶしいっス。





　　　―○●○―　　　






「あなたの能力は基礎が高ければ高いほど意味があるのよ」

「ういっス……六十五……」

　朝のマラソンとダッシュを終えた俺は公園の広場で筋トレメニューとして腕うで立たて伏ふせに臨のぞんでいた。

　部長は俺の背せ中なかに座すわっている。背中越ごしに伝わる柔やわらかいお尻しりの感かん触しよくが素す晴ばらしいが、実じつ際さいはそれどころではなく、毎回腕が悲鳴をあげていた。

　いや、やはりお尻の感触は最高だ！

　べしっ！

「あうっ！」

　部長にお尻を叩たたかれた……。つい声が出てしまった。Ｍじゃないんだけどなぁ……。

「邪じや念ねんが入っているわ。腰こしの動きがやらしいわよ」

「……そ、そんな……六十八……。ぶ、部長が俺の上に乗っているかと思うと……六十九……お馬さん根こん性じようがマックスになりますよ……七十！」

「腕立て伏せをしながらおしゃべりできるなんて、成長したわね、イッセー。もう百回追加しましょうか？」

　部長は苦く笑しようしながら無む茶ちやを言う。死にますって。朝から瀕ひん死しですよ。

「うーん、そろそろ来てもおかしくないんだけれど……」

「へ？　誰だれか来るんですか？」

　そんな疑ぎ問もんを口に出していたら、「すみませーん」と聞きなれた声が耳に届とどく。

　腕立て伏せの姿し勢せいのまま、声のしたほうへ顔を向けてみれば――。

「イッセーさーん、部長さーん！　遅おくれてすみませーん……はぅっ！」

　と、金きん髪ぱつの少女――アーシアが転んでいた。







「イッセーさん、お茶です」

「あ、ああ、ありがとう」

　水すい筒とう持参のアーシアからもらったお茶をすすりながら、俺は一息ついていた。って、あのあと腹ふつ筋きんと背はい筋きんをこなして全身がガタガタだ。

「アーシア、どうしてここに？」

　俺が問うと、金髪美少女は頬ほおを赤く染そめる。

「毎朝、イッセーさんがここで部長さんとトレーニングをしていると聞きまして……その、私もイッセーさんのお力になりたいなーって。今日はお茶ぐらいしか用意できませんでしたけど」

　アーシア……。なんていい子なんだ！　感動した！

「うぅぅ、アーシア！　俺はアーシアの心意気に感動した！　ああ、かわいい子にそんなこと言われるときが俺に訪おとずれようとは！」

　俺は号ごう泣きゆうしながらお茶をくいっと一気に飲み干ほした。

　アーシア、長い金髪と透すき通ったグリーンの双そう眸ぼうを持った元シスター。「元」ってことは、現在彼女はシスターではない。いまは俺と同じグレモリー眷けん属ぞくの悪あく魔まだ。

　先月、この子はとある事じ件けんに関かん与よし、その結果堕だ天てん使しに殺された。死んでしまったアーシアだが、リアス部長の力で悪魔として転生し、いまここにいる。

　で、堕天使ってのは、聖せい書しよや一いつ般ぱん書しよ籍せきにも登場する悪い天使のことだ。黒い翼つばさが特とく徴ちよう的かな。

　悪魔とは天てん敵てき同士で、いつも小こ競ぜり合いをしている。その小競り合いに俺も先月参戦しちまったわけさ。そのとき、自分の力のなさを痛つう感かんして、こうやって強くなるためのトレーニングをしている。二度とアーシアに哀かなしい思いをしてもらいたくないしな。

　と、俺たちの主ある様じ――リアス部長はお茶を飲みながら何か考え込んでいるご様子だった。

「どうかしたんですか、部長？」

　俺が声をかけると、ハッと我われに返ったようでコホンと咳せき払ばらいをした。

「いえ、何でもないわ。それより、ちょうどいいわね。今日にしようと思っていたから、このままイッセーのお家うちへ行きましょう」

　へ？　何ですか？　俺の家？　ちょうどいい？　この面メン子ツで何を？

「もう荷物が届いている頃ころだろうし」

　この言葉の意味を俺は十数分後に理り解かいした。





　　　―○●○―　　　






「……こ、これはいったい」

　自じ宅たく玄げん関かん前まえに積み置かれた段ボール箱を見て、俺は片かた眉まゆを吊つり上げていた。

　なんだ、これ？　送り主が誰だれなのか、それすら書かれていない段ボール。不信感がつのる。爆ばく弾だんとか入っていないよね……？

　訝いぶかしげに思う俺へ部長が言い渡わたす。

「さあ、イッセー。この段ボールを部屋へ運んでおあげなさい」

「へ？　運ぶ？　これを俺が……俺の家に!?」

「そうよ、これはアーシアの荷物ですもの。運んであげるのが紳しん士し的だとは思わない？」

　ア――。

「これ、アーシアの荷物っ!?」

　心底驚きよう愕がくする俺に部長が追い討うちの一言。

「そうよ、今日からアーシアはあなたの家に住むの」







　家族会議――。

　世界の名だたる会談、会議、会合のなかでもトップクラスの交こう渉しよう場ばだ。

　権けん力りよく者しやであるご両親さまの一声が大きな決定権を持つ。俺ら子こ供どもはいかに言葉巧たくみに交渉を続けられるかが鍵かぎになる。

　権力者のはずだった俺の父さん母さんは部長の前では、なぜか縮ちぢこまっていた。

　部長の放つ目には見えない威い風ふうがそうさせているのかもしれない。

「お父さま、お母さま、そういう事じ情じようでこのアーシア・アルジェントのホームステイをお許ゆるしくださいますか？」

　部長が優ゆう雅がに朗ほがらかに無む茶ちやな注文を両親に突つきつけていた。

　当の二人はアーシアをまじまじと見つめながら、お互たがいに耳打ちし合っている。

　……なんだ、チラチラと俺のほうにも視し線せんを向けてくるんだけど。

　父さんがゴホンとひとつ咳払いしたあと、アーシアへ質しつ問もんをする。

「アーシア……さんでいいかな？」

「はい、イッセーさんのお父さま」

　緊きん張ちようの面おも持もちでアーシアが応こたえる。

「お、お父さま……。くぅ……きれいな外国人のお嬢じようさんに立て続けに『お父さま』って言われると、その、なんていうか、心身に響ひびくね……いい意味で」

　何やら感無量になっているんだけど、父さん。

　部長、アーシアと年頃の美少女二人に「お父さま」なんて言われれば、うれしくもなるか。

　俺おれも美少女二人に「お兄ちゃん」と言われたら一発で落ちる自信があるぜ。

「お父さん！」

　母さんが父さんを小突く。ハッと父さんも我に返った。

「ゴ、ゴホン！　ホームステイするにしても我わが家やには性せい欲よくの権ごん化げともいえるバカ息むす子こがいる。残念だけど、うちよりも同じ女の子がいるお宅のほうがいいんじゃないかな。何かあったあとじゃ、申し訳わけが立たない」

　実の息子に容よう赦しやのないクソ親おや父じだ。性欲の権化って……ほぼ合ってるから言い訳はしないけどさ。

　でも父さんの言っていることは正せい論ろんで、女の子をホームステイさせるなら、同じ女の子のいる家にしたほうがいい。横で母さんも「そーよ、そーよ」と相あい槌づちを打っている。

　こんな金きん髪ぱつ美少女が性欲多感な俺のような年頃の男と一いつ緒しよに住んだら、何が起こるかわからない。それこそ、国こく際さい問題だ。と、俺の両親は言いたいのだろう。

　けど、俺は何もしないって！　俺、信用ないなぁ……。

　ちなみに俺とアーシアが悪あく魔まになってしまっていること、アーシアが堕だ天てん使しに利用されそうになったことは話していない。両親にそんなことを話しても信じないだろうし、父さんも母さんも悪魔に関かん与よしないほうがいい。

　今回の件けんは大分砕くだいて説明してある。捏ねつ造ぞう設せつ定てい込こみで。

　部長は俺の両親の拒きよ否ひにも動じず笑え顔がおで交渉を続けた。

「では、このアーシアが娘むすめになるとしたらどう思いますか？」

　な、何ですか、部長……その意味深な発言は……？

「どういうことかな？」

「お父さま、アーシアはイッセーのことを信しん頼らいしております。それは深く。私も同様ですわ。イッセーは直情型でやや思し慮りよの足りない部分もありますけれど、愚おろかではありません。むしろ、向かってくる困こん難なんを切り開こうと前へ前へ突き進んでいける熱いものを内に秘ひめています。私もアーシアもイッセーのそのようなところに惹ひかれてますわ。特にアーシアは。ねぇ？　アーシア」

「は、はい！　イッセーさんは私を命がけで助けてくれました。私の命の恩おん人じんです。学校でもたくさん助けてもらっています。授じゆ業ぎようのときも――」

　と、アーシアが満面の笑みで俺に助けてもらっている日々を嬉き々きとして話し始めた。

　学校で起きた些さ細さいな出来事でさえ、過か大だい評ひよう価かで話してくれる。

　うおおおおお……、あまりの気き恥はずかしさにこの場から飛び出したいぐらいだ。

　父母はと言うと、「ほー、うちのイッセーがねー」、「人様の役に立つなんてねー」とまんざらでもない様子だ。まあ、自分たちの子供が褒ほめられれば親なら誰しもうれしいものか。

　そこへ部長からのダメ押おしの一言。

「今回のホームステイは花はな嫁よめ修しゆ業ぎようも兼かねて――というのはどうでしょうか？」

『花嫁!?』

　なんだ、そりゃ!?　俺と父さん母さんが素すっ頓とん狂きような声をあげた。当のアーシアは「？」と疑ぎ問もん符ふを浮うかべている。

　ぶわっ。

　親父の目から大量の涙なみだが流れ出す。涙を拭ぬぐいながら口を開いた。

「……イッセーがこんなのだから、父さんは一生孫の顔なんて見れないと思っていた。老後も一人身のおまえを心配しながら暮くらさないといけないのかと悲ひ嘆たんにもくれたよ……」

　なっ……。突とつ然ぜん語りだしたよ、お父様が……。つーか、何その勝手な息子の未来予想図。

　横では母さんがハンカチで目元を拭っていた。あんたも泣いてるのかよ！

「母さんもね、イッセーにはお嫁さんが来ないと思ってたの。だって、イッセーだもの。バカ息子だもの。世間に出しても恥はずかしくないように教育したつもりだけど、その甲か斐いも空むなしくあなたのような息子が生まれ育ったわ。母さんね、タイムマシンがあったら全力で過か去この自分を説得しにいくわ。『その子はクローゼットの奥おくにあるプラモデルの箱のなかにエッチなＤＶＤを隠かくすダメ息子になるから注意しろ』って」

　うわぁぁぁぁぁ！　俺の秘ひ蔵ぞうＤＶＤの隠し場所！　知ってんのか、母さん!?

　父さんがアーシアの手を取る。

「アーシアさん！　こんなダメ息子だけど、よろしくお願いできるかい？」

「そんな……、イッセーさんはダメな方なんかじゃありません。とても素す敵てきな方ですよ」

　アーシアが父さんの問いかけの真相に気づかず、ニッコリと微ほほ笑えんだ。

　それを見て、母さんが嗚お咽えつを漏もらしていた。なんだ、これ？　なんのドラマですか？

「リアスさん！　アーシア・アルジェントさんを我が家でお預あずかりしますよ！」

　父さんの快かい諾だくを聞き、部長も微笑む。

「ありがとうございます、お父さま。というわけでイッセー。これからアーシアをよろしくお願いね。アーシア、これからイッセーのお家うちにご厄やつ介かいになるのよ。失礼のないように。イッセーの親おや御ごさんと仲良くしなさい」

「本当によろしいのでしょうか？　私なんかが……ご厄介になるなんて……ご迷めい惑わくじゃ……」

　困こん惑わくした様子のアーシアに部長が言う。

「日本の文化、生活に慣なれるにはその土地の者のお家で習うのが一番。あなたに『部員のなかで一緒に住みたいのは誰？』と訊たずねたら、迷まよいもなくイッセーがいいと言ったでしょう？」

　なるほど、そういう理由か。アーシアはリアス部長のもとで厄介になっていた。俺と部長、アーシアが通う学校の旧きゆう校こう舎しやの一室を間借りしていたんだ。

「は、はい。確たしかにそう言いましたけれど……」

「いいんだよ、アーシアさん！　我が家で日本に慣れなさい！　これから永えい住じゆうするかもしれないんだから！」

　父さん、嫁にもらう気まんまんじゃないか……。

「ほら、お父様もこうおっしゃっているのだから」

　部長の笑みを見て、困惑していたアーシアもやっと笑顔を見せる。

「わかりました、部長さん。なんだか、わからないところもありましたが、イッセーさん、イッセーさんのお父さま、お母さま、ふつつか者ですが、これからよろしくお願いします」

　……まんまと懐かい柔じゆうされちゃったね、父さん母さん。そりゃ嫁宣せん言げん攻こう撃げきは俺の親にとって必殺の一撃だろう。

　こうして、アーシアは俺とひとつ屋根の下で暮くらすこととなった。

「……花嫁、ね」

　少しだけ寂さびしげな表ひよう情じようを浮かべた部長のことを、俺はそのときとても気になってしまった。





　　　―○●○―　　　






　アーシアが俺の家で暮らすようになって数日後。

「いいお天気ですね。イッセーさん、今日は体育でソフトボールをやるんですよ。私、初めてなので今から楽しみなんです」

　楽しげに通学路を歩くアーシア。その隣となりには俺。

　まさか、俺が美少女と毎日通学できるようになるとは思わなかった。

　俺と同じ学校へ通う奴やつらの好こう奇きの視し線せんが凄すさまじい。

「どうして、アルジェントさんと兵ひよう藤どうが同じ方向から……」

「バカな……何事だ……」

「嘘うそよ、リアスお姉さまだけじゃなく、アーシアさんまで毒どく牙がに……」

　などと、観かん衆しゆうの悲鳴に近い声が聞こえてくる。まあ、そうだよな。俺を少しでも知っている奴なら、この状じよう況きようはあり得ないだろう。

　ただのモテないエロ学生だった俺が、ここ最近突とつ如じよとして学校のアイドル級たちと仲良くしているわけだからな。

　しかも転入初日から全校生徒の間で話題騒そう然ぜんだった金きん髪ぱつ美少女とも、こうやって毎日登下校している。他者からすれば信じがたい現げん象しようだ。

「兵藤で大だい丈じよう夫ぶなら、俺でも！」とアーシアに告白した奴も結けつ構こういたらしいが、ソッコーで撃げき沈ちんしたらしい。

　それ以来、いらない恨うらみを買っている。いまもこうして憎ぞう悪おに満ちた視線をあちらこちらから感じるし。

　他ほかの男どもは俺が美少女をとっかえひっかえしていると思っているのだろう。実じつ際さいにはそんなに甘あまくはないが、まあいい。

　ふふ。これはこれで楽しいものだ。勘かん違ちがいだとはいえ、俺はモテていると思われているわけだ。

　いいよ！　いいよ！　嫉しつ妬とするがいい、男子ども！

　俺はさらに高みを目指すぞ！　フハハハハ！

「何かおもしろいことありました？」

　おわっ。俺の顔を怪け訝げんそうな表情で覗のぞき込んでくるアーシア。美少女の顔が眼がん前ぜんにあると、赤面するな……。俺もまだ若わかいものだ。

「い、いや、なんでもないよ。ところでアーシア、学校で何か困こまったことはないか？　そ、その、女子とも仲良くやっているか？」

　俺が一番気にしていたことだ。

　転入したばかりの元シスター。浮うき世よ離ばなれした生活をしていたのだから、学校生活で戸と惑まどうことも多いようだ。

　そういうとき、俺も助けるが、何よりも大切なのは同どう性せいのフォローだろう。オカルト研究部の女子とは仲がいいと思うけど、クラスの連中との関かかわりが気になって仕方がなかった。慣れない生活でイジメられてはいないだろうか……。心配でならなかった。

　俺の目が届とどく範はん囲いでは、そんなことはないけど、陰かげで何かをされているかもしれない。

　そんな俺の思いとは裏うら腹はらにアーシアは屈くつ託たくのない笑え顔がおを見せる。

「皆みなさん、とってもよくしてくれますよ。私が日本に早く慣なれるようにいろんなことを教えてくれます。お友達もたくさんできました。今度、一いつ緒しよにお買い物に行こうって誘さそわれてもいるんです」

　よかった。どうやら、クラスメートとの関係は良好のようだ。俺の心配事がひとつ消えた。

　そんな会話をしながら、学校に到とう着ちやくし、教室へと向かう。

　さて、アーシアにとって学校生活での問題点、残るは――。

「アーシアちゃーん！　おはよー！」

「おはよう、アーシアさん。今日もブロンドがキラキラ輝かがやいているね」

　教室に着くなり、坊ぼう主ず頭あたまの男子――松まつ田だと、メガネをかけた男子――元もと浜はまがアーシアへ近ちか寄よってくる。俺の悪友二人だ。学内でもスケベで有名だ、俺も含ふくめて。

「おはようございます、松田さん、元浜さん」

　ニッコリ、アーシアから朝のあいさつをもらい、感無量の二人。

「やはり、これだね、元浜くん」

「ああ、そうだな、松田くん。美少女からの『おはようございます』、朝から生き返る思いだ」

　……相変わらず、小さなところで幸せを感じる奴らだ。って、俺も少し前ならこいつらと同じ思いだったのかも。

　ふふふ、心の余よ裕ゆうとはここまで人を変えるものか――。

　ドゴッ！

「ぐふっ！」

　などと、一人で格かつ好こうつけていたら、松田にボディーブローを食くらった。

「な、何しやがる、このハゲ！」

　俺が抗こう議ぎするが、ハゲは笑みを浮かべたまま、さらに俺へローキックをお見み舞まいしてきた。

　マジで痛いてぇ！　このバカ、何しやがる！

「ハハハ、イッセーくん。聞いたよ」

「何がだ？」

「なんでもアーシアちゃんと毎日登校しているんだって？」

「そ、それがどうした」

「おかしいじゃないか。なぜに毎日同じ方向から朝登校してくるのかな？　かな？」

　ほほう、どこで聞いたか知らないが、俺とアーシアが噂うわさになっているのを耳にしたのか。

　俺はニヤリといやらしく口の端はしを吊つり上げてやった。そして言ってやる。

「いいか、松田、元浜。俺とおまえたちは決して超こえられない壁かべで隔へだてられてしまった。これは仕方ないんだ」

「な、何を勝ち誇ほこってやがる！」

「そ、そうだぞ、イッセー。アーシアちゃんと仲良くなったからって――」

　俺は必殺の一言を言い放つ。勝ち誇った表ひよう情じようを浮かべながら！

「俺、アーシアと暮らしているんだ。ひとつ屋根の下で。なあ、アーシア」

「はい。イッセーさんのお家でご厄やつ介かいになっています」

『ッッ!?』

　ニコニコ顔で応こたえるアーシアを見て絶ぜつ句くする二人。もはや言葉すら出ないらしい。

　ふっ。フハハハハ！　ハーッハッハッハッ！

　勝った！　俺は勝ったぞ！

「嘘うそだ！」

　全否ひ定ていの松田。涙なみだを流している。悔くやし涙って奴やつだな。フハハハ！　泣け！　喚わめけ！　そして死ねっ！

「バ、バカな……。イッセーが、金髪美少女とひとつ屋根の下で……？　あり得ない……世界の法ほう則そくが崩くずれるぞ……」

　手をふるふると震ふるわせながら、元浜はズレたメガネを直す。

　奴も相当動どう揺ようしているようで、必死に冷静に振ふる舞まおうとしていた。

「じゃ、じゃあ、朝、アーシアちゃんに起こされることも!?」

　松田の質しつ問もん。哀あわれな。

「アーシアには今朝も起こされてしまったな」

「イッセーさんはお寝ね坊ぼうさんですからね。うふふ」

　あっ、松田が床ゆかに突つっ伏ぷした。

「ご飯をよそって貰もらったりもか……？」

　今度は元浜が訊きいてくる。

「アーシアは気が利きく子だって、母さんも褒ほめていたな」

「そんな……照れますよ」

　自分の頬ほおに手を当てて、顔を赤くしているアーシア。

　俺おれはそれを余裕の表情で、朗ほがらかに見守っていた。

　その光景を見て、血けつ涙るいを流してもおかしくないほど、元浜はメガネの奥おくから俺を鋭するどく睨にらんでいた。

　ああ、友人の嫉しつ妬とが怖こわい。まったく、人生というのはひょんなことで逆ぎやく転てんするものだ。

　美少女一人と仲良くなっただけでバラ色の生き方になる。

　うん、クラスの全女子に蔑さげすまれようと、アーシアが味方なら俺はいいもん。

　あ、こんな心こころ構がまえじゃいけないか。俺の目標は爵しやく位い持ちの大だい悪あく魔まになって、美少女をたくさん下げ僕ぼくにするんだった。

　女の子に好かれなきゃダメだよな。でも他の女の子と仲良くなれそうにないような……。

「おまえ！　本当はいろんなかわいい子と知り合っているんだろう!?　リアス先せん輩ぱい！　姫ひめ島じま先輩！　この学園の二大お姉さまだぞ!?　さらに学園の小さなアイドル小こ猫ねこちゃんときて今度は金きん髪ぱつ美少女転校生のアーシアちゃんだ！　おかしいよ！　理り不ふ尽じんで俺が壊こわれそうだよ！」

　松田が頭を抱かかえて喚わめく。嘆なげくな、友よ。

　確たしかにここ最近の間で一気に美少女数人と仲良くできている。

　特にアーシアとは登下校までしているわけで。リアス部長にも朱あけ乃のさんにも可愛がってもらえているような気もするし……。

　そうだな。俺は勝ち組だ。確かく実じつな勝ち組だ。人生で一番楽しいときかもしれん。後こう悔かいのないように十分堪たん能のうしておこう。

　そんななか、元浜は冷静にメガネをくいっと上げる。

「イッセー、一人ぐらい紹しよう介かいしてくれても罰ばちは当たらないと思うぞ。というか、誰だれか紹介してくれ。頼たのむ。頼みます」

　ずずいっと、顔を近づけながら元浜が言ってくる。静かな声こわ音ねだが、迫はく力りよくが凄すさまじい。

　紹介ったって……。俺が話せる美少女さま方は松田が言った人たちだけだ。

　つまり、他ほかの女子とはまったく縁えんがない。というか、相手にもされないだろう。

　辛つらい現げん実じつだ。極きよく端たんな話、俺は人間の女の子と縁がないことになる。仲良くしてもらってる女の子たちは皆みな悪魔だもんなぁ……。悪魔でもかわいいから問題ないけどね。

　ん？　ああ、そうか。まあ、いなくもないのかな？　いちおう心当たりがある。

　俺はケータイを取り出し、メモリを検けん索さくした。うん、あったあった。これでいいか。

「ちょっと待ってろ」

　俺はアーシアと悪友二人に少しこの場で待ってもらった。教室の隅すみに行き、電話で相手に確かく認にんを取る。

　数分の間お話ししたが、あちらはＯＫらしい。よかったよかった。

「なんか、大だい丈じよう夫ぶな子がいたぞ。今日ＯＫだとさ。友達も連れてくるって。これ、紹介できる子の番号。メアドもあるから。てか、まずはメールで連れん絡らく取れ。そのほうが幸せになれる」

「サンキュー！」

　さっきまで嘆いていた松田が高速で俺のケータイを奪うばう。

　おいおい、変化早すぎだろ！　いまのいままで泣いてたのにこいつときたら……。

　ソッコーで番号を登録する二人。

「ありがとうございます！　イッセーさま！　このご恩おんは決して忘わすれません！」

「ああ、今度トリプルデートしようぜ！　待ってろ！　俺たちもソッコーで彼女作るからな！」

　二人ともいい笑え顔がおをしてやがる。幸せを堪能、というか、頭の中がお花満開になっていそうだ。

「で、どんな子なんだ？　美少女なんだろうな？」

　紹介した子の容よう姿しを訊たずねてくる松田。俺は頬をポリポリかきながら答える。

「ああ、まあ、乙おと女めだな。それは間ま違ちがいない」

「乙女！　……す、素す晴ばらしい……素す敵てきだよ、イッセーくん！」

「まったく、兵藤先生に頭が下がる思いだ」

　こいつらは本当にどうしようもない。ころころ態たい度どを変えやがって。いや、俺も部長やアーシアと出会っていなければこうなっていたのかもしれない。

　有う頂ちよう天てんな思いばかりでゴメンね、二人とも。

　ニコニコ顔で松田がさらに訊きいてきた。

「いやー、イッセーくん。ところで『ミルたん』って、どうして『ミルたん』なんだ？」

　ぜひともキミたちが直ちよく接せつに訊いてきてくれ。俺も謎なぞなんだ。
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　その日の夜。

　俺は夜の住じゆう宅たく街がいを自転車で駆かけ抜ぬけていた。

「おりゃぁぁぁぁぁ！」

　気合を込こめてペダルを漕こぐ。

　目的地の民家前にたどり着くと、自転車の後方に座すわっていたアーシアがポストへチラシを投とう函かんした。

「完かん了りようです」

「ＯＫ」

　アーシアが後部に乗ったのを確認すると、俺は再さい度どペダルを踏み込んだ。

　あの民家に投函したチラシは俺たち悪あく魔まを召しよう喚かんするための簡かん易いアイテムだ。本来、悪魔を呼よび出すには魔ま方ほう陣じんが必要なのだが、このご時じ世せい、魔方陣を描かいてまで悪魔を呼び出す人間も稀まれだ。

　つーか、悪魔を信じている人間なんて現げん代だいには少ない。俺だって、この間までそうだったし。

　そんなわけで、厳きびしい悪魔業界は悪魔を簡易に呼び出せる魔方陣つきのチラシを作り出した。

　悪魔ごとに専せん用ようの魔方陣をチラシに印刷し、あとは普ふ通つうのチラシのように宣せん伝でん文もん句くやらを書いておく。

　いまの生活に満たされている人間にとってみればどうでもいいチラシだが、何かに飢うえている人間が手にすると無む性しように使ってみたくなる呪まじない付きだ。

　俺たちはチラシの魔方陣を介かいして契けい約やく者しやとなる人間の前に出しゆつ現げんし、代だい価かをもらう代わりに願いを叶かなえる。そういう仕組みだ。これが現代式悪魔召喚術じゆつってわけさ。

　で、このチラシを配るのは下げ僕ぼく悪魔の最初のお仕事。一定期間、これを配ることが慣ならわしとなっていた。悪魔専用の機械で欲よく深ぶかい人の家を探たん索さくし、家から家へ移い動どうしてチラシを投函し続けるのがこのお仕事だ。

　まあ、俺はすでにこのチラシ配りの儀ぎ式しきを終えているんだけど。じゃあ、なんでやっているかと言われると――。

「……イッセーさん、本当によろしいんですか？　私のチラシ配りをお手伝いしてくださるなんて……」

「ああ、問題ねーよ」

　そう、俺はアーシアがやっているチラシ配りの手伝いをしていた。今夜もこうして二ケツで自転車に乗っている。

「だって、アーシアはチャリ乗れないだろう？　なら、代わりの運転手が必要さ」

「うぅ、すみません。自転車と縁えんがなかったものですから……。でも、歩いてなら――」

「そんなの、余よ計けいさせられないよ。アーシアのことが心配なんだ、俺は」

　俺の本音だ。自転車うんぬんよりも、アーシア一人で見知らぬ土地を走り回らせるなんて俺にはできない。

　アーシアは北ほく欧おうの片かた田い舎なかから先月日本に来たばかりだ。日本の文化をほとんど知らない。

　悪魔になった特典で日本の音声言語を理り解かいできるようになったけど、生活まではそうはいかない。一から教えているけど、まだまだ不安な部分も大きい。

　しかもアーシアはお人ひと好よしで世間知らずだ。どんな悪いことが彼女を襲おそうかわかったもんじゃない。

　そう考えると俺は心配で心配で、つい部長へ進言してしまったんだ。

「アーシアのチラシ配り、俺も手伝います！」

　部長は俺の意見を快こころよく承しよう諾だくしてくれた。ありがとうございます、部長！

　てなわけで、俺はアーシアのフォローに回った。こうやって、毎夜ともに住宅街を自転車で走っている。

「ほら、アーシア。あれが神社。俺らは悪魔だから入っちゃダメだぞ」

　自転車で通つう過かする途と中ちゆうにある神社をアーシアに紹しよう介かいする。

「はい。悪魔は精せい霊れいが集まるところや土地の神さまに関係するところへ行ってはダメなんですよね？　クリスチャンの私には日本の『八や百お万よろずの神』は理解しかねますけど……」

　一神教の文化で育って、日本の文化を理解するのは難むずかしい。と、部長に言われたな。

　そんな感じでチラシ配りの傍かたわら、俺たちが暮くらす町の様子をアーシアへ教えていた。

「あ！　あそこ。いまは閉しまっているけど、おいしいパン屋なんだ。今度一いつ緒しよに買いに行こうか？」

「はい！　日本のパンは甘あまくて大好きです！」

　何気ない会話でもいまは楽しい。夜のデート。最高だよな！

　俺、こんな風にチャリのうしろに女の子を乗せて走ってみたかったんだ。

「イッセーさん、『ローマの休日』を観みたことがありますか？」

　ふいにアーシアが俺にそう訊きいてくる。

　ローマの休日？　ああ、確たしか映えい画がだよな。

「昔の映画だろ？　いや、ゴメン。観たことないな」

「そうですか……」

　俺の答えにアーシアは少し残念そうな声こわ音ねだった。

「でも、どうしてその映画が？」

「……ずっと、憧あこがれだったんです。こうやって……。あれはバイクでしたけど。それでも私……。うふふ」

　なんだ？　とてもうれしそうな笑い声だ。腰こしに回す腕うでもぎゅっとしてきた。

　よくわからないけど、まあいいか。アーシアがうれしいならそれで十分さ。

　今夜も夜風が気持ちいいぜ。





　　　―○●○―　　　






「ただいま戻もどりました！」

　俺とアーシアはチラシ配りを終えて、部室に戻ってきた。

　学校の裏うら手てにある誰も使用していない旧きゆう校こう舎しや。その三階の一室に俺たちオカルト研究部の部室兼けんグレモリー眷けん属ぞく悪あく魔まの集会場があった。

「あらあら、お疲つかれさま。いまお茶を淹いれますわ」

　最初にお出で迎むかえしてくれたのは、副部長でありリアス部長の参さん謀ぼう、姫島朱乃さん。三年生の先せん輩ぱいで、つやつやの黒くろ髪かみでいつもニコニコ笑え顔がおの和風美人。今時の若わか者ものには珍めずらしいポニーテール所持者でもある。

　部長と並ならんで「二大お姉さま」と称しようされ、学校でも男女問わずアイドル級の人気を誇ほこっていた。

「やあ、夜のデートはどうだった？」

　さわやかスマイルを浮うかべるイケメン野や郎ろうは木き場ば祐ゆう斗と。多くの学園女子のハートを射い貫ぬくイケメン王子だ。イケメン嫌ぎらいな俺の敵てきでもある。

「最高に決まってんだろ」

　とりあえず、親指をグーと立てて木場へ送る。

「……深夜の不ふ純じゆん異い性せい交遊」

　静かな声で厳きびしいことを言ってくるのは小こ柄がらな一年生、塔とう城じよう小猫ちゃん。一見小学生にしか見えないロリロリ少女のせいか、学園でもマスコットとして人気が高い。

　俺とアーシアは奥おくのソファに座すわる部長のもとへ足を向ける。

　我われらがクイーン、リアス部長。今夜も紅くれないの御お髪ぐしが素す敵てきです。

「部長。ただいま帰き還かんしました」

　そう報ほう告こくするが部長はボーッとしたまま、あらぬ方向を見つめていた。物思いにふけってらっしゃる？　深いため息もついているし。

　俺の横でアーシアも部長の視し線せん先を追ったりしていた。

「部長、ただいま帰還しました！」

　今度は少し声を大きくしてみる。それに気づいたのか、部長はハッと我に返った様子だった。

「ご、ごめんなさい。少しボーッとしていたわ。ご苦労さま、イッセー、アーシア」

　なんだか、最近部長は考え込む時間が多くなった気がする。普ふ段だんはいつも通りエレガントに俺らへ命令を下すのに、少し目を離はなすとボーッとしていた。ため息も多くなった気がする。

　まあ、俺らが思いもしない高度な悩なやみを抱かかえているのかもしれない。上級悪魔だしな。

　と、これが俺の所しよ属ぞくするオカルト研究部ことグレモリー眷属の皆みなだ。俺以外、学校では大人気の面々。まあ、俺もエロくて有名さ。ハハハ、場ば違ちがい極きわまりなくて謝あやまりたくなる。

　俺とアーシアが揃そろったことを確かく認にんすると、部長が言った。

「さて、今夜からアーシアにもデビューしてもらいましょうか」

　おっ！　マジか！

「え？」

　きょとんしているアーシアに俺が言う。

「アーシア、今日から悪魔として本ほん格かく的にデビューだ！　魔ま方ほう陣じんから契けい約やく者しやのもとへジャンプして契約してくるんだよ！」

「わ、私がですか？」

　狼ろう狽ばいしながら、自分を指差すアーシア。

「ですよね、部長？」

　俺の問いに部長もうなずく。

「そうよ。チラシ配りは今夜で終しゆう了りよう。いつまでもやらせておくと、二人のデートのほうが先に進んでしまいそうだもの」

　うわ。下げ僕ぼくいじりはやめてください、部長。部長にそんなこと言われるとちょっと恥はずかしいっス。

　俺のデビュー時と同様、アーシアの手のひらに部長がグレモリー一族印の魔方陣を記していく。あれのおかげで魔方陣を行き来できるようになる。

「朱乃、アーシアが魔方陣を通れるだけの魔力があるか、調べてみて」

「はい、部長」

　部長に頼たのまれ、朱乃さんがアーシアの額ひたいに手を当てていた。指先から淡あわい光が出て、何やら感じ取っている様子だ。

「イッセーの前例があるから、ちょっと調べないとね。さすがにないとは思うけれど」

　部長の心配に俺がヘコんだ。

　そうです。俺のデビューはさんざんなものだった。魔方陣を通るには微び量りようながら、魔力が必要となる。ところが、俺には魔力が微量すらもなかったんだ。

　おかげで魔方陣を通ることもできず、前ぜん代だい未み聞もんのチャリでの訪ほう問もん。現げん在ざいでも契約者のもとへはチャリで足を運んでいる。まいったもんさ……。

「部長、大だい丈じよう夫ぶですわ。問題ありません。それどころか、眷属悪魔としては部長と私に次ぐ魔力の持ち主かもしれません。魔力の潜せん在ざいキャパシティが豊ほう富ふですわ」

　朱乃さんの報告に部長も微ほほ笑えむ。

「それは吉きつ報ぽうだわ。『僧ビシヨ侶ツプ』としての器うつわが存ぞん分ぶんに活いかせるわね」

　部長が言った『僧侶』とは、アーシアの悪魔としての役目だ。

　現在の悪魔は人間界の盤ばん上じようゲーム『チェス』を模もしたルールを下僕に与あたえていた。主あるじである悪あく魔まが『王キング』であり、下にそれぞれ『兵ポー士ン』、『騎ナイ士ト』、『僧侶』、『戦ルー車ク』、『女クイ王ーン』と続く。

『悪イー魔ヴイのル・駒ピース』と呼よばれる現代悪魔が有する独どく自じの眷けん属ぞく悪魔システムだ。

　これは大昔に起こった神と堕だ天てん使しとの大戦争で多くの悪魔を失ったから、少数精せい鋭えいのシステムで悪魔の戦力を少しでも他の陣じん営えいと均きん衡こうに保たもちたかったため生まれたものと、以前に部長たちから教えてもらった。

　駒こまひとつひとつに特とく性せいがあり、下僕悪魔の能のう力りよくを後あと押おししてくれていた。

　もちろん、主である部長を筆頭に俺おれたちにも役目をそれぞれ与えられている。

　朱乃さんが『女王』、木場が『騎士』、小猫ちゃんが『戦車』、アーシアが『僧侶』、そして俺が『兵士』！

　一見、『兵士』だと弱く感じるが、やり方しだいでは相手の『王』も取れる！　と部長がおっしゃっていた！　「最強の兵士」を目指す俺はそれを信じるしかない。

　と、話は戻るが、アーシアの魔力が豊富ってことは魔方陣の行き来も問題なしってことか。

　うん、アーシアの幸さい先さきはよろしいらしい。俺も満足だ。

　きっと、アーシアなら契約者とも仲良く――。

　俺はそこで不安がよぎった。

　……お人ひと好よしで世間知らずのアーシアが、強ごう欲よくな人間に召しよう喚かんされたらどうなる……？




　ケース１




「うわ、かわいい悪魔さんだな！　そうだ！　パンツ見せてください！　おっぱいも見せてください！」




　……マズい。




　ケース２




「美少女悪魔ちゃん！　命を代だい価かにおっぱいをたくさん揉もませてください！」




　……アーシアが？




　ケース３




「俺の命をあげるから、一ひと晩ばん中じゆうエッチなことをさせてください！」




　…………。

「……イッセー、泣いているの？」

　怪け訝げんそうな表ひよう情じようで俺の顔を覗のぞき込こんでくる部長。

「部長、ダメです。ダメです！」

　俺は首を横に振ふりながら、涙なみだを流していた。

　ダメだ。ああ、ダメだ！　アーシアだよ!?　あのアーシアが見知らぬ輩やからに卑ひ猥わいな注文されたら、拒きよ否ひできるわけないじゃないか！

　仕事熱心で、真ま面じ目めなアーシアは自分を犠ぎ牲せいにしてでも仕事を完かん遂すいしようとしちゃうんじゃないか!?

「部長！　アーシア一人じゃ不安ですぅ！　アーシアが！　アーシアが変な奴やつにいかがわしい注文されたら俺は我が慢まんできません！」

　泣いて詰つめ寄よる俺に、さすがの部長も困こん惑わくしていた。

「イッセー、呼び出した悪魔に対しての過か度どのいやらしい依い頼らいはグレモリー一族の眷属悪魔にはこないわ。そういう注文をしてくる人間もいるけれど、その手の専せん門もん悪魔がいるから、そちらが引き受けてくれるわ。私のところは安心なのよ？　悪魔にだって専門職があるの」

「部長、本当ですか？　本当なんですね？　でも、俺、メッチャ不安なんですよ！」

　俺の過か剰じようともいえる心配に、部長も嘆たん息そくする。

「わかったわ。初めのうちはアーシアの助手にあなたをつけるから。それでいいかしら？」

「あ、ありがとうございます！　アーシア！　変へん態たい相手は俺に任まかせてくれ！　アーシアは普ふ通つうに何事もなく契けい約やくを取ればいいんだからな！」

「は、はい」

　アーシアの手を取り、俺は安あん堵どの息を吐ついた。

　当の本人は俺に心配をかけてしまったと困惑気味だが、これでいい。俺はアーシアを守らないといけない。部長とも約束したし、俺個こ人じんとしてもアーシアが心底心配だ。

　過か保ほ護ごすぎるかもしれないが、「私一人でもできます！」と自信を持って俺の心配を否ひ定ていしてくれるまでは見守りたい。

　こういうのはウザがられるまでやっておかないと。多少嫌きらわれても俺はアーシアを守るよ。

「というわけで、依頼が入ったら、アーシアはイッセーを連れて魔ま方ほう陣じんジャンプしてね」

「はい、わかりました。部長さん」

　と、そんな確かく認にんしている傍そばから部室の床ゆかに描えがかれている大きな魔方陣が光りだす。

　魔方陣管理者の朱乃さんは、魔方陣の一角に現あらわれた悪あく魔ま文字を読みだした。

「あらあら、さっそくアーシアちゃんがこなせそうな願いを持った方が私たちを召喚しようとしていますわ」

　朱乃さんの報ほう告こくを受け、部長が微ほほ笑えむ。

「それは都合がいいわ。契約者のもとへ飛ぶのに必要な魔力はアーシアが捻ねん出しゆつすることで、魔力の足りないイッセーをフォローしてくれるから。それでいきましょう」

　うーむ、フォローするつもりが、実はフォローが必要だったり……。

　まあいい。とにかく、アーシアの初仕事を見守る！

「行くぞ、アーシア！」

「はい、イッセーさん！」

　俺とアーシアは気合を入れて魔方陣の中央へ向かった。
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　深夜、アーシアとともに帰き宅たくした。

　なんとか、アーシアの仕事も無事に済すんだ。俺のデビューとは違ちがい、スムーズに事は進んだ。

「すみません、先にシャワーいただきますね」

　そう言って、アーシアは風ふ呂ろへ行った。無事に初仕事を終えて彼女も笑みが絶たえない。

　俺も部屋に戻もどり、一休みしていた。あー、毎夜心身ともにいい具合に疲つかれますな。

　あのあと、部室へ戻った俺たちは部長に報告を済まし、今日の悪魔稼か業ぎようを終えた。思い詰めた表情の部長がとても気になったが……。うーん、何を悩なやんでいるのかな。

　さて、部長に想おもいを馳はせるのもいいが、アーシアがシャワーから上がったら次は俺だ。

　女の子が入ったあとの風呂……。い、いかがわしいことを考えちゃダメなんだけど、俺も多感な時期だ。そ、そこはそこ、興こう奮ふんするものがある。

　ダメだダメだ！　俺は激はげしく頭かぶりを振り、いま考えていた邪じや念ねんを振り払はらおうとした。

　アーシアは俺が守らないといけない！　アーシアで興奮したら俺って最低じゃないか！

　エロい！　なんて俺はエロいんだ！　クソ！　いまだけ仙せん人にんのような精せい神しんが欲ほしい！

　そうだ！　雑ざつ念ねんを取り払うためにも座ざ禅ぜんを組もう！　床に座り込み、目を閉とじて精神を落ち着かせる。

　俺はエロくない。俺は変態じゃない。アーシアは守るべき存そん在ざい。アーシアと暮くらしているけど変なことを考えちゃいけない。南な無む南無南無。

　痛いてぇ！　頭ず痛つうが俺を襲おそう！　そうだった！　お経きようを唱えてどうする！　俺、悪魔じゃん！　お経でダメージ食くらっちゃうよ！　危あやうく自分で自分を成じよう仏ぶつさせるところだった！

　ちくしょう！　踏ふんだり蹴けったりだ！　って、部屋で何やってるんだろうか俺は……。

　カッ！

　そのとき、俺の部屋の床に光が走る。光は円えん状じように展てん開かいし、見覚えのある図ず柄がらを描き出す。

　――これ、俺ら眷けん属ぞくの紋もん様ようだ！

　グレモリー眷属の魔方陣。誰だれだ？　てか、なんで俺の部屋に？　俺の部屋に誰かジャンプしてくるんですか!?

　いっそう眩まばゆい光が部屋を包み込んだとき、魔方陣から人ひと影かげが現れる。

　女じよ性せいのシルエット。紅くれないの髪かみをした――。

「部長……？」

　魔方陣から姿すがたを現したのは、紛まぎれもないリアス部長だった。しかし、なぜ俺の部屋に？

　何やら思い詰めた表ひよう情じようを浮かべている。そこは部活時のときから変わらずか。

　部長は俺を確認するなり、ズンズンと詰つめ寄よってきた。そして、開口一番に衝しよう撃げき的なことを言う。

「イッセー、私を抱だきなさい」

　…………はい？　あまりのことに一いつ瞬しゆん思考が飛んだ。いま、なんつった？　俺の耳がおかしくなったのか？

　怪け訝げんそうな表情を浮うかべる俺に部長はダメ押おしの一声を言う。

「私の処しよ女じよをもらってちょうだい。至し急きゆう頼たのむわ」

　部長の日本語はいつだって刺し激げき的さ。









　Life.2　喧けん嘩か、売ります。









「ほら、ベッドへお行きなさい。私も支し度たくをするから」

　と、部長は俺を急せかしながらも部屋で制せい服ふくを脱ぬぎだした！

　ちょ、ちょっと！　何これ!?　何これ!?　俺の思考が部長の行動を理り解かいするのに追いつけませんよ！

　バッ！

　スカートを脱ぎ捨すて、下着を露あらわにする部長！　ぐはっ！　純じゆん白ぱくのパンツが眩まぶしいぜ！　相変わらずの脚きやく線せん美びが素す晴ばらしい！　撫なで回したくなる太ももは健けん在ざいだ！

　ついには上着にまで手をかけていた！

「ぶ、部長！　こ、これは！」

　狼ろう狽ばいする俺。当たり前だろう！　当然だって！　突とつ然ぜん部長が現あらわれて「エッチしよう」なんて言われて、いきなり服を脱ぎだしたらエロ学生の俺でも戸と惑まどうって！

　バサッ。

　ついに上着まで脱いじゃったよ！　ブ、ブラジャー！　に包まれたおっぱい！　白く豊ゆたかな膨ふくらみが俺の目を釘くぎ付づけにする！

　下した着ぎ姿すがたとなった部長は、息を整えたあと、俺へ近寄る。

「イッセー、私ではダメかしら？」

「い、いえ！　そんなことは！」

「いろいろと考えたのだけれど、これしか方法がないの」

　なんの方法ですか!?　まったく話が見えない！

「既き成せい事実ができてしまえば文もん句くもないはず。身近でそれが私とできそうなのは、あなたしかいなかったわ」

　俺!?　よくわからないけど、部長の初体験の相手に俺が選ばれましたか!?

　光栄です！　と言いたいところだけど、そんな余よ裕ゆうは俺にはない！

「……祐ゆう斗とではダメ。彼は根っからのナイト。絶ぜつ対たいに拒きよ否ひするわ。だからこそ、イッセーしかいなかった」

　木き場ばに勝った!?　ウハハハ！　なんか知らんが、そこは素す直なおに喜べるぞ！　俺はおまえに勝ったぞ、イケメンめ！

「……まだ足りない部分もあるけれど、素そ質しつはありそうだものね」

　部長の指先が俺の頬ほおをなでる。ゾクゾクした。全身を謎なぞの何かが駆かけ巡めぐる！

「頼たのんでから数分で情じよう事じまでいってくれるのはあなたぐらいだもの」

「ぶ、部長……」

　迫せまりくる部長。俺はベッドに押おし倒たおされる形だった。部長が俺に馬乗りする。お尻しりと太ももが乗っかっている辺りが俺の大事なところなんですけど！

　紅くれないの髪かみが俺の体にパラパラと流れ落ちてきた。鼻び孔こうに入り込こんでくる紅べに髪がみの匂においが馨かぐわしい。

　パチン。

　ブラのホックが外される音。解かい放ほうされ、ぷるんと再ふたたび見まみえた部長の生おっぱい！　ピンクのきれいな先せん端たんはすでに隆りゆう起きしていた。
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　部長が少しでも動くたびに乳ち房ぶさがぷるぷると揺ゆれる。破は壊かい力りよくが強すぎるぞ！

　これで生なま乳ちちとのセカンドコンタクト！　まさか、同じベッドで見ることになろうとは！

「イッセーは初めてよね？　それとも経けい験けんが？」

「は、初めてです！」

「そう。私も初めてだから、お互たがい至いたらない点もあるでしょうけれど、なんとかして最後まで事を成しましょう。だいじょうぶ、仕組みは簡かん単たんだわ。私のここにあなたのを収おさめるだけよ」

　自分の下か腹ふく部ぶに指を当てる部長。刺し激げき的すぎて、脳のうみそが弾はじけそうだよ！

　次に部長は俺の右手を取ると……って！

　むにっ。

　部長に取られた俺の右手は、部長のおっぱいに当てられていた！　五指が極ごく上じように柔やわらかい感かん触しよくを得ながら乳房に埋まい没ぼつしていく！　全ぜん神しん経けいが右手に集中されていくのは男の性さがゆえ！

　ブバッ！

　自分の鼻から血が勢いきおいよく噴ふき出るのがわかった。

　ゆ、夢ゆめにまで見たおっぱいの感触！　あまりの出来事に頭がパンクしそうだ！　しかし、あえてこの揉もみ心ごこ地ちを例えるなら崩くずれないプリン！　もしくは最高級のマシュマロ！　いやいや、そんなもののたとえでこの感触は語れない！　語れないぞぉぉぉぉっ！

「わかる？」

　艶つやっぽい声で部長が話しかけてくる。

「私も緊きん張ちようしているわ。胸むねの鼓こ動どうが伝わるでしょう？」

　そう言われれば、柔らかいおっぱいを通して右手にドクンドクンと高鳴りが伝わってくる。よく見ると、部長の白くなめらかな肌はだが赤みを帯び始めていた。

　……ぶ、部長もドキドキしているのか？　普ふ段だん、高こう貴きに優ゆう雅がに振ふる舞まっている部長でも初体験は緊張するってことなのかな。

　さらに部長はスルスルッと俺おれの服まで脱がしていく！　うわあああああ！　俺、女の子に脱がされているよぉぉぉぉぉ！

「で、ですが！　お、俺、自信がちょっとないような！」

　不安げで緊張に包まれた声をあげてしまった！　だって、そりゃそうだろう！　俺、マジで童どう貞ていなんスからぁぁぁぁぁっ！

　そんな俺に部長が顔を近づけてくると、一言つぶやいた。

「私に恥はじをかかせるの？」

　ボンッ！

　その一言で俺の頭が完全にパンクした。理り性せいが飛んだ音だと理り解かいできる。

　ガバッ！　と、俺は部長の肩かたをつかみ、逆ぎやくに押し倒した。

　俺のベッド。俺の下にほぼ全ぜん裸らの女の子がいる。エッチしていいと言う。覚かく悟ごを決めろ、兵ひよう藤どう一いつ誠せい！　よくはわからないが、そのときが来てしまったんだ！　やるしかねぇ！

　いや、これで本当にいいのか!?　でも憧あこがれの先せん輩ぱい美少女にあんなこと言われたんじゃ、理性が保たもてなくなる！

　ゴクリと生なま唾つばを飲み込んで、深しん呼こ吸きゆうをひとつついたあと、体を部長へ向けて――。

　カッ！

　部屋の床ゆかが再び光り輝かがやきだした。な、何事!?

　それを見て、部長が嘆たん息そくする。

「……一足遅おそかったわけね……」

　忌いま々いましく床の魔ま方ほう陣じんを見つめる部長。魔方陣の紋もん様ようは――グレモリー眷けん属ぞく？

　誰？　木場？　朱あけ乃のさん？　小こ猫ねこちゃん？

　って、どの人にもこの場面を見られるのはマズいだろぉぉぉぉ!!

　そんな俺の予想とは裏うら腹はらに魔方陣から現あらわれたのは、銀色の髪をした見知らぬ若わかい女じよ性せいだった。メイド服っぽい出いでたちだ。てか、メイドさん？

　銀ぎん髪ぱつの美女メイドさんは俺と部長を確かく認にんするなり、静かに口を開いた。

「こんなことをして破は談だんへ持ち込もうというわけですか？」

　メイドさんは呆あきれた口調で淡たん々たんと言う。それを聞いた部長は眉まゆを吊つり上げる。

「こんなことでもしないと、お父さまもお兄さまも私の意見を聞いてはくれないでしょう？」

「このような下げ賤せんな輩やからに操みさおを捧ささげると知れば旦だん那なさまとサーゼクスさまが悲しまれますよ」

　旦那さま？　サ、サーゼクス？　誰だ？　話から察するに部長の親おや父じさんとお兄さんのことか？　兄あに貴きいたんだな、部長って。

　しかし、下賤か……。俺のことだよな。初見の人にいきなり言われると、ちょっとショックなんですけど。

　メイド女性の言葉を耳にして、部長は一気に不ふ機き嫌げんな様相を見せる。

「私の貞てい操そうは私のものよ。私が認みとめた者に捧げて何が悪いのかしら？　それに、私のかわいい下げ僕ぼくを下賤呼よばわりしないでちょうだい。たとえ、あなたでも怒おこるわよ、グレイフィア」

　ぶ、部長ぉぉぉぉぉっ！　悪く言われた俺のことで怒ってくれるなんて感動です！

　グレイフィアと呼ばれた女性は嘆息しながらも床に脱ぬぎっぱなしの部長の上着を拾う。

「何はともあれ、あなたはグレモリー家の次期当主なのですから、無む闇やみに殿との方がたへ肌を晒さらすのはお止やめください。ただでさえ、事の前なのですから」

　と、部長の体に拾った上着をかけた。

　女性の視し線せんが俺へ移うつる。途と端たんに頭を下げた。

「はじめまして。私は、グレモリー家に仕える者です。グレイフィアと申します。以後、お見知りおきを」

　丁てい寧ねいなあいさつをいただいた。出会った瞬しゆん間かんから、下賤呼ばわりされたんでアレだけど、まじまじと見てみれば確たしかに相当な美人さんだ。人間だったら二十代前半ぐらいかな。

　クールな印象を受けるけど、キラキラ光る銀髪が美しい。銀の髪かみは三つ編あみにして一本にまとめていた。瞳ひとみの色まで銀色だ。グレイフィアさんか、大人のお姉さんもいいな……。

　ぎゅぅぅぅ。

　グレイフィアさんに見み惚とれていたら、部長にほっぺをつねられた。痛いたいっス、部長。

「グレイフィア、あなたがここへ来たのはあなたの意志？　それとも家の総そう意い？　……それとも、お兄さまのご意志かしら？」

　半はん眼がんで口をへの字に曲げた部長。なんか、年とし相そう応おうの女の子っぽい反はん応のうだな。新しん鮮せんだ。

「全部です」

　グレイフィアさんは、そう即そく答とうした。それを聞いて部長は諦あきらめたかのように深く息をつく。

「そう。兄の『女クイ王ーン』であるあなたが直じき々じき人間界へ来るのだもの。そういうことよね。わかったわ」

　部長は脱ぎっぱなしの服を手にかけた。袖そでに腕うでを通していく。素す晴ばらしい裸ら体たいが隠かくれていってしまった……。

「ゴメンなさい、イッセー。さっきまでのことはなかったことにしてちょうだい。私も少し冷静ではなかったわ。今日のことはお互たがいに忘わすれましょう」

　……あー、お、終わりですか。い、いや、俺も何が何やらわからない状じよう態たいだったので……。しかし、絶ぜつ対たいにあとで後こう悔かいするであろうことは間ま違ちがいないな。

「イッセー？　まさか、この方が？」

　ん？　グレイフィアさんが俺のことを驚きよう愕がくした表ひよう情じようで見てくる。クールな女性がここまで驚おどろくなんて。

「ええ、兵藤一誠。私の『兵ポー士ン』よ。『赤ブー龍ス帝テツのド・籠ギ手ア』の使い手」

「……『赤ブー龍ス帝テツのド・籠ギ手ア』、龍りゆうの帝てい王おうに憑つかれた者……」

　なんだなんだ？　突とつ然ぜん、グレイフィアさんが俺を異い質しつなものでも見るような目で見つめてくる。

「グレイフィア、私の根ね城じろへ行きましょう。話はそこで聞くわ。朱乃も同どう伴はんでいいわよね？」

「『雷いかずちの巫み女こ』ですか？　私は構かまいません。上級悪あく魔またる者、『女王』を傍かたわらに置くのは常つねですので」

「よろしい。イッセー」

　部長が俺を呼ぶ。ツカツカと歩み寄よってくると、俺の頬ほおへ――。

　チュッ。

　頬に触ふれる部長の唇くちびる。…………うわ。うおおおおおおおおおおおっ！

　ほっぺにキスされたぁぁぁぁぁぁ!!

「今夜はこれで許ゆるしてちょうだい。迷めい惑わくをかけたわね。明日、また部室で会いましょう」

　部長はそう別れを告げ、グレイフィアさんとともに魔ま方ほう陣じんの放つ光のなかへ消えていった。

　……俺以外誰だれもいなくなった部屋。俺はキスの感かん触しよくが残るほっぺをさすりながら、しばしボーッとしてしまった。

「イッセーさーん、シャワー上がりましたー！」

　アーシアの声が聞こえてきたのはそれからすぐだった。





　　　―○●○―　　　






　次の日の朝。通学路を歩く俺とアーシア。

　俺は一いつ睡すいもできなかった目をこする。

　ちくしょう。ちくしょおおおおおおおおおおお！

　やっぱ昨ゆう夜べのことを後悔した！　激はげしく後悔したぞ！　ベッドのなかで悶もだえ苦しんでしまった！

　手に残るおっぱいの感触、網もう膜まくに刻きざまれた部長の裸体が俺の多感な心身を揺ゆさぶった！

　ついつい夜中に起きて、その、いろいろと一人でエッチなことをしまくっちまった！　しかも徹てつ夜やで！　だって、自分を慰なぐさめでもしないとあの寸すん止どめで生じたモヤモヤしたものを抑おさえきれなかったよ！　おかげで朝からゲッソリだ！

「だいじょうぶですか？」

　アーシアが心配そうに声をかけてくる。純じゆん粋すいな瞳で見つめられると、自分がどれだけ汚よごれているか突つきつけられるようだぜ！

　ゴメンね、アーシア。俺はアーシアの知らないところでアーシアが知っちゃいけないいかがわしいことに励はげんでいたんだ。って、昨夜部長が迫せまってきたことなんて口が裂さけても言えやしない。

「早朝のトレーニングをしなかったので、お体を壊こわしたのかなって心配しているんですよ」

　心底心配そうな面おも持もちのアーシア。本当に申し訳わけない。

　今朝のトレーニングは中止だった。早くに携けい帯たいへ連れん絡らくが来て、部長から直じき々じきに「今日は中止にさせてちょうだい」と断ことわりを入れてきた。

　まあ、ゲッソリした状じよう態たいで、当の部長とトレーニングなんてできないさ……。

　フラリフラリとおぼつかない足取りで通学し、教室へ向かっていく。と、そこへ――。

「イッセェェェェェェェェッッ!!」

　松まつ田だが憤ふん怒ぬの形相で、廊ろう下かの遥はるか先から俺のほうへ駆かけ寄よってくる。

　あっ！　アレの件けんか！

「死ねぇぇぇぇぇぇぇ！」

　逆ぎやくの方向からは元もと浜はまが高速で走ってくる。

　二人が同時にラリアットの体たい勢せいに入った。廊下だから逃にげ場がない！

　ドゴッ！

　うがっ！　俺の首元に二人のラリアットがクロスボンバーする。痛いてぇよ、バカども！

　俺は首元を押おさえながら咳せき込こんだ。

「ふ、ふざけんなぁぁぁぁ！」

　松田が慟どう哭こくする。

「イッセー！　おまえって奴やつは！」

　俺の襟えり元もとを掴つかみ、殺意のこもった瞳ひとみで元浜が俺を睨にらんでくる。

「なんだよ、いったい」

　わざと知らぬ存ぞんぜぬの態度を取るが、奴らの激げつ昂こうは止まらない。

「ふざけんな！　ふざけんなよ！　なんだ、あれ!?　どう見ても格かく闘とう漫まん画がの強きよう敵てきみたいな漢おとこじゃねぇか！　しかもなんでゴスロリ着てんだよ！　最終兵器か!?」

　松田が泣きながら訴うつたえてきた。どうやら昨日二人は出会ってしまったようだ。

　そうか、「ミルたん」の衝しよう撃げきは予想以上だったか。

　ミルたん――悪魔としての俺のお得意さま。契けい約やく相手だ。

　世紀末覇は者しやとしか思えない筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの肉体を持った、魔女っ子に憧あこがれる漢おとこの娘こだ。ゴスロリ衣い装しようと、ネコミミがチャームポイント。

　この説明だけでは何を言っているかわからないが、その通りなんだから仕方ないだろう。

　心は乙おと女め、体は漢！　そうとしか答えられない。

「しかも、おまえ！　お友達とか言ってよ！　なんの集会かわからないけどさ！　『ミルたん』と同じようなのが複ふく数すう集まってきたんだぞ！　怖こわかったよ！　ああ、死ぬかと思ったよ！」

　なんと。あんなのがまだ何体もいたのか……。想そう像ぞうするだけで悪あつ気きと邪じや気きを感じてしまう。どこで量産されてんだ、ミルたんシリーズ……。うん、会いたくないぜ。

「魔法世界について延えん々えんと語られたんだぞ！　なんだよ、『魔法世界セラビニア』ってよぉぉぉぉッ！　そんなの俺おれは知らねぇぇぇぇよッ！」

　俺の体をぶんぶんと激しく揺らしながら訴えてくる松田くん。

「俺なんて、邪悪な生物『ダークリーチャー』に出くわしたときの対たい処しよ方法なんて習ったよ……。死海から抽ちゆう出しゆつした塩と夜中にしか咲さかない月ムーン見ライト花フラワーを焼いて潰つぶして粉にして作る特とく殊しゆなアイテムで退しりぞけるらしいぞ……。どう考えてもミルたんの正せい拳けん突づきのほうが効こう果か的だと思うんだ……」

　頭を抱かかえながら元浜も唸うなるように言ってきた。

　そ、そうか、こいつらは悪あく夢むを見てきたようだな。

「よかったじゃないか、これから『ダークリーチャー』に出くわしても勝てるぞ」

　そう言った俺は、そのあと松田元浜コンビが放つダブルブレーンバスターをまともに食くらったのだった。





　　　―○●○―　　　






「部長のお悩なやみか。たぶん、グレモリー家に関かかわることじゃないかな」

　旧きゆう校こう舎しやにある部室へ向かう途と中ちゆう、木場は俺にそう答えた。

　アーシアとともに部室へ移い動どう中に木場が合流してきた。そこで、俺は部長が最近「心ここにあらず」状じよう態たいになっていることを聞いてみたわけだが、木場も詳くわしく知らないようだ。

「朱乃さんなら知っているよな？」

　俺の問いに木場はうなずいた。

「朱乃さんは部長の懐ふところ刀がたなだから、もちろん知っているだろうね」

　うーん、部長の事じ情じようを訊きくのはヤボだとは思うけど、昨ゆう夜べあのような感じで関わっちゃったから変に気になっちゃうんだよな。

　かと言って昨夜の出来事を誰だれにも話したくないし。てか、話したら大変なことになりそうだし。

　まあ、いいか。とりあえず、何か俺にできることが生じたらがんばろう。

　部室の扉とびら前まえに俺たちが到とう着ちやくしたとき、木場が何かに気づいた。

「……僕ぼくがここまで来て初めて気配に気づくなんて……」

　目を細め、顔を強こわ張ばらせる木場。なんだ？　何事？

　気にせずに俺が部室の扉を開く。

　室内には部長、朱乃さん、小猫ちゃん、そして――。銀ぎん髪ぱつのメイド、グレイフィアさんがいた！　クールな様相は変わらず。

　機き嫌げんの悪い面おも持もちの部長。いつも通りニコニコ顔の朱乃さんだが、どこか冷たいオーラを漂ただよわせている。

　小猫ちゃんは部屋の隅すみで椅い子すに静かに座すわっていた。できるだけ部屋にいる者たちと関わりたくないって感じだ。

　会話のない張はり詰つめた空気が室内を支し配はいしている。

　木場がうしろで「まいったね」と小さくつぶやいた。部屋に入る俺たち三人だが、いつもみたいにメンバーから声をかけられない。

　それだけこの空気に余よ裕ゆうを奪うばわれているってことか。

　アーシアも部屋の空気に気け圧おされたのか、不安げな表情で俺の制せい服ふくの袖そで口ぐちをつかんでいた。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫と無言で彼女の頭をなでてあげる。

　部長がメンバーの一人一人を確かく認にんすると、口を開く。

「全員揃そろったわね。では、部活をする前に少し話があるの」

「お嬢じようさま、私がお話ししましょうか？」

　部長はグレイフィアさんの申し出をいらないと手を振ふっていなす。

「実はね――」

　部長が口を開いた瞬しゆん間かんだった。部室の床ゆかに描えがかれた魔ま方ほう陣じんが光りだす。

　え……？　転てん移い現げん象しよう？　グレモリー眷けん属ぞくはここに全員いる。じゃあ、グレイフィアさんみたいにグレモリー家に仕える悪魔が――。

　そんな俺の予想は所しよ詮せん儚はかないものでしかなく、悪魔としてはまだまだ無知に等しかったと思い知らされる。

　魔方陣に描かれていたグレモリーの紋もん様ようが変化し、知らぬ形へ姿すがたを変えた。

　――ッ！　なんだ、これ!?　グレモリーの魔方陣じゃないのか!?

「――フェニックス」

　近くにいた木場がそう口から漏もらした。フェニックス？　じゃ、じゃあ、やっぱりグレモリーじゃないのか！

　室内を眩まばゆい光が覆おおい、魔方陣から人ひと影かげが姿を現あらわす。

　ボワッ！

　魔方陣から炎ほのおが巻まき起こり、室内を熱気が包み込む。熱っ！　肌はだにチリチリと火の粉がつくんですけど！

　炎の中で佇たたずむ男だん性せいのシルエット。そいつが腕うでを横に薙なぐと、周囲の炎が振り払はらわれた。

「ふぅ、人間界は久ひさしぶりだ」

　そこにいたのは、赤いスーツを着た一人の男。スーツを着き崩くずしているせいか、ネクタイもせずに胸むねまでシャツをワイルドに開いていた。見た目は二十代前半だ。

　整った顔立ちだが、どこか悪ガキっぽい影かげがある。ポケットに手を突つっ込んでいた。

　なんだか、ホストっぽい男だな。ていうか、ホスト悪魔か？　イケメンフェイスが鼻につく。木場が爽さわやか面づらのイケメンなら、こいつはワル系けいのイケメンか。

　男は部屋を見み渡わたし、部長を捉とらえると口元をにやけさせた。

「愛いとしのリアス。会いに来たぜ」

　……い、愛しのリアス？　こいつ、部長とどういう関係だ？

　部長のほうは半はん眼がんで男を見つめていた。とても歓かん迎げいしているとは思えない。しかし、部長の様子など気にせず男は近づいていく。

「さて、リアス。さっそくだが、式の会場を見に行こう。日取りも決まっているんだ、早め早めがいい」

　軽々しい奴やつだな……。いったい、どこの悪魔だ？　フェニックスと木場は言っていたが……。

　男は部長の腕をつかむ。ぶ、無礼な奴だ！

「……放はなしてちょうだい、ライザー」

　低く迫はく力りよくのある声で部長は男の手を振り払った。うわっ、すげぇ怖こわい声……。完全に怒おこっていらっしゃるぞ！

　ライザーと呼よばれた男は手を振り払われたことなど気にもせずに苦く笑しようするだけだった。

　なんか、一連の行動が俺おれの癇かんに障さわる。だんだんムカムカしてきたぞ。

　気づいたとき、俺は口を開いていた。

「おい、あんた。部長に対して無礼だぞ。つーか、女の子にその態たい度どはどうよ？」

　そう、鋭するどく物申してやった。男は俺へ顔を向けると、道みち端ばたのゴミを見るような目で見てくる。さらにムカついてきたぞ、このヤロー！

「あ？　誰、おまえ？」

　不ふ機き嫌げんな口調だ。先ほど部長に話しかけていた甘あまい声とは、まるで違ちがう。

　ぬぅ、明らかに見下した目だ。嫌けん悪お感もひしひし伝わってくるぜ。でも、言いたいことは言う！

「俺はリアス・グレモリーさまの眷属悪魔！　『兵ポー士ン』の兵藤一誠だ！」

　言ってやった！　名乗ってやった！　どうだ、ホスト悪魔！

「ふーん。あっそ」

　ズル。

　男の興きよう味みなさそうな反はん応のうに身み構がまえていた俺がズッコケる。うっ……なんか、そういう無反応は傷きずつくぞ。俺になんか興味はありませんか。そうですか。

「つーか、あんた誰だよ」

　俺の問いかけに男は初めて少しだけ驚おどろいた様子を見せる。

「……あら？　リアス、俺のこと、下げ僕ぼくに話してないのか？　つーか、俺を知らない奴がいるのか？　転生者？　それにしたってよ」

「話す必要がないから話していないだけよ」

「あらら、相変わらず手て厳きびしいねぇ。ハハハ……」

　男は目元を引きつらせながら苦笑いしていた。そこへグレイフィアさんが介かい入にゆうする。

「兵藤一誠さま」

「は、はい」

「この方はライザー・フェニックスさま。純じゆん血けつの上級悪魔であり、古い家いえ柄がらを持つフェニックス家のご三男であらせられます」

　と、グレイフィアさんが俺にそいつを紹しよう介かいしてくれる。

　はぁ、上級悪魔でフェニックス家。爵しやく位い持ちってことか。フェニックスって、不死鳥とか火の鳥だとか本に出てくる伝説の生物だよな……。悪魔にも同様なのがいるのか。

　で、そいつがなんで部長と知り合い？　友達？　まさか、幼おさな馴な染じみとかいう設せつ定ていか？

　だが、俺の予想を上回る事実が突つきつけられる。

「そして、グレモリー家次期当主の婿むこ殿どのでもあらせられます」

　……ん？　む、む、婿？　次期当主って……部長のことだよね？

「リアスお嬢じようさまとご婚こん約やくされておられるのです」

　…………。

　へ？　ご、ご、ご、ご、ご婚約ぅぅぅぅぅ!?

「えええええええええええええええええええええええええええええええええええッッ!!」

　あまりのことに俺は絶ぜつ叫きようした。野や郎ろうはリアス部長の婚約者だった。





　　　―○●○―　　　






「いやー、リアスの『女クイ王ーン』が淹いれてくれたお茶は美お味いしいものだな」

「痛いたみ入りますわ」

　朱乃さんのお茶を褒ほめる男――ライザー。朱乃さんもニコニコしているが、いつもの「あらあら」や「うふふ」がない。ちょっと怖いものを感じるんですけど……。

　ソファに座すわる部長。その隣となりにつき、軽々しく部長の肩かたを抱だくライザー。部長が何度も肩を抱く手を振ふり払はらうが、野郎は構かまわずに肩やら手やら髪かみやらを触さわっている。馴なれ馴なれしいことこの上ねぇぞ！

　俺たち下僕は二人の上級悪あく魔まから少し離はなれた席に集まって、二人の様子を見ているしかなかった。

　くっ……。見ているだけで腹はらが立つ！　部長の体に軽々しく触りやがって！　野郎が部長の足をさすりだしたら、さすがに飛び出すぜ俺！　あの太ももを俺だって撫なでたいさ！

　あ、でもよく考えたら俺は部長のおっぱいの感かん触しよくを知っている。婚約者の奴より先にあの揉もみ心ごこ地ちを知った俺のほうが実はスゴイ？

　ふふふ、そうか。そうだよな。俺は部長の裸ら体たいを二度も目まの当あたりにしている。ふふふ。

　俺の勝ちじゃねぇか!?　ぬははは！

「あ、あの、イッセーさん。何か楽しいことありました？」

　隣にいるアーシアが怪け訝げんそうに訊きいてきた。

　は！　ついつい脳のう内ないでライザーに勝利宣せん言げんしちまっていた。

「……卑ひ猥わいな妄もう想そう禁きん止し」

　小猫ちゃんがぼそりと痛つう烈れつな一言。うぬぬ、俺の脳内を見て取れる力でもあるのか、この子は。

「イッセーくん、とりあえず涎よだれを拭ふいたほうがいいよ」

　爽さわやかスマイルでハンカチを差し出してくる木場。

「よ、余よ計けいなお世話だ！」

　俺は制せい服ふくの袖そで口ぐちで口元を拭ぬぐおうとしたが、先にアーシアが自身のハンカチで拭ってくれた。

「そろそろお茶の時間ですから、お菓か子しのことを考えて涎が出ちゃったんですね」

　うっ。屈くつ託たくのない笑え顔がおでそう言われると心が痛いたい。いま俺がエロい妄想をしていたなんて、この子は想そう像ぞうもしていないだろう。

「ありがとう、アーシア」

　ゴメン、アーシア。俺はお礼を言いつつも心のなかで謝あやまった。

　そのときだ――。

「いい加か減げんにしてちょうだい！」

　激げつ昂こうした部長の声が室内に響ひびき渡わたる。

　そちらへ視し線せんを向けてみれば、ソファから立ち上がった部長がライザーを鋭するどく睨にらんでいた。ライザーのほうはというと、変わらずニヤけた表ひよう情じようだ。

「ライザー！　以前にも言ったはずよ！　私はあなたと結けつ婚こんなんてしないわ！」

「ああ、以前にも聞いたよ。だが、リアス、そういうわけにはいかないだろう？　キミのところの御お家いえ事じ情じようは意外に切せつ羽ぱ詰つまっていると思うんだが？」

「余計なお世話だわ！　私が次期当主である以上、婿の相手ぐらい自分で決めるつもりよ！　父も兄も一族の者も皆みな急ぎすぎるわ！　当初の話では、私が人間界の大学を出るまでは自由にさせてくれるはずだった！」

「その通りだ。キミは基き本ほん的に自由だよ。大学にいってもいいし、下げ僕ぼくも好きにしたらいい。だが、キミのお父さまもサーゼクスさまも心配なんだよ。御家断だん絶ぜつが怖こわいのさ。ただでさえ、先の戦争で純血悪魔が大おお勢ぜい亡なくなった。戦争を脱だつしたとはいえ、堕だ天てん使し、神陣じん営えいとも拮きつ抗こう状じよう態たい。奴やつらとのくだらない小こ競ぜり合いで純血悪魔の跡あと取とりが殺されて御家断絶したなんて話もないわけじゃない。純血であり、上級悪魔の御家同士がくっつくのはこれからの悪魔情勢を思えば当然だ。純血の上級悪魔。その新生児が貴き重ちようなことをキミだって知らないわけじゃないだろう？」

　部長とライザーが俺には理り解かいできない話を繰くり広げている。話の内ない容ようからして、悪魔世界の大事な話だってことはバカな俺でも理解できた。

　ライザーの真ま面じ目めな話に部長も黙だまり込こんでいた。視線は相変わらず鋭するどいけどね。

　ライザーはカップの紅こう茶ちやに口をつけてから、さらに話を続ける。

「新しん鋭えいの悪魔――。キミの下僕みたいに人間からの転生悪魔が最近は幅はばを利きかせているけど、それでは俺たち古い家か系けいである上級悪魔の立場がない。力に溢あふれているというだけで転生悪魔と通じる旧きゆう家かもいる。まあ、それもいい。新しん鮮せんな血もこれからの悪魔には必要だ。だが、純血の悪魔を途と絶だえさせるわけにもいかないだろう？　俺とキミは純血を途絶えさせないために選ばれたんだ。俺の家は兄たちがいるから問題ない。しかし、キミのところは兄きよう妹だい二人だけ。しかもキミの兄君は家を出られたお方だ。そうなると、リアスしかグレモリー家を継つぐ者がいないんだぞ？　婿を得なければキミの代でグレモリーは潰ついえるかもしれない。キミは長く続いた家を潰つぶすつもりなのか？　先の戦争の影えい響きようで『七なな十じゆう二ふた柱はしら』と称しようされた悪魔はもう半数も残っていない。この縁えん談だんは悪魔の未来がかかっているんだ」

　……なんだか、スゴい話になってきているな……。

『七十二柱』って、少し前に木場から聞いたことがあるな。

　大昔は七十二もの爵しやく位い持ちの一族がいて、一族ごとに何十もの軍勢を率ひきいていたけど、戦争でほとんど消しよう滅めつした。部長の家は戦争を生き残った貴重な純血悪魔一族のひとつ。

　婚約婚約って、それだけで俺はアタマに来ていたけど、話を聞くと結けつ構こう複ふく雑ざつみたいだ。

　純血悪魔、つまり部長やライザーのことだ。純じゆん粋すいな悪魔。お父さんもお母さんも生きつ粋すいの悪魔だったってことだろう。まじりっけのない悪魔ね。俺やアーシアは転生悪魔になる。

　古いしきたりか。俺の意見でどうこうってわけにもいかないんだろうな……。

　まあいい。俺は部長の決定に従したがう。もちろん、部長の本心を聞いた上で。

「私は家を潰さないわ。婿むこ養よう子しだって迎むかえ入れるつもりよ」

　部長の言葉を聞き、ライザーは満面の笑えみを浮うかべる。

「おおっ、さすがリアス！　じゃあ、さっそく俺と――」

「でも、あなたとは結婚しないわ、ライザー。私は私が良いと思った者と結婚する。古い家いえ柄がらの悪あく魔まにだって、それぐらいの権けん利りはあるわ」

　ライザーの言葉を遮さえぎり、部長はハッキリ言った。

　それを耳にして、途と端たんに機き嫌げんが悪くなるライザー。目元が細まり、舌した打うちまでした。

「……俺もな、リアス。フェニックス家の看かん板ばん背せ負おった悪魔なんだよ。この名前に泥どろをかけられるわけにもいかないんだ。こんな狭せまくてボロい人間界の建物なんかに来たくなかったしな。というか、俺は人間界があまり好きじゃない。この世界の炎ほのおと風は汚きたない。炎と風を司つかさどる悪魔としては、耐たえがたいんだよ！」

　ボワッ！

　ライザーの周囲を炎が駆かけ巡めぐる。チリチリと火の粉が室内に舞まった。

「俺はキミの下僕を全部燃もやし尽つくしてでもキミを冥めい界かいに連れ帰るぞ」

　ザワッ。

　殺意と敵てき意いが室内全体に広がる。ライザーが全身から放つプレッシャーが俺を、いや、俺たちを襲おそった。

　背せ中なかを冷たいものが走り、体中の毛け穴あながざわつく。上級悪魔からの敵意。これほどのものか！　手が、体中が震ふるえてやがる。

　怖くなったのか、アーシアが震えながら俺おれの腕うでに抱だきついてきた。ああ、アーシアじゃこの寒気は耐えられないだろう。堕天使と対たい峙じしたときと同様、否いな、それ以上の緊きん張ちよう感が俺を支し配はいしていた。

　木場と小猫ちゃんは震えてはいないが、臨りん戦せん態たい勢せいに入ってもおかしくない空気を作り出していた。

　部長もライザーと対峙し、紅あかい魔力のオーラを全身から薄うすく発し始めている。

　ライザーも体に炎をまとい始めた。凄すさまじい熱気が部屋を包む。熱い……あの炎、まともに食くらったらソッコーで炭化確かく定ていだろ！　部長の魔力と同じぐらいの力強さを感じるもの！

　部長って俺が殴なぐり飛ばした堕天使の姉ちゃんよりも強いんだよな……。それと同等の力を感じるってことは、あのライザーって奴はメチャクチャな実力を持った悪魔なんじゃないか？

　ライザーの炎が背中に集まり、翼つばさのような形になる。まさに火の鳥。

　張はり詰つめた室内の空気。しかし、そのなかで冷静に介かい入にゆうする者がいた。――グレイフィアさんだ。

「お嬢じようさま、ライザーさま、落ち着いてください。これ以上やるのでしたら、私も黙だまって見ているわけにもいかなくなります。私はサーゼクスさまの名めい誉よのためにも遠えん慮りよなどしないつもりです」

　静かで迫はく力りよくのある言葉をグレイフィアさんが口にすると、部長もライザーも表ひよう情じようを強こわ張ばらせた。まるでグレイフィアさんを畏い怖ふしているかのように。

　ライザーは体を覆おおっていた炎を落ち着かせると、息を深く吐はきながら頭かぶりを振ふった。

「……最強の『女クイ王ーン』と称されるあなたにそんなことを言われたら、俺もさすがに怖こわいよ。バケモノ揃ぞろいと評ひよう判ばんのサーゼクスさまの眷けん属ぞくとは絶ぜつ対たいに相対したくはないからな」

　部長のお兄さんってこんなに影えい響きよう力りよくがあるのか。って、グレイフィアさんがそこまで強いとは思わなかった。殺気とか全然感じないのに。

　部長も紅い魔力を止め、臨戦態勢を解といていた。どうやら、最悪の状じよう況きようは脱だつしたらしい。

　部長とライザーの戦意がなくなったことを確かく認にんすると、グレイフィアさんが言う。

「こうなることは、旦だん那なさまもサーゼクスさまもフェニックス家の方々も重々承しよう知ちでした。正直申し上げますと、これが最後の話し合いの場だったのです。これで決着がつかない場合のことを皆みな様さま方がたは予よ測そくし、最終手しゆ段だんを取り入れることとしました」

「最終手段？　どういうこと、グレイフィア」

「お嬢さま、ご自分の意志を押おし通すのでしたら、ライザーさまと『レーティングゲーム』にて決着をつけるのはいかがでしょうか？」

「――ッ!?」

　グレイフィアさんの意見に言葉を失う部長。心底驚おどろいているようだ。

『レーティングゲーム』？　どこかで聞き覚えのある名前だけど……。

「爵しやく位い持ちの悪魔たちが行う、下げ僕ぼく同士を戦わせて競きそい合うゲームのことだよ」

　俺が訝いぶかしげな面おも持もちだったのを察したのか、木場が説明を入れてきた。

　あー、そういえばそんなのがあったな。下僕である『兵ポー士ン』、『騎ナイ士ト』、『戦ルー車ク』、『僧ビシヨ侶ツプ』、『女王』を用いて悪魔同士で戦い合うんだっけか。

　ゲームでの強さが悪魔のなかでの上下関係に大きく影響を与あたえるって言ってたな。

　でも、あれって成人した悪魔しかできなくて、成人前の部長では参加できないんじゃなかったか？

　そんな俺の疑ぎ問もんを払ふつ拭しよくするようにグレイフィアさんは説明を続ける。

「お嬢さまもご存ぞんじの通り、公式な『レーティングゲーム』は成せい熟じゆくした悪魔しか参加できません。しかし、非ひ公こう式しきの純じゆん血けつ悪魔同士のゲームならば、半人前の悪魔でも参加できます。この場合、多くが――」

「身内同士、または御お家いえ同士のいがみ合いよね」

　グレイフィアさんの言葉を嘆たん息そくしながら部長が続けた。

「つまり、お父さま方は私が拒きよ否ひしたときのことを考えて、最終的にゲームで今回の婚こん約やくを決めようってハラなのね？　……どこまで私の生き方をいじれば気が済すむのかしら……っ！」

　いらついたご様子の部長。うわ……殺気がみなぎっているよ！　怖こえぇ……。

「では、お嬢さまはゲームも拒否すると？」

「いえ、まさか、こんな好機はないわ。いいわよ。ゲームで決着をつけましょう、ライザー」

　挑ちよう戦せん的な部長の物言いにライザーが口元をにやけさせる。

「へー、受けちゃうのか。俺は構かまわない。ただ、俺はすでに成熟しているし、公式のゲームも何度かやっている。いまのところ勝ち星のほうが多い。それでもやるのか、リアス？」

　ライザーはさらに挑戦的な態たい度どで部長に返す。部長は勝気な笑えみを浮うかべた。

「やるわ。ライザー、あなたを消し飛ばしてあげる！」

「いいだろう。そちらが勝てば好きにすればいい。俺が勝てばリアスは俺と即そく結婚してもらう」

　睨にらみ合う両者。激はげしい眼がん光こうをぶつけ合っている。おお、下僕悪あく魔まの出る幕まくのないガンの飛ばし合い！
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「承知いたしました。お二人のご意思は私グレイフィアが確認させていただきました。ご両家の立会人として、私がこのゲームの指し揮きを執とらせてもらいます。よろしいですね？」

「ええ」

「ああ」

　グレイフィアさんの問いに部長もライザーも了りよう承しようした。

「わかりました。ご両家の皆さんには私からお伝えします」

　確認したグレイフィアさんはペコリと頭を下げた。

　おおっ、なんだか、すごいことになっちまったぞ！　ゲーム！　俺も参加することになるのか！

　当とう惑わくする俺に視し線せんを向けるライザー。途と端たんにムカつく嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「なあ、リアス。まさか、ここにいる面メン子ツがキミの下僕なのか？」

　ライザーの一言に部長は片かた眉まゆを吊つり上げる。

「だとしたらどうなの？」

　部長の答えにライザーはクククとおもしろおかしそうに笑い出した。

「これじゃ、話にならないんじゃないか？　キミの『女王』である『雷いかずちの巫み女こ』ぐらいしか俺のかわいい下僕に対たい抗こうできそうにないな」

　そう言いながら、ライザーが指をパチンと鳴らすと、部室の魔ま方ほう陣じんが光りだす。

　紋もん様ようはライザーが出てきたときと同様のフェニックスの魔方陣だ。魔方陣の光から続々と人ひと影かげが出しゆつ現げんしていく。

　ひい、ふう、みい……う、うわ……。

　俺は魔方陣から出てくる人数に言葉を失った。

「と、まあ、これが俺のかわいい下僕たちだ」

　堂々と言うライザーの周囲を総そう勢ぜい十五名の眷けん属ぞく悪魔らしき者たちが集結した。

　鎧よろいを着込んだ『騎ナイ士ト』らしき者。フードを深く被かぶった魔ま導どう師しらしき者。

　フルメンバーだ！　下僕悪魔はチェスの駒こま数すうと同じく、最大で十五名まで従したがえることができる。

　上級悪魔は『悪イー魔ヴイのル・駒ピース』を魔王さまから十五個こいただけるらしい。それを下僕にしたい者に使うことで、主しゆ従じゆうの関係を結ぶんだ。

　下僕となる者の潜せん在ざい能のう力りよくが高いと、駒の消しよう費ひは倍になったりする。それによっては、『騎士』が一名、『戦ルー車ク』が一名ってこともあるんだ。

　部長の場合も特とく殊しゆな例がいる。俺のことだけどな。『兵ポー士ン』は最大で八名まで揃そろえられるんだが、俺に宿っていたものが凶きよう悪あくだったせいか、部長は『兵士』の駒を八個すべて消費しないと俺を下僕悪魔に転生させられなかった。

　そういう風に下僕が十五名揃わない上級悪魔もいる。ライザーの場合は、最大人数である十五名揃っていた。

　壮そう観かんだな、『王キング』を含ふくめる十六名の眷属悪魔ってのは。

　こちらは『王』、『女クイ王ーン』、『戦車』、『騎士』、『僧ビシヨ侶ツプ』、『兵士』、それぞれ一名ずつのみだ。

　つーか、六対十五ってことか!?　その事実に驚きよう愕がくする。

　いや、ゴメン。ていうか、それ以上に俺の心を捉とらえるものがあった。って、そりゃそうだよ！　なんだ、これ！

　――全員、女の子じゃないか!!

　先ほどの騎士も魔導師も女の子！　チャイナドレスに身を包んだ女の子！　獣けもののような耳を頭に生やした女の子が二名！　同じ顔の双ふた子ごっぽい女の子！　ロリロリな女の子！　ナイスバディなお姉さまも二名！　着物を着た大やま和と撫なでし子こな女子！　ドレスを着た西せい欧おうのお姫ひめ様さまみたいな子！　剣けんを背せ中なかに背負うワイルドっぽいお姉さん！　踊おどり子みたいな服を着た子！　顔半分に仮か面めんをつけた怪あやしい女じよ性せい！

　全員美少女、美女じゃないか!!　美女軍ぐん団だん、存そん在ざいしたのか!?

　俺の全身に電気が走りぬける！

　……ッ！　そうか、そうなのか!?　こいつは、ライザーはやりやがったんだッ！

　男の夢ゆめ――ハーレムをッッ！　ハーレムを実じつ現げんさせた上級悪魔！　ライザー・フェニックス！

　なんて奴やつだ……。なんて漢おとこだ……。

「お、おい、リアス……。この下げ僕ぼくくん、俺を見て大だい号ごう泣きゆうしているんだが」

　ライザーが俺を見てそう言う。マジで引いてる表ひよう情じようだ。

　部長はそれを見て、困こまり顔で額ひたいに手を当てていた。

「その子の夢がハーレムなの。きっと、ライザーの下僕悪魔たちを見て感動したんだと思うわ」

　うんうん。その通りです。目の前に目標が、夢が現あらわれたのでついつい涙るい腺せんが決けつ壊かいしました。あー、いいなー。女の子ばっかりじゃん。

「きもーい」

「ライザーさまー、このヒト、気持ち悪―い」

　ライザーの女の子たちは俺を見て心底気持ち悪そうにしていた。ちくしょう！　余よ計けいなお世話だ！

　そんな女の子の体をなでなでしながらライザーが慰なぐさめる。

「そう言うな、俺のかわいいおまえたち。上流階級の者を羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見てくるのは下げ賤せんな輩やからの常つねさ。あいつらに俺とおまえたちが熱々なところを見せつけてやろう」

　そう言うと、ライザーは女の子の一人と濃のう厚こうなディープキスをしだした！

　うわっ！　舌したを絡からませながらくちゅくちゅやり始めやがった！

　部長は呆あきれて見ている。

「んっ……あふっ……」

　女の子はライザーに足を絡ませながら、官かん能のう的な喘あえぎ声を出している！　うぅ、俺の股こ間かんにも響ひびくんですけど！

「はぅはぅはぅぅぅ……」

　俺の隣となりでは、赤面したアーシアが頭をボンッとパンクさせていた。この光景、アーシアには刺し激げき的すぎるだろうな。

　ライザーは唇くちびるを離はなすと唾だ液えきの糸をツーッと引きながら、他ほかの女の子ともディープキスを再さい開かいしやがる！　この部室で二回戦始めてんじゃねぇよ！

　つーか、下僕悪あく魔まとそんなこともアリなんですか!?　アリなのか！　クソ！　そうか、がんばればこういう生き方が俺にもできるのか！

　二回戦を終えたライザーは、嘲ちよう笑しようしながら俺を見下してくる。

　――おまえじゃ、こんなこと一生できまい。

　野や郎ろうがそんな風に思っていると俺は感じ取った！

「おまえじゃ、こんなこと一生できまい。下級悪魔くん」

「俺が思っていること、そのまんま言うな！　ちくしょう！　ブーステッド・ギア！」

　嫉しつ妬と心しん全開で怒いかり心頭の俺は左ひだり腕うでを天にかざして、叫さけんだ。

　赤い光を発しながら、俺の左腕に宿っているものが姿すがたを現あらわす。ドラゴンの紋もん様ようが刻きざまれた赤い籠こ手て――『赤ブー龍ス帝テツのド・籠ギ手ア』。強力な力を宿主に与あたえる神セイクリツド器・ギアと呼よばれるシロモノだ。

　俺は指を突つきつけて、ライザーに物申す。

「おまえみたいな女ったらしと部長は不ふ釣つり合あいだ！」

「は？　おまえ、その女ったらしの俺に憧あこがれているんだろう？」

　うっ！　痛いたいところを突くな！

「うっ、うるせぇ！　それと部長のことは別だ！　そんな調子じゃ、部長と結けつ婚こんしたあとも他の女の子とイチャイチャしまくるんだろう？」

「英えい雄ゆう、色を好む。確たしか、人間界のことわざだよな？　いい言葉だ。まあ、これは俺と下僕たちとのスキンシップ。おまえだって、リアスに可か愛わいがってもらっているんだろう？」

　そ、それはそうだけど……。だが、なんかこいつを許ゆるせない！　同族嫌けん悪お？　うぬぬ、理由がわかればわかるほどムカムカするのは俺が若わかいからか？

「何が英雄だ！　おまえなんか、ただの種まき鳥野郎じゃねぇか！　火の鳥フェニックス？　ハハハ！　まさに焼き鳥だぜ！」

　俺の挑ちよう発はつにライザーは憤ふん怒ぬの表情へ変へん貌ぼうする。

「焼き鳥!?　こ、この下級悪魔ぁぁぁぁ！　調子こきやがって！　上級悪魔に対して態たい度どがなってねぇぜ！　リアス、下僕の教育はどうなってんだ!?」

　部長は「知るか」と言わんばかりにフンとそっぽ向くだけだ。

「焼き鳥野郎！　てめぇなんざ、俺のブーステッド・ギアでぶっ倒たおしてやる！」

　自じ慢まんの神セイクリツド器・ギア！　十秒ごとに俺の力を倍にしていき、積もりに積もればいずれ神すらも倒せる！

「ゲームなんざ必要ねぇさ！　俺がこの場で全員倒してやらぁ！」

『Bブoーoスsトt!!』

　籠手の甲こう部分にある宝ほう玉ぎよくから音声が発せられ、同時に俺の体に力が湧わき上がる！　力が倍になった証しよう拠こだ！　堕だ天てん使しすら倒した俺の一いち撃げき、その身で受けやがれ！

　気合の入った俺だが、ライザーのほうは嘆たん息そくするだけだ。

「ミラ。やれ」

「はい、ライザーさま」

　ライザーが下僕の女の子に命令をくだす。相手は小猫ちゃんと同じぐらい小こ柄がらで童顔な女の子。

　武ぶ道どう家かが使いそうな長い棍こんを取り出し、くるくると器用に回したあと、俺へ構かまえた。

　むぅ、小さい子が相手ではやりにくいけど、棍を叩たたき落とせば戦意もなくなる――。

　そのようなことを思っていた俺だが、突とつ如じよ、体が軽くなった。浮ふ遊ゆう感が俺を襲おそう。

　あれ？　床ゆかが下に――。

　ガッシャァァァァンッッ！

　大きな音が耳に入り込こんできた。

　…………つっ……。全身に痛みが駆かけ巡めぐった。……なんだ、何が起きた？

「ガハッ！」

　腹ふく部ぶの痛みに俺は悶もだえた。痛っ……。腹はら？　腹に一撃入れられたのか……？

「イッセーさん！」

　俺のもとへ、アーシアが駆け寄より、腹部へ手を当てる。瞬しゆん間かん、緑色の淡あわい光が俺を包み込む。温かいものが俺の腹部の痛みを消し去っていく。

　アーシアの持つ癒いやしの力だ。神の加か護ごを受けられない悪魔すらも治ち療りようできる神セイクリツド器・ギアの能のう力りよく。

　そのせいで以前アーシアは堕天使に狙ねらわれたわけだが……。

　ていうか、俺、どうなった？　床に倒れているのは理り解かいした。周囲を見れば半はん壊かいしたデスクと、デスクの上に乗っかっていた雑ざつ貨か品ひんが床に散らばっている。

　ライザーのほうへ視し線せんを向ければ、棍を前へ突き出していた女の子が得え物ものをしまいこんでいた。

　……一撃食くらったのか。見えなかった。攻こう撃げきを認にん知ちする間もなく、ダメージを受けたってことか？　デスクに吹ふっ飛ばされたわけか……。

　ライザーが倒れこむ俺へ近づき、屈かがみながら耳元で言う。

「弱いな、おまえ」

　――っ！

　その一言が俺の心を深く抉えぐった。

「さっきおまえが戦ったのは俺の『兵ポー士ン』ミラだ。俺の下げ僕ぼくでは一番弱いが、少なくともおまえよりも実戦経けい験けんも悪あく魔まとしての質しつも上だ。ブーステッド・ギア？　はっ」

　俺の神セイクリツド器・ギアをコンコンと叩き、奴やつは鼻で笑った。

「確たしかにこいつは凶きよう悪あくで最強の無む敵てき神セイクリツド器・ギアのひとつだ。やり方しだいじゃ、俺どころか、魔王も神も倒せる。おまえの他ほかにも過か去こに使い手は数えるぐらいだが、存そん在ざいした。だが、いまだに魔王退たい治じも神の消しよう滅めつも成されたことはない。この意味がわかるか？」

　ライザーは嘲あざ笑わらう。

「この神セイクリツド器・ギアが不完全であり、使い手も使いこなせない弱者ばっかりだったってことだ！　おまえも例外じゃない！　こういうとき、人間界の言葉ではなんて言ったっけかな。……そうだ、『宝たからの持ち腐ぐされ』、『豚ぶたに真しん珠じゆ』だ！　フハハハ！　そう、『豚に真珠』だ！　おまえのことだよ！　リアスの『兵士』くん！」

　愉ゆ快かいそうに俺の頭部をペチペチ叩くライザー。

　…………ちくしょう！　俺おれはあまりの悔くやしさに奥おく歯ばを激はげしく噛かんだ。言い返したいが、言い返せない。弱いってのは事実だからだ。いまだって俺は自分よりも小さな女の子に完敗した。相手の攻撃すら見えなかったんだ。俺ってば、不ふ甲が斐いなさすぎる！

「だが、少しでも使いこなせるようになればおもしろい戦いができそうだな」

　ライザーはあごに手をやり、何か思いついた感じだった。

「リアス、ゲームは十日後でどうだ？　いますぐやってもいいが、それではおもしろくなさそうだ」

「……私にハンデをくれるというの？」

「嫌いやか？　屈くつ辱じよくか？　自分の感かん情じようだけで勝てるほど『レーティングゲーム』は甘あまくないぞ。下僕の力を引き出してやらなければ即そく敗北だ。初めてゲームに臨のぞむキミが下僕たちとの修しゆ行ぎようをおこなってもなんらおかしくない。いくら才さい能のうがあろうと、いくら強かろうと、初戦で力を思う存分に出せず負けた奴らを俺は何度も見たぞ」

　ライザーの言葉を部長は文もん句くも言わず黙だまって聞いていた。

　ライザーが手のひらを下に向けると、魔ま方ほう陣じんが光を放つ。

「――十日。キミならそれだけあれば下僕をなんとかできるだろう」

　奴の視線が俺へ移うつる。

「リアスに恥はじをかかせるなよ、リアスの『兵士』。おまえの一撃がリアスの一撃なんだよ」

　――っ！

　その言葉は、部長を想おもっての一言だとすぐに理解できた。

「リアス、次はゲームで会おう」

　そう言い残し、ライザーは下僕の女の子たちとともに魔方陣の光のなかへ消えていった。





　　　―○●○―　　　






「……くそ」

　俺は自室のベッドで横になりながら必死に怒いかりと悔しさを抑おさえ込もうとしていた。

　あのあと、部活――悪魔のお仕事は中止。部長は朱乃さんと共に旧きゆう校こう舎しやの奥へ引きこもってしまった。

　何やら作戦会議をするらしい。すでに『レーティングゲーム』の戦せん術じゆつを視し野やに入れだしたようだ。部長にとっても初うい陣じんだからな。部活を止めてでも作戦を立てたくなるよね。

　――十日後。

　すぐじゃないか。それだけの時間でライザーとライザーの下僕を全部倒せるだけの要よう素そを集めきれるのかな。

　まあ、『兵士』の俺が言っても仕方ない。つーか、部長の前でカッコつけた上に、ライザーを挑ちよう発はつして、そのあと小さな女の子にボロ負けしただなんて……。

　うわあぁぁぁ！　思い出しただけでも悔しくて恥はずかしくて死にそうだ！

　……はぁ。俺って、やっぱ弱いな。

　左ひだり腕うでを見やる。ここに宿る絶ぜつ対たいの力。『赤ブー龍ス帝テツのド・籠ギ手ア』。上じよう限げんのない力の増ぞう加か。

　でも弱点が多い。使っている俺が隙すきだらけだし。

　つまり、宝の持ち腐れ。ライザーの言う通りだ。

　クソ！　やっぱ俺弱いなぁ……。

　ハーレム王。俺の夢ゆめ。ハーレムを実じつ現げんした悪魔。ライザー。その差はなんだ？

　……力、だよな。いや、生まれもあるか。才能も。俺にはどれもない。

「あー、クソ！」

　俺はベッドから飛び起き、頭をくしゃくしゃとかいた。

　部長はまだ結けつ婚こんしたくないと言った。相手がライザーじゃ嫌だと言った。婚約を解かい消しようするためにライザーと戦うと決めた。

　上級悪魔同士、家いえ柄がらとか小こ難むずかしくて複ふく雑ざつな事情はよくわからんけど、俺は部長のために戦うだけだ！

　部長には恩おん義ぎがある。それこそたくさん。部長のために戦いたい。少しでも部長の力にならないとな！

　よし！　明日の朝からトレーニングを再さい開かいだ！　というか、一日中修行に当てよう！

　学校のほうは部長に言えば休ませてもらえるはず。十日後まで全部修行に当てよう。

　木場と連れん絡らくを取って剣けんの稽けい古こを頼たのもうかな。

　朱乃さんからも魔ま力りよくの使い方を習おう。小猫ちゃんからは徒と手しゆ空くう拳けんを習う！

　うん！　決めた！　俺は決めたぞ！　十日後まで俺は修行する！

　そう決めたら、少し気持ちが楽になった。うーん、風ふ呂ろに入るか。

　俺は風呂の準じゆん備びをして下へ下おりた。高いテンションのまま風呂場に入り、服を一気に脱ぬいだ。

　ひとっ風呂浴びたらアーシアと明日以い降こうについて少し相談しよう。

　ガラ。

　浴室の扉とびらを開いたときだった。

「あっ……」

「なっ……」

　風呂場で出くわした俺とアーシア。

　スッポンポンの俺と――。

　スッポンポンのアーシア――――ッッ!!

　俺の目の前で金きん髪ぱつ美少女が全ぜん裸らで立っていた！　なんたる幸運！　いやいやいや、アクシデント！

　入っていたのか!?

　考えごとしていたせいか、誰だれか入っているか確かく認にんしていなかった！

　シャワーを浴びていたのかアーシアの全身は濡ぬれている。

　お湯に濡れた金髪が柔やわらかそうな白い肌はだにペッタリと張はりついていた。か、官かん能のう的だぜ。

　というか、なかなかのプロポーションですな……アーシア……。

　キュッと引き締しまった腰こし。小ぶりなお尻しりがラブリーだぜ、ちくしょう！

　細くもなく、太くもなく、俺的にちょうどいいサイズの太もも。仮かりにスリットの入ったスカートから、この太ももが姿すがたを現あらわしたら俺は撃げき沈ちんするだろう。

　そして、服の上からはわからなかったおっぱい。小さいってほどでもなく、なかなか悪くない大きさじゃないか！

　アーシア……よくぞ、ここまで立りつ派ぱになって……。って、感かん慨がい深ぶかく思っている場合じゃない！　何をまじまじと観察してんだ俺！

　クソッ！　なんで俺にスリーサイズスカウターがない！　これで二度目の後こう悔かいじゃないか！

　今度、元浜から真剣にあの能力を教えてもらおう！　あれは最強の力だ！　俺の神セイクリツド器・ギアよりも役に立つんじゃないのか!?

　そうじゃない！　俺、このまま見ていたらダメじゃないか！

　お、俺はアーシアを守らなきゃいけない！　アーシアが無事に住めるようにしなきゃいけないんだ！　そう心に誓ちかったじゃないか！　その子の裸体を見て、興こう奮ふん――。

　…………。

　し、しまった――ッ!!

　見れば、きょとんしているアーシアの視し線せんが徐じよ々じよに俺の下半身へ落ちていく。

　――ダメ！

　アーシア！　アーシアがそれを見るのはまだ早い――。

「…………」

　俺は相あい棒ぼうを隠かくすのに一いつ瞬しゆん遅おくれてしまっていた。

「きゃっ！」

　悲鳴を上げたのは俺だった。

　違ちがうだろう俺！　でも悲鳴出ちゃったよ！　だって、女の子に相棒を見られるなんて恥はずかしいじゃないか！

「――あっ」

　アーシアは途と端たんに全身を激はげしく紅こう潮ちようさせて、顔を背そむけてしまった。

　おいおい、大事な部分は隠そうよ、アーシア！　まだ丸見えだよ！　隠すの忘わすれるぐらい俺のアレがアレすぎましたか!?

　考えてみればシスターだったアーシアが男だん性せいのアレを見るのは初めてだろう。衝しよう撃げきなんてもんじゃないはずだ。

　下へ手たすりゃトラウマもんだ。ああ、俺はこの子になんてことをしてしまったんだ！

「ご、ごめん！　お、俺、出て行くから！」

　俺はその場で踵きびすを返し、浴室から出ようとした。しかし――。

　俺の手をアーシアが引きとめるようにつかむ。

　ど、どういうことですか、アーシアちゃん!?

「…………す、すみません。そ、その、男性の……を見たのは初めてだったので……すみません……」

　大事なところはゴニョゴニョと濁にごしたアーシア。うん、無理しないで。

「い、いや、お、俺も悪かったよ……。か、確認もせずに風ふ呂ろ場ばに入っちまってさ……。悪い、アーシアの……いろいろ見ちまった……」

　素す直なおに俺も謝あやまった。悪いのは全面的に俺だ。確認せずに風呂場に入ってしまったからな。

　いくらカギがかかってなくても確認すべきだった。新しい家族が増ふえたのだから。

　でも、アーシアの裸はだかは俺の脳のう内ないメモリーに保ほ存ぞんしちゃったよ。時々思い出すぐらい許ゆるしてください。

「いえ、わかってます……。皆みなさんから日本でのお風呂のルールを教えてもらっていますから、へ、平気です……」

　アーシアはもじもじしながら言う。

　へっ？　お、教えてもらった？　ルール？　日本の何ルール？

「日本では、は、裸のお付き合いというものがあると、聞きました……。お、お風呂で交流を深めることでお互たがいを知り合うと……」

　――っ!!

　だ、誰だ！　アーシアにこんな素す敵てきな……否いな！　変な知ち識しきを与あたえたのは!?

　いやいや、間ま違ちがってはいない。そういうものは確たしかにある。だが、それは同性同士での話だぞ！

　アーシアは頬ほおを赤らめながら続ける。

「……た、大切な関係になりたい人と深めるべきだと……言われました……。わ、私……イッセーさんになら……いえ、イッセーさんと深め合いたいです……。だから、私と裸のお付き合いをしてくれますか……？」

　ブバッ！

　鼻血が勢いきおいよく噴ふき出る。俺おれってば最近よく出るよ！

　…………待ってくれ。これ以上は危き険けんだよ、アーシア。

　お、俺も男だ。そ、そんな魔ま法ほうの言葉を耳にしたら、理り性せいが飛ぶ！　飛んだらどうなるか、この子はわからないだろう。

　つーか、アーシアは俺のことを心底信しん頼らいしている。ここで俺が狼おおかみになって襲おそい掛かかったら――。

　うわぁぁぁぁあああああああああああああああああああぁぁぁぁっっ!!

　そんなことはできねぇ！　いや、したいけど！　しちゃダメだ！

　だって、この子！　俺が押おし倒たおしても許しそうなんだもん！

　そんな純じゆん粋すいな子に俺はメチャクチャできませんよ！

　ちくしょぉぉぉぉおおおおおおおっっ！

　待ちに待ったシチュエーションだ！　部長のときは寸すん止どめだった！　これはリベンジ！　それはわかってる！　でもアーシアが相手となると、こうも罪ざい悪あく感が湧わくのか!?

　押し倒すのは楽だ。いまの感かん情じように身を任まかせれば一時の快かい楽らくを得られるだろう。

　だが、問題はそのあとだ。絶ぜつ対たいに激はげしい後こう悔かいをするに決まってる。

　それこそ、一生背せ負おうものになるはずだ。ちゃんとした手順を踏ふんだ上での関係なら問題ないけど、俺とアーシアはまだそういうことができちゃうまでの関係じゃないだろう！

　部長のときは、されるがままだったけど、今回は自じ制せいしなければダメだ！

　生なま半はん可かな肉にく欲よくはお互いを傷きずつける！　俺はアーシアを守るんだ！

　理性を飛ばすな俺！　我が慢まんだぞ！

　俺は意を決して、アーシアのほうへ振ふり返る。その両りよう肩かたをつかみ、諭さとすように口を開く。

　つーか、アーシアの生なま肌はだが柔やわらけぇぇぇぇな、おい！

「アーシア！　いいか、裸の付き合いというのはな！　ていうか、女の子なんだから、男が風呂に入ってきたら、防ぼう衛えい的な行動を――」

　混こん乱らんしながらも俺は必死に欲望を丸め込こんで、彼女に男と風呂で出くわしたときの対たい処しよ法を話そうと――。

　ガチャ。唐とう突とつに開く風呂場の扉とびら。

「アーシアちゃん。バスタオル、ここに置いて――」

　現あらわれたのはお母さまでした。

　タオルを洗せん濯たく機きの上に置こうとしたらしいが、浴室にいる俺とアーシアを視し界かいに映うつすと、そのままの姿し勢せいで硬こう直ちよくしてしまった。

　……なんてこった。言い訳わけできねぇよ、この格かつ好こう！

　どう見ても浴室で情事に向かおうとしている若わかい男女じゃねぇか！

　母さんはロボットのような動きで風呂場をあとにした。刹せつ那な、母さんが叫さけぶ。

「お、お父さ――んっっ！　ま、孫ができるわよ――っっ！」

　俺は全ぜん裸らで風呂場を逃にげ出した。両手で顔を覆おおう。自室に向かう俺は心の中で強く思った。

　死にたい！





　　　―○●○―　　　






　次の日の朝。

　俺は自室にアーシアを呼よんでいた。お互たがいに正せい座ざして対面している。

「いいですか、アーシアさん」

「はい、イッセーさん」

「男は狼なのです。うかつに近づくと食べられちゃいます」

「……男の人は人じん狼ろうなのですか？　それは怖こわいです……満月の夜には出かけられませんね……」

　俺のたとえを真に受けて怖がるアーシア。頭を抱かかえる俺。……マジで頭が痛いたいぜ。

　お風ふ呂ろ事じ件けんの次の日、俺はアーシアに男の子の危険性せいを聞かせていた。

　この子はあまりに無む防ぼう備びすぎる。まあ、アーシアは普ふ通つうの暮くらしをしてきたわけじゃないから、多少浮うき世よ離ばなれしてても仕方ない。

　だが、年とし頃ごろの男がどれだけ危険か、警けい戒かい心しんのない女の子がどれだけ餌え食じきになりやすいか、それをちゃんと教えないと学園生活も無事に過すごせないだろう。

　いや、変な男がアーシアに言い寄よってきたら俺が出てって殴なぐりつけるけどさ。

　それだけじゃ足りない。この子自身にも貞てい操そう管理を強めてもらいたいんだ。

　って、こういうのって女の子のキャラが教えるもんだと思うんだが……。

　ちなみに両親はあの事件のあと、深夜営えい業ぎようのディスカウントストアに出かけた。赤ちゃんの服やら玩おも具ちややらを笑え顔がおで買い込んできやがった。

　どんだけ言い訳しても「いいのよ、わかっているから。最近は出来ちゃった結けつ婚こんも容よう認にんされるわ。安心なさい。あー、私、初孫は女の子がいいわー」とか「俺もおじいちゃんかぁ……。男の子なら鯉こいのぼりを新しく買わなきゃなぁ。俺の家もインターナショナルになったもんだ。英語、習おうかなぁ」なんて物思いにふけってた。

　もうダメだ。俺の家族はダメすぎる。

　と、話は男の危き険けん性でした。改めてアーシアに言い聞かせる。

「そうじゃなくてだな、アーシア。俺ぐらいの……十代男子ってのは女の子に興きよう味み津しん々しんなんだ。毎日女の子のことを考えていると思っても過か言ごんじゃない。つーか、数秒に一回はスケベな妄もう想そうもしている。パンチラなんて拝おがめた日にはお祭りですよ。あー、パンチラってのはパンツがスカートからチラリと見える現げん象しようのことです」

「イッセーさんもエッチなことを想そう像ぞうするんですか？」

「ああ、そうさ。俺もエロエロだよ。アーシアもわかっているだろう？」

「はい」

　満面の笑みで返すアーシア。屈くつ託たくのない微び笑しようが俺のハートにヒビを入れる。

　そうか、俺がエロエロなのは知っているのか。

「そ、そう、俺はエロエロだ。そういう男の子は怖いんだぞ。言葉巧たくみにアーシアみたいに純じゆん粋すいな子を物もの陰かげに連れ込んで、いけないことをしてくるんだ」

「いけないこと？」

　首をかわいく傾かしげるアーシア。まったく、行動が一々かわいいな、この子は。

「か、体に触さわってきたり、体に触ったり、体に触ってくる！　つまり、女の子に卑ひ猥わいなことをしてくるんだ！　危険だろう？　怖いだろう？」

「はい、怖いです。でも、私が危あぶなくなったらイッセーさんが助けに来てくれます」

　アーシアはニッコリ笑顔で当たり前のように答えてくれる。

　――っ。目め頭がしらが熱くなった。

　やっぱり、俺のことを心底信しん頼らいしているんだなぁ。えらい感動したぞ。

　いやいや、本ほん筋すじがそれた。感動している場合じゃない。俺は咳せき払ばらいして続ける。

「それでもアーシア自身が女の子として、危機管理能のう力りよくを高めたほうがいい。アーシアは人を疑うたがわないから、とっても怖いんだ、俺」

「イッセーさんが？」

「ああ、怖い。俺の目の届とどかないところでアーシアが悪い奴やつに何かされたら、俺はそいつを殺すかもしれない。俺はそれぐらいアーシアが心配なんだ」

　俺は真ま面じ目めに、真しん摯しに言い聞かせた。強めの声こわ音ねからアーシアもわかってくれたのか、当とう惑わくしながらも真しん剣けんに聞いてくれている。

　俺の言ったことは本音だ。もし、アーシアを騙だまして傷きずつけるような奴がいたら、相手が普通の人間でも容よう赦しやしない。俺は悪あく魔まだ。しかも桁けた外はずれの神セイクリツド器・ギア持ち。人間と圧あつ倒とう的な差があっても、その怒いかりだけは抑おさえようがないと思う。

　部長に殺されそうになっても、俺はそいつに一いつ矢し報むくいる。俺はそれぐらい、アーシアが大切なんだ。

　女の子だから？　それもある。好きだから？　それもあるだろう。

　だが、それ以上に俺はこの子の人生を大きく変えた。シスターで終われたかもしれない人生を、俺は真ま逆ぎやくの道へ引き込んだ。俺の正せい義ぎ――いや、勝手なわがままでこの子を悪魔にしてしまった。あのときはそれが一番良かったのかもしれない。それでも俺は……。

　部長は「私がこの子を下げ僕ぼくにしたのだから、イッセーが気に病やむ必要はないわ」と言って俺を咎とがめないだろうけど。それだけじゃダメだ。

　俺はこの子の幸せを見守る覚かく悟ごを持たなければならない。それこそ一生だ。

　俺、兵藤一誠はアーシア・アルジェントを一生かけて守る。もちろん、部長のことも守るが、そのこととアーシアのことは同じようで少し違ちがう。

　うん、改めてその気持ちを整理してみよう。

『部長を守る』――部長のことも異い性せいとして好きだし、尊そん敬けいもしているからこそ守りたい。そして、将しよう軍ぐんを守しゆ護ごする武ぶ将しよう的心こころ構がまえも含ふくまれていた。

　天下統とう一いつを目指す主君のそばに仕えていたい部下の気分と言えるのだろうか。

『アーシアを守る』――女の子として好きだ。けど、どちらかというとかわいい妹を守りたいって感じに近いと思う。

　そのせいでアーシアに近ちか寄よる輩やからを手て厳きびしく追い払はらおうとしているのかな俺。

　まあ、俺には妹がいないからその感かん情じようが似に通かよっているかどうかはわからない。

　ただ、アーシア自身にも強くなってもらいたい。一いつ緒しよに笑える生活を送るために。

「わかりました。私、イッセーさんを困こまらせること、絶ぜつ対たいにしません。ですから、いろいろ教えてください」

「ああ、わかっているよ。でも異性の俺よりも同性からのアドバイスのほうが有ゆう効こう的だと思う。部長や朱乃さんにも相談するから、少しずついまの生活に慣なれていこう」

「はい」

　ふぅ。俺は大きく息をついた。

　なんとかなりそうだ。とりあえず、学校に行ったらオカルト研究部女子にわけを話そう。

　もちろん、風ふ呂ろ場ばのアクシデントは内緒の方向で。

　そんな俺にアーシアは問いかけてくる。

「あ、あの……イッセーさんにひとつだけ訊きたいです」

　アーシアは真っ赤な顔でモジモジしている。なんだ？　急に。

「も、もし、昨日のお風呂のことが……私じゃなくて、部長さんがおっしゃってたなら……裸はだかのお付き合いをしましたか……？」

　なっ……。

　俺おれは予想外の質しつ問もんに言葉を失った。アーシアからそんな質問が飛んでくるとは思ってもいなかった。しかもアーシアは顔を紅こう潮ちようさせながらも真剣な面おも持もちだ。

　え？　え？　なんで、その質問になるわけ？　俺はわけがわからなかった。

　なぜ、そこで部長が出てくるんだ？　でも、仮かりに部長があの場にいて、アーシアと同じことを言ってきたら……。

「イッセー、こちらへいらっしゃい。背せ中なかを洗あらってあげるわ。うふふ、緊きん張ちようしているの？　いいのよ、あなたは私のかわいい下僕なんだから、私に全部任まかせればいいの」

　部長の白く細い指先が俺の背中をツーッと這はう。ぞくぞくする俺。

「ほら、前を向いて。あら？　うふふ。緊張している割わりにはここは正直なのね。イッセーらしいわ」

　部長の手が俺の股こ間かんに伸のびて、そしてそして――。

　…………。

　ハッ！　いけない妄もう想そうをしていた。あっ！　鼻の穴あなから血まで流れてるし！

　で、でも部長にそんなこと言われたら、俺はマジでどうなるかわからん！

「部長のおっぱい洗ってもいいですか!?」

　なんてことを恐おそれ多くも言ってしまいそうだ。それを微ほほ笑えみながら許ゆるしそうな部長の表情も容よう易いに想そう像ぞうできる。

　ちくしょう！　この妄想だけで当分あっちに苦労しないぜ！

　と、アーシアのほうをチラリと見てみると、目元をうるうると潤うるませていた。

「そうなんですね？　部長さんならいいんですね？　うぅ……いいんです。わかっていましたから。わかってます。わかってるんです。でも、うぅ……」

　泣いちゃった！　アーシア、泣いちゃったよ!?　なんで!?　どうして!?

　わけもわからずあたふたしている俺。

「まったく、朝から何をしているの、あなたたちは」

　聞き覚えのある声。振ふり返ってみると、紅くれないの髪かみを揺ゆらしながら嘆たん息そくしている部長のお姿すがた。

「ぶ、部長」

「朝から痴ち話わゲンカ？　仲がいいわね、相変わらず」

「い、いえ、こ、これは！」

「ほら、行くわよ。宿しゆく泊はくできる準じゆん備びをしなさい」

　行く？　どこへ？　てか、宿泊!?　怪け訝げんに思う俺に部長は笑顔で答える。

「修しゆ行ぎようをしに山に行くわよ」





　　　―○●○―　　　






「ひーひー……」

　俺は本当にひーひー言いながら、尋じん常じようじゃない量の荷物を背負って歩いていた。

「やっほー」

『やっほー』

　どこかの誰だれかの声が木こ霊だましてくる。ちくしょう、どこぞの登山者め。気楽なもんだぜ。

　いま俺は山にいる。部長が山へ修行に行くというので連れられてきた。

　今朝、突とつ然ぜん俺の家へ訪ほう問もんしてきた部長は俺とアーシアに身み支じ度たくをさせたんだ。仲間たちもすでに集まっており、早々に魔ま方ほう陣じんから山のふもとへ皆みなで転てん移いした。

　空は抜ぬけるほど青く快かい晴せいだ。周囲には自然豊ゆたかな木々が生おい茂しげり、小鳥がチュンチュン鳴いていた。山の風景としては最高だろう。

　問題はこの斜しや面めんだ。土つち肌はだの山道が歩くたびに俺の体力を奪うばう。汗あせもボロボロと流れるように地面へ落ちていった。

「ほら、イッセー。早くなさい」

　遥はるか前方から部長が檄げきをとばしてくる。部長の隣となりにはアーシア。心配そうに俺を見ている。

「……あの私も手伝いますから」

「いいのよ、イッセーはあれぐらいこなさないと強くなれないわ」

　って二人の会話が聞こえてくる。ありがとうアーシア。鬼おにですね部長。

　……つーか、この荷物は無理っスよ、部長。重すぎる……。

　俺の背中には巨きよ大だいなリュックサック。さらに肩かたにまで荷物をかけていた。俺の荷物プラス部長の荷物だ。さらに朱乃さんの荷物まで持たされている。

　これも修行の一いつ環かんらしい。目的地へ着くまでに死にそうなんですけど。何が入っているんだ、これ。

「部長、山菜を摘つんできました。夜の食材にしましょう」

　そう言いながら、涼すずしい顔で木場が通り過すぎていく。奴やつも背に巨大なリュックを背負っていた。苦もなくすいすいと山道を登っていく姿に俺は言葉を失う。

　途と中ちゆうの道で山菜を摘みだすぐらいだから、奴の体力は相当なもんだ。

「……お先に」

　さらに横を俺以上の荷物を背負った小猫ちゃんが通り過ぎていく！　ぐはっ！　怪かい力りき少女、ここに極きわまる！　ってか、負けてらんねぇ！

「うおりゃぁぁぁぁ！」

　俺は全身に力を入れて一気に山道を駆かけ登っていく！　はぁはぁ！　死ぬ！　マジで死ぬ！

　こんなことを何度も繰くり返し、俺たちは目的地の別べつ荘そうへたどり着いたのだった。





　　　―○●○―　　　






　木もく造ぞうの別荘は、グレモリー家の所有物らしい。

　普ふ段だんは魔ま力りよくで風景に隠かくれ、人前には現あらわれない仕組みだそうで、今日は使用するので姿を現している。なかに入ると、木造独どく特とくの木の香かおりが鼻に入り込こんできた。

　リビングにいったん荷物を置き、水を一杯ぱい飲んだあと、俺は床ゆかに倒たおれこんだ。女じよ性せい陣は動きやすい服ふく装そうに着き替がえるため二階へ行った。

「僕ぼくも着替えてくるね」

　木場も青色のジャージを持って一階の浴室へ向かった。

「覗のぞかないでね」

　などと、ふざけたことを冗じよう談だんっぽく言ってくる。
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「マジで殴なぐるぞ、この野や郎ろう！」

　疲つかれて余よ裕ゆうのない俺おれは殺意のこもった目で睨にらんでやった。

　ったく、こんな場面、学校の女子に見られたらまた騒さわがれる。ただでさえ、「俺×木場」「木場×俺」というＢＬ的なカップルの図式が一部の女子の間で流は行やりつつあるというのに。

　美男子と野や獣じゆうってのがウケたらしい。俺には理り解かいできん。てか、俺は野獣か。許ゆるせん！

　俺も一休みして体力が少し戻もどったところで空いている部屋で着替えだした。空いている部屋でもベッドと家具一式は揃そろっている。テレビなどはないけどね。

　俺が着替え終わった頃ころ、メンバーはリビングへ集結していた。赤いジャージ姿すがたの部長が俺を視し界かいに捉とらえると、笑えみを浮うかべながら言う。

「さて、さっそく外で修行開始よ」















　Life.3　修しゆ行ぎよう、はじめました。









　レッスン１　木き場ばとの剣けん術じゆつ修行




「よっはっ」

「おりゃ！　おりゃぁぁ！」

　俺は木刀を振ふり回し、木場との剣の修行に入っていた。

　軽かろやかに俺の攻こう撃げきをいなす木場。俺がどんだけ力いっぱい木刀を振るっても当たる気配がない。

　バシッ！

　また木刀を木場に叩はたき落とされた。

「そうじゃないよ。剣の動きを見るだけじゃなく、視し野やを広げて相手と周囲も見るんだ」

　言われてみてもそう簡かん単たんにできるものでもなく、やればやるほど木場と自分との差を思い知らされた。

　やっぱり、『騎ナイ士ト』だけあって木場の技ぎ量りようは凄すさまじい。最さい小しよう限げんの動きだけで俺はやられてしまう。練習量、実戦での経けい験けん、何よりも剣の才さい能のうが違ちがいすぎるからだろうな。

「ほら、まだまだ行くよ！」

　その日に改めて思い知らされたが、木場の剣さばきは凄まじかった。




　レッスン２　朱あけ乃のさんとの魔ま力りよく修行




「そうじゃないのよ。魔力は体全体を覆おおうオーラから流れるように集めるのです。意い識しきを集中させて、魔力の波動を感じるのですよ」

　黒いジャージ姿の朱乃さんから丁てい寧ねいに説明してもらっても手のひらに魔力は一向に集まらない。

　ぐぬぬぬぬ……。集中！　踏ふん張ばってやる！　何かを生み出すイメージで手へ魔力を集めるんだ！

「できました！」

　隣となりで白いジャージを着たアーシアが魔力の塊かたまりを手のひらに作り出していた。緑色の淡あわい魔力。アーシアの魔力は緑色なのか。きれいなもんだ。

「あらあら。やっぱり、アーシアちゃんは魔力の才能があるかもしれませんわね」

　朱乃さんに褒ほめられ、頬ほおを赤く染そめるアーシア。

　ぬぅ……。俺のほうは全然ダメだ。魔力の「ま」の字すら出てこない。なんとか、小さな魔力の球体を作り出せるが、アーシアのようにソフトボール大ではなく、米こめ粒つぶ程てい度どのシロモノだ。

　…………まあ、アーシアが強くなるならそれでいい。

　お、俺には最強の神セイクリツド器・ギアがあるもんね！　ハハハ！

「では、その魔力を炎ほのおや水、雷かみなりに変化させます。これはイメージから生み出すこともできますが、初心者は実じつ際さいの火や水を魔力で動かすほうがうまくいくでしょう」

　朱乃さんがペットボトルの水に魔力を送る。

　ザシュ！

　魔力を得た水が鋭するどい棘とげと化して、ペットボトルを内側から破やぶってしまった。

　うおっ、すげぇな。

「アーシアちゃんは次にこれを真ま似ねしてくださいね。イッセーくんは引き続き魔力を集中させる練習をするんですよ。魔力の源げん流りゆうはイメージ。とにかく頭に思い浮うかんだものを具ぐ現げん化かさせることこそが大事なのです」

　うーん。イメージか。脳のう内ないで思い浮かんだものを発現させる……。

「得意なもの、いつも想そう像ぞうしているものならば、比ひ較かく的早く具象化できるかもしれませんわ」

　そうは言いますけどね、朱乃さん。俺なんかが――。

　ん？　そうか、得意なもの、いつも想像しているものね。あー、じゃあ、あの妄もう想そうめいたことも実現可か能のう？

「朱乃さん、ちょっといいですか？」

　俺の思いついたことが、実際に叶かなえられるようになったとしたら……。

　俺は無む敵てきになれるかもしれない！　おおっ、すげぇ！　我われながらこの発想はすごいと思うぞ！

　朱乃さんはポカンとしたあと、「うふふ、イッセーくんらしいですわ」と微ほほ笑えんでくれた。

　おっ！　これはどうやらいけるか？

　別べつ荘そうに戻もどっていく朱乃さん。何かを持ってくると俺の前に置いた。

　――大量のタマネギ、人にん参じん、ジャガイモだ。

　カレーの具材一式じゃないか。

「では、イッセーくん。合宿中、これを全部魔力でお願いしますね」

　ああ、なるほどね。朱乃さんの言いたいこと、やらせたいことが理り解かいできたぞ。

　どうやら、道は険けわしいようだ。




　レッスン３　小こ猫ねこちゃんとの組み手




「ぬががあああああ」

　ドゴッ！

　ぐふっ！　俺は今日十回めの巨きよ木ぼくとの熱い抱ほう擁ように成功していた。って、そうじゃない。

　小猫ちゃんのパンチでまた吹ふっ飛んでしまった！　くー！　悔くやしい！

「……弱っ」

　黄色のジャージを着たロリロリ少女がぼそりと痛つう烈れつな一言を口にしていた。

　くそ、ショックだ！　ライザーのときにも感じたが、小さい子に吹っ飛ばされるって、俺的に相当なショックを受ける。

　小猫ちゃんは立ち技わざ、寝ね技わざ、その他いろいろな格かく闘とう技ぎが得意な悪あく魔ま少女。『戦ルー車ク』の特とく性せい、バカげた腕わん力りよくと強固な防ぼう御ぎよ力りよくも相まって冗じよう談だんのように強い。小こ柄がらな体のせいで結けつ構こう俊しゆん敏びんでもあり、ふと目を離はなすと懐ふところに潜もぐられてボディーへ一いち撃げきをもらう。

　かなり手て加か減げんされてはいるが、それでも一発もらうと痛いたい。

「……打撃は体の中心線を狙ねらって、的てき確かくかつ抉えぐり込むように打つんです」

　そんなことを言われても素しろ人うとの俺は当てることすら難むずかしいぞ。

　小猫ちゃんは腕うでをぶんぶんと回したあと、俺へ拳こぶしの照しよう準じゆんを定めた。

「……さ、もう１セットです」

　どうやら、俺は死ぬようだ。




　レッスン４　部長と！




「ほーら、イッセー！　気き張ばるのよー！」

「おおっス！」

　俺は険しい山道を駆かけ登っていた。背せ中なかには岩。体に縄なわで巻まきつけていた。さらに岩の上には部長が座すわっている。

　山道を駆け登っては降おりての繰くり返し。舗ほ装そうされていない山道はマジでキツい。

　何十往おう復ふくもして足がガクガク状じよう態たいになった頃ころ、やっと部長が「はい、ＯＫ」と許ゆるしてくれる。

「次は筋きんトレね。腕立て伏ふせいくわよ」

「へ、へーい……」

　鬼おにだ。鬼部長だ！

　基き礎そ能力が俺には絶ぜつ対たい的に不足しているため、他ほかの部員と比くらべると練習量がハンパじゃない。特に戦場を一番駆け巡めぐるであろう『兵ポー士ン』のため、筋力、体力を高めるのは絶対条じよう件けんだ。

「ぐわっ！」

　腕立て伏せの姿し勢せいをしている俺の背中に、部長が容よう赦しやなく岩を載のせてくる。魔ま力りよくで軽々と岩を浮かせられるなんて、魔力って本当に便利だぜ。それで荷物も運うん搬ぱんしてくれればいいのにな……。

　ポン。

「うぬぬ……」

　さらに岩の上に部長が乗る。ちょっとした振しん動どうでも体に響ひびくというのに……。

「さーて、腕立て伏せ三百回。いってみましょうか」

「オースッ！」

　悪魔じゃなかったら、俺は百回死んでるって。





　　　―○●○―　　　






「うおおおお！　美う味めぇぇぇ！　マジで美う味まい！」

　今日一日の修しゆ行ぎようを終え、俺たちは夕食をいただいていた。

　テーブルに豪ごう華かな食事が盛もられている。木場が採とってきた先ほどの山菜はおひたしにされていた。

　肉料理。どうやら部長が仕し留とめてきた猪いのししらしい。牡ぼ丹たん肉、初めて食べたがクセもあまりなくて美味い美味い！

　魚料理。これも部長が川で釣つってきたようだ。シンプルな塩焼きが素す晴ばらしい！

　その他にも各種色とりどりの料理がずらりと並ならんでいた。

「あらあら。おかわりもあるからたくさん食べてくださいね」

　ご飯を盛ってくれたのは朱乃さん。ていうか、今夜の料理は朱乃さんの手作り！

　かぁぁぁ！　美味い！　マジで美味い！

　皆みなも箸はしを止めずに食べていた。今日の練習、マジで疲つかれたからな。ご飯も進む進む。

　あの大量の荷物はほとんど調理器具だった。こんなに美お味いしい思いが出来たんだ、キツい山道を一いつ生しよう懸けん命めい背負ってきたかいがあったというものさ！

　小猫ちゃんが静かに豪ごう快かいにパクパク食べているのはツッコミを入れないでおこう。

「朱乃さん、最高っス！　嫁よめに欲ほしいぐらいです！」

「うふふ、困こまっちゃいますね」

　と、朱乃さんは頬ほおに手を当ててニコニコ微ほほ笑えむ。和風エプロンがよく似に合あいます。

「……私もスープ作ったんですよ」

　は！　俺おれの隣となりで悲しそうにしていたのはアーシアだ。しょぼんと沈しずんでいる。

　テーブルにちょこんと置かれているオニオンのスープ。それはアーシアのお手て製せいらしい。

　俺が朱乃さんの料理ばかり褒ほめていたから、落ち込んでしまったのか。

　俺は皿を手に取ると一気にグイッと飲み干ほした。うん、美味い！

「美味いぞ、アーシア！　最高だ！　もう一杯ぱいくれ」

「本当ですか！　良かったです……。これで私もイッセーさんの……」

「ん？　後半聞き取れなかったけど、なんだって？」

「い、いえ、なんでもありません！」

　赤面しながらあわてて手を振ふるアーシア。はて？　何を言いたかったんだ、この子は。

「さて、イッセー。今日一日修行してみてどうだったかしら？」

　部長がお茶を飲んだあと訊きいてくる。

　俺は箸をいったん置いて正直な感想を口にした。

「……俺が一番弱かったです」

「そうね。それは確かく実じつね」

　ハッキリと言われると結けつ構こう泣ける。

「朱乃、祐ゆう斗と、小猫はゲームの経けい験けんがなくても実戦経験が豊ほう富ふだから、感じをつかめば戦えるでしょう。あなたとアーシアは実じつ践せん経験が皆かい無むに等しいわ。それでもアーシアの回かい復ふく、あなたのブーステッド・ギアは無む視しできない。相手もそれは理り解かいしているはず。最低でも相手から逃にげられるぐらいの力は欲しいわ」

「逃げるって……。そんなに難むずかしいんですか？」

　俺の質しつ問もんに部長はうなずく。

「逃げるのも戦せん術じゆつのひとつよ。いったん退ひいて態たい勢せいを立て直すのは立りつ派ぱな戦い方。そうやって勝つ方法もあるの。けれど、相手に背を向けて逃げるというのは、実はかなり難しいものよ。実力が拮きつ抗こうしている相手ならともかく、差が開いている強きよう敵てきに背を向けて逃げ出すというのは殺してくださいと言っているようなものよ。そういう相手から無事に逃げられるのも実力のひとつ。イッセーとアーシアには、逃げ時も教えないといけないわ。もちろん、面と向かって戦う術すべも教えるから覚かく悟ごなさい」

「了りよう解かいっス」

「はい」

　俺とアーシアが同時に返事をする。

　アーシアを戦いに巻まき込こんだのは、グレモリー眷けん属ぞくに転生してしまった以上避さけられなかった。

　……俺はアーシアを守る力も得ないとダメだな。最低でもアーシアの盾たてになる。そのぐらいの覚悟は持つ。

「食事を終えたらお風ふ呂ろに入りましょうか。ここは温おん泉せんだから素す敵てきなのよ」

　――ッ！　部長の一言に俺の意い識しきがエロに塗ぬり替かえられる！

　風呂！　温泉!?　露ろ天てん風呂っスか!?

　露天風呂といえば、覗のぞきだ！　覗きが王道！　そう、男子に生まれたなら覗かないでどうする！

「僕ぼくは覗かないよ、イッセーくん」

　木場がニコニコスマイルで先せん制せいパンチをしてくる。

「バッカ！　お、おまえな！」

「あら、イッセー。私たちの入浴を覗きたいの？」

　部長の言葉に全部員の視し線せんが俺に集中する。

　うわっ。気まずい。……エロくてゴメンなさいと謝あやまりたくなるぜ。

　だが、部長はクスッと小さく笑う。

「なら、一いつ緒しよに入る？　私は構かまわないわ」

　なっ！

　俺に衝しよう撃げきが走る！　くーっ！　部長は相変わらず感動的な日本語を使ってくれる！　毎回涙なみだが出る思いだ！

「朱乃はどう？」

「イッセーくんなら別に構いませんわ。うふふ。殿との方がたのお背せ中なかを流してみたいかもしれません」

　満面の笑えみで朱乃さんが肯こう定ていする！　背中流されてぇぇぇぇぇぇ！

　バカな！　アリなのか!?　そんなのアリなのかよ!?

　どんだけオープンなんだ、この部活の女子は！

「アーシアは？　愛いとしのイッセーとなら大だい丈じよう夫ぶよね？」

　部長の問いかけにアーシアは顔を真っ赤にして、うつむいてしまったが、小さくこくりとうなずいた。

　うわっ！　あり得ない展てん開かいが俺を待ち受けているのか!?　ど、どどどどどど、どうしよう！　俺、俺！　風呂場でずっと前まえ屈かがみでいられる自信があるぞ！

「最後に小猫。どう？」

　当の小猫ちゃんは両手でバッテン印を作る。

「……いやです」

　拒きよ否ひられたぁ!?　い、いや、感覚が麻ま痺ひしてしまったけど、これが普ふ通つうの女子の反はん応のうだ！

「じゃ、なしね。残念、イッセー」

　クスクスと悪いた戯ずらっぽい笑みで部長が言う。

　なっ……。上げられて上げられて、一気に奈な落らくへ落ちた気分だった。

　あまりのショックに目の前が真っ暗になる。うぅぅ、いいところまでいっていたのに……。夢ゆめのような出来事はそう簡かん単たんに実じつ現げんできないらしい。ならば、覗くぐらいは――。

「……覗いたら、恨うらみます」

　ぐはっ！　小猫ちゃんに先制を食くらった！　くそ！　ダメか！　ここまできてダメなのか！

「イッセーくん、僕と裸はだかの付き合いをしよう。背中、流すよ」

「うっせぇぇぇぇぇッ！　マジで殺すぞ、木場ぁぁぁぁ！」

　俺の怒いかりの慟どう哭こくが別べつ荘そうに響ひびき渡わたった。
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　修しゆ行ぎよう二日目。

　朝起きたら死ぬほどの筋きん肉にく痛つうが俺を襲おそった。だって、夜中も練習があったんだもん。

「夜には夜の練習があるわ。もともと夜の住人だものね、私たち」

　と、部長。

　部長と毎日おこなっていた朝の練習よりも実はハードでした。昼の数倍の練習量だもんな。いくら夜に悪あく魔まが活動的になるからって、昼夜問わず練習してりゃ死ぬ。

　木場と同じ部屋ってだけでもテンション下がったのに。二階から楽しげな女子たちの笑い声が聞こえてきたとき、初めて男に生まれてきて後こう悔かいした。

　で、二日目の午前中は勉強会だ。

　リビングに集まり、俺とアーシアに悪魔の知ち識しきを教えることとなったらしい。

　何やら朝から難むずかしい名前や事こと柄がらを教え込まれた。わけのわからないことばかりで頭がパンクしそうです。

　ある程てい度ど教えてもらったあと、木場が改めて問題を出してくる。

「僕らの仇きゆう敵てき。神が率ひきいる天使。その天使の最高位の名は？　さらにそのメンバーは？」

「えっと、『熾セ天ラ使フ』だろ。メンバーは……ミカエル、ラファエル、ガブリエル……うーん、ウリエルか」

「正せい解かい」

　ふぅ……。合ってたか。全員最後に『ル』が付くのだけは確かく実じつに覚えてたんで、なんとかなった。

「次に僕らの王、『魔サタ王ン』さま。四大魔王さまを答えてもらおうかな」

「おう！　任まかせておけ！　いずれ、出世してお会いする予定だ！　バッチリ覚えてるぜ！　ルシファーさま、ベルゼブブさま、アスモデウスさま！　そして憧あこがれの女じよ性せい魔王さまであらせられるレヴィアタンさま！」

「正解」

「絶ぜつ対たいにレヴィアタンさまに会ってみせるぜ！」

　部長に聞いた。女性悪魔の頂ちよう点てんに立っておられるのが魔王レヴィアタンさま。

　とってもキレイな魔王さまだと聞いた！　縁えんがあれば出会えるかもしれないとも言われたぜ！　くーっ！　楽しみでならない！

　どんだけ美人なのだろうか？　魔王さまなのだから、それこそスゴいんだろうなぁ……。

　はぁ……。チョー会いたい。

「では、イッセーくんが一番苦手な堕だ天てん使しの幹かん部ぶを全部言ってもらおうかな」

　出た。俺が苦手な堕天使どもの名前……。

　なんか、幹部が他の勢せい力りよくよりも多いんだよな。しかも名前も複ふく雑ざつだし……。

　えっと、一番上の二人は覚えてるぞ。

「堕天使の中ちゆう枢すう組そ織しきを『神のグ子をリ見張ゴる者リ』と言って、総そう督とくがアザゼル、副総督がシェムハザ。ここまでは完かん璧ぺきだ。で、幹部連中は……。アルマロス……、バラキエル……、タミエル……。あー、えーと、えーと、アレ？　ベネなんとか、コ、コ、コ、コカイン……？」

「ベネムエ、コカビエル、そしてサハリエルだよ。ちゃんと覚えないと。いちおう、これは基き本ほんだから。日本の首しゆ相しようや各大臣、近きん隣りん諸しよ国こくの首相のお名前を覚えておくようなものだよ」

　わかんねーよ！　幹部多すぎだろう！　二人で十分だ！　他の奴やつらの役やく職しよくなんだよ！

　ったく、これだから堕天使はダメだ。俺、堕天使だけは好きになれない。どうせ、ろくでもない連中なんだろうさ。

　それに奴らは「神の子」――つまり神セイクリツド器・ギア所有者を四六時中見張っているらしい。

　俺が奴らに狙ねらわれたのも、アーシアが一度死んだのもそれのせいだ。

　堕天使は組織を作って神セイクリツド器・ギアを研究しているって話だ。有ゆう益えきな神セイクリツド器・ギア所有者は招まねき入れて仲間にするか、神セイクリツド器・ギアを奪うばうか。

　有害ならばその場で処しよ刑けい。本当にろくでもない。

　神セイクリツド器・ギアという存そん在ざいを知らない所有者でさえ、その手にかける。俺がそうだったし。

　悪魔の一番の敵てきみたいだから、俺も容よう赦しやしない。アーシアをあんな目に遭あわせた奴らに手て加か減げんなんてしないさ！

　こんな感じに天使、堕天使についても簡かん単たんに教えてもらった。結けつ構こう、タメになるな。

　とりあえず、悪魔と他た陣じん営えいとの関係性は重要なのでよーく頭に叩たたき込んだぜ。

　次はアーシアが俺たちに授じゆ業ぎようを始める。

「コホン。では、僭せん越えつながら私、アーシア・アルジェントが悪エク魔ソ祓シいストの基本をお教えします」

　おー。パチパチ。みんなの前に出て話を始めるアーシアに拍はく手しゆでエールを送る。

　あっ、途と端たんに赤面してしまった。かわいい反はん応のうありがとうございます。

「え、えっとですね。以前、私が属ぞくしていたところでは、二種類の悪魔祓いがありました」

「二種類？」

　俺の問いにアーシアはうなずく。

「ひとつはテレビや映えい画がでも出ている悪魔祓いです。神父さまが聖せい書しよの一節を読み、聖せい水すいを使い、人々の体に入り込んだ悪あく魔まを追い払はらう『表』のエクソシストです。そして、『裏うら』が悪魔の皆みなさんにとって脅きよう威いとなっています」

　アーシアの言葉に部長が続く。

「イッセーも出会っているけれど、私たちにとって最悪の敵は神、あるいは堕天使に祝福された悪魔祓い師よ。彼らとは歴史の裏うら舞ぶ台たいで長年にわたって争あらそってきたわ。天使の持つ光の力を借り、常じよう人じん離ばなれした身体能のう力りよくを駆く使しして全力で私たちを滅ほろぼしにくる」

　俺の脳のう裏りにイカレた少年神父が思い出される。

　白はく髪はつのイカレたエクソシスト。悪魔だけではなく、悪魔と関かかわりを持った人間さえも無残に斬きり捨すてる。正直、二度と会いたくない人種だ。

　そんなことを思っているうちに、アーシアはバッグから何やらたくさん取り出した。

　部長は汚きたないものに触ふれるような感じで水の入った小こ瓶びんを指で摘つまんでいる。

「では、聖水や聖書の特とく徴ちようをお教えします。まずは聖水。悪魔が触れると大変なことになります」

「そうね、アーシアも触れちゃダメよ。お肌はだが大変なことになるわ」

「うぅ、そうでした……。私、もう聖水を直じかに触ふれられません……」

　部長の言葉にアーシアはショックを受けている。まあ、悪魔だからな。

「作り方もあとでお教えします。役に立つかどうかわかりませんけど、いくつか製せい法ほうがあるんです」

　得意分野なのか、ハキハキと楽しそうにアーシアは講こう義ぎを続けていた。

　よっ！　悪魔神官！　って言ったら泣いちゃうだろうな。自重しよう。

「次は聖書です。小さい頃ころから毎日読んでいました。いまは一節でも読むと頭ず痛つうが凄すさまじいので困こまってます」

「悪魔だもの」

「悪魔ですもんね」

「……悪魔」

「うふふ、悪魔は大ダメージ」

「うぅぅ、私、もう聖書も読めません！」

　部員から総そうツッコミされて、涙なみだ目めのアーシア。

　部長から聞いたことがあるな。聖書を読まれると、俺おれら悪魔は相当苦しむって話だ。

　俺はまだ経けい験けんしたことがないが、悪魔でなくても聖書を読まれたら退たい屈くつそうなお話で辛つらいかもな。

　てか、アーシアは聖書を読んでいたのか。そんなのしてたら、いつか死んじゃうよ！

「でもでも、この一節は私の好きな部分なんですよ……。ああ、主よ。聖書を読めなくなった罪つみ深ぶかき私をお許ゆるし――あう！」

　あっ、またお祈いのりしてダメージ食くらってる。

　神様、この子のお祈りぐらい見み逃のがしてくださいな。

　こうして、午前の勉強会を終え、俺たちは午後の修しゆ行ぎようへと移うつっていった。
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　何日もの間、山にこもって皆と修行をして、わかったことがいくつかあった。

　俺には剣けんの才さい能のうがない。

　俺には格かく闘とう技ぎの才能がない。

　俺には魔力の才能がない。

　一番大きいのが、俺が壊かい滅めつ的なほど弱いってことだ。

　皆と修行すればするほど、自分がどれだけ矮わい小しような存在か突つきつけられた。

　――ゲームで役に立たない。

　そう、俺にはアーシアのような回かい復ふくもできない。

　順調といえば、野菜の処しよ理りだろうか。まあ、これも修行の一いつ環かんだ。

　俺は……本当に弱くて、役立たずだったんだ。
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　別べつ荘そうでの夜。

　俺はベッドの上で天てん井じようを見上げていた。山に籠こもってから一週間過すぎている。

　朝から晩ばんまで練習練習だ。ゲームで想定される連れん携けいや攻こう防ぼうバリエーションなんかも何度も何度も繰くり返した。

　隣となりのベッドで寝ねている木場へ視し線せんを移す。すやすやとよく寝ているようだ。

　……木場はスゴい。修行すればするだけ差を大きく感じてしまった。

　俺は一生かけても木場に剣けん術じゆつで勝てないだろう。生まれもっての才能と死に物狂ぐるいで努力して得た技術。

　どちらも俺にはない。これから努力して果たして木場と同等の腕うでに届とどくだろうか？　それは何年後だ？　いや、何十年後か？　ううん、一生届かないかもしれない。

　俺は――。

　魔力の修行。隣でぐんぐん成長するアーシア。炎ほのおや水、雷かみなりも小しよう規き模ぼながら使えるようになってきていた。俺は、いまだ米こめ粒つぶ程てい度どの魔力の塊かたまりしか作れない。

　俺は――。

　あー、くそっ！

　俺はたまらなくなり、寝ね床どこを飛び起きた。のろのろと起き上がり、キッチンのほうへ足を向ける。台所で水を一杯ぱい飲み干ほしていると――。

「あら？　起きたの？」

　リビングから部長の声。見ればテーブルのところに部長が座すわっていた。

「あ、部長。こんばんは」

「なに改まっているの？　ちょうど良かった、少しお話ししましょう」

　ティーライトキャンドルがテーブルの上で淡あわい灯ひをともしている。悪あく魔まは灯あかりがなくても夜よ目めが利きく。おかげで夜の山でトレーニングできたわけだが。と、なるとあのキャンドルは雰ふん囲い気き的なものか。

　俺はテーブルを挟はさんで部長の対面の席に腰こしをおろす。

　赤いネグリジェ姿すがたの部長は紅くれないの髪かみを一本に束ねてメガネをかけていた。

「あれ？　部長って目が悪いんですか？」

「あー、これ？　気分的なものよ。考え事をしているときにメガネをかけていると頭が回るの。ふふふ、人間界の暮くらしが長い証しよう拠こね」

　部長はクスクスと小さく笑う。メガネの部長も麗うるわしいなぁ……。てか、ネグリジェ姿も最高だ！

　テーブルの上に何やら地図らしきものとフォーメーションなどが書き込こまれた紙が置かれていた。……夜中、一人で作戦を練っていたのかな。

　部長は戦術が書かれているノートを閉とじてしまった。

「……正直、こんなものを読んでいても気休めにしかならないのよね」

　部長はため息まじりにそう言う。

「どうしてですか？」

「相手が他の上級悪魔なら、これを読んでいれば戦いはできるわ。この本は研究された戦いのマニュアルだもの。問題はそこじゃないの」

「？　じゃあ、いったい何がヤバいんですか？」

「ライザー本人よ。というよりもフェニックスが相手なのが一番問題なの」

　俺の疑ぎ問もんに答えた部長は一冊さつの書物を取り出してテーブルの上へ置いた。開かれているページに指をさす。そこには雄お々おしく炎の翼つばさを広げる火の鳥が描えがかれていた。

「その昔、フェニックスは命を司つかさどりし聖せい獣じゆうとして人々に崇あがめられていた。流す涙なみだはいかなる傷きずをも治し、その身に流れる血を飲めば不老不死を手に入れられると人間界の国々に伝説を残すほどだったわ」

　だが、聖獣であるフェニックスにはもうひとつの一族がいた。侯こう爵しやくの地位を持ち、『七なな十じゆう二ふた柱はしら』にも数えられた悪魔側のフェニックスだ。

「人間たちは聖獣フェニックスと区別するために悪魔のフェニックスを『フェネクス』と呼よぶようだけれど、聖獣と称しようされるフェニックスとライザーの一族は能のう力りよく的にはほとんど一いつ緒しよ。――つまり、不死身。私たちはそれと戦わないといけないのよ」

　不死身!?　ちょっ、ちょっと、それって！

「最強じゃないですか！　不死身って、そりゃいくらなんでも無む敵てきすぎる！」

「そうよ。ほとんど無敵ね。攻こう撃げきしてもすぐに再さい生せいして傷を治すわ。業ごう火かの一撃は骨ほねすら残さない。八勝二敗。これ、ライザーの公式『レーティングゲーム』の戦せん績せきよ。十回戦って八勝。二敗は懇こん意いにしている家か系けいへの配はい慮りよで、わざと負けただけ。実じつ質しつは全勝よ。すでに公式タイトルを奪だつ取しゆする候こう補ほにもなっているわ」

　……なっ。俺は絶ぜつ句くしていた。

　部長が言っていた問題ってのがわかった。――ライザーだ！　野や郎ろうをどうやって倒たおそうか、それを練っていたんだ！

「ライザーが婚こん約やく相手に選ばれたとき、嫌いやな予感がしたの。そうね、いま思えばこうなることを見み越こして、お父さまたちは最初から仕組んでいたんだわ。私が否いや応おう無しに結けつ婚こんするように、ライザーを当てた。こうして身内同士のゲームになってもライザーが相手なら、フェニックスが相手なら、勝てるはずがないと踏ふんでいたんだわ。チェスで言うところのハメ手。スウィンドルね」

　いくら部長が強くても不死身が相手ではどうにもならないって、部長の親おや御ごさんは考えたのか。ずるい！　それならどんな娘むすめでも確かく実じつに結婚するしかなくなる。

「レーティングゲームが悪魔の中で流は行やるようになって、一番台頭したのがフェニックス家だった。悪魔同士で戦うなんて、ゲームをするようになるまでほとんどなかったわ。『王キング』も参加するこのゲームで、フェニックスの強さが浮うき彫ぼりになったの。フェニックス家は公式『レーティングゲーム』で最強クラスの筆頭。――不死身。これがどれだけおそろしいものか、悪魔たちは初めて理り解かいしたのよ」

　不死身なら、何度やられても復ふつ活かつできる。フェニックスと違ちがって他の悪魔の力には限げん度どがあるだろうから、疲つかれたところを一気に叩たたかれるのか。うわ！　卑ひ怯きようなぐらいマジで強いじゃないか！

　――そ、それが俺たちの相手か！

　ライザーの下げ僕ぼく美女軍ぐん団だんを倒したとしても、ライザーを倒せなければ意味がない。いや、倒せるのか？　まさか、最初から筋すじ書がきアリのインチキ八や百お長ちよう試合じゃないよな？

　俺が陰いん鬱うつな顔をしていたのに気づいたのか、部長が苦く笑しようする。

「ライザーを倒せないこともないのよ？」

「マジっスか!?」

「ええ。倒す方法はふたつ。圧あつ倒とう的な力で押おし通すか、起き上がるたびに何度も何度も倒して相手の精せい神しんを潰つぶすか。前者は神クラスの力が必要。後者はライザーの精神が尽つきるまでこちらのスタミナを保たもつこと。身か体らだが再生して不死身でも心、精神までは不死身じゃないわ。倒すたび確実に相手の精神は疲ひ弊へいする。フェニックスの精神を押しつぶせば私たちの勝ちよ。再生も止まり、相手は倒れるわ。まあ、神みたいに一撃で相手の精神も肉体も奪うばい去る力があれば一番楽なんでしょうけどね」

　……どちらも相当な努力をしないと無む理りなんじゃないか？　初うい陣じんでそこまでできるのかな？　いや、やらないといけないんだろうけど。

　つまり、相手が「何度も再生しまくって精神的にツラいんでカンベンしてください」って言うまで戦えばいいのか。

　そうだ、前から疑問に思っていたことを訊きいてみるか。

「部長」

「なにかしら？」

「どうしてライザーのことを嫌きらっている……っていうか、今回の縁えん談だんを拒きよ否ひしているんですか？」

　俺の問いに部長は嘆たん息そくする。

　確たしかにライザーは女たらしで最低そうだけど、お家うちの事じ情じようも考えると無む下げに断ことわれないものだと思う。

「……私は『グレモリー』なのよ」

「え？　ま、まあ確かに……」

「いえ、改めて名を言ったわけじゃないのよ。私はあくまでもグレモリー家の人間で、どこまでいってもその名が付き纏まとうってこと」

　あー、なるほど。

「嫌なんですか？」

「誇ほこりに感じているわ。けれど、私個こ人じんを殺しているものでもある。誰だれしも私のことをグレモリーのリアスと見るわ。リアス個人として認にん識しきしてはもらえない。だから、人間界での生活は充じゆう実じつしていたの。誰も悪あく魔まグレモリーのことなんて知らないものね。皆みな、私を私として見てくれている。それがたまらなく好きだわ。悪魔の社会ではそれを感じることはできなかったし、これからも感じることなんてできないわ。私が私として充実できるのは、この人間界にいる間だけ」

　遠い目をしている部長。寂さびしさを瞳ひとみに乗せていた。

　俺には想そう像ぞうもつかない世界の話だ。俺は兵ひよう藤どう一いつ誠せいで、名について特に何も感じたことなんてない。俺は俺だし、俺の親おや父じと俺のお袋ふくろの息むす子こでしかない。

　いまのところ、どこにいても、どこに出ても俺は「兵藤一誠」個人として認識されている。部長はグレモリー家の看かん板ばんを背せ負おったまま生きてきた。これからもそうだ。

「私はグレモリーを抜ぬきとして、私を、リアスを愛してくれるヒトと一いつ緒しよになりたいの。それが私の小さな夢ゆめ。……残念だけれど、ライザーは私のことをグレモリーのリアスとして見ているわ。そして、グレモリーのリアスとして愛してくれている。それが嫌なの。それでもグレモリーとしての誇りは大切なものよ。矛む盾じゆんした想おもいだけど、それでも私はこの小さな夢を持っていたいわ」

　部長は『リアス・グレモリー』としてではなく、『リアス』として異い性せいに愛されたかったわけか……。乙おと女めの想いっていうのかな。

　でもお家の事情もあるし、部長自身も複ふく雑ざつなのは間ま違ちがいと思う。

　うーん、俺には乙女の心情も悪魔社会の構こう図ずもわからんから、うまいこと言えそうにないな……。

「俺は部長のこと、部長として好きですよ」

　何気なく俺の口から出た言葉だ。だが、部長はそれを聞いて目を丸くしていた。

「グレモリー家のこととか、悪魔の社会とかよくわからないし、俺にとってリアス部長はリアス部長であって……。うぬぬ、小こ難むずかしいことはよくわからないですけど、俺はいつもの部長が一番です！」

　俺は頭に浮うかぶ精せい一いつ杯ぱいのことを笑え顔がおで言った。

　ハハハ、我われながらシャレの利きいた色気のあることすら口にできなかったけどさ。

　……って、部長さま？　なんだか、部長が頬ほおを真っ赤に染そめている。

「ぶ、部長？　お、俺、何か変なこと言いました？」

　怪け訝げんに思い、訊いてみると部長は頭かぶりを振ふり、「な、なんでもないわ！」とあわてていた。

　なんだ？　何事？　まあ、いいか。

「しかし、天才の部長の初陣がそんな奴やつだなんて、前ぜん途と多た難なんですね」

「天才って言葉はあまり好きじゃないわね」

　頬を赤く染めたまま、部長は答える。

「どうしてですか？」

「天から授さずけられた才さい能のう……神から与あたえられたようで嫌いやな気分になるわ。私の才能はグレモリー家が代々培つちかってきたものの結けつ晶しよう。それを私は悪魔として受け継ついだ。神からもらったものだなんて思ったことは一度もないし、そんなことはあり得ない。私の力は我わがグレモリー家と私のものよ。だから私は負けない。戦う以上は勝つわ。勝つしかないのよ」

　自分に言い聞かせるように部長は言った。

　すごいな。強いよ、部長は。それに比くらべて俺は……。俺は……。

「部長、俺、ダメです。山に来てから……てんでダメっス」

　弱々しくつぶやき始めた俺を見て、部長は怪訝な表ひよう情じようを浮かべる。

「イッセー？」

「皆と修しゆ行ぎようしてて、強くなっているような気がするんですけど、それ以上に……差を感じてしまいました。剣けんの修行をすれば、木場の凄すごさがわかって、『ああ、俺は木場みたいな剣士にはなれない』とわかっちゃって……。魔ま力りよくの修行をすれば、朱乃さんの偉い大だいさを痛つう感かんして、横でアーシアはぐんぐん成長しちゃって……俺は何もできなくて……。ブーステッド・ギアがあるから、大だい丈じよう夫ぶだ！　って強がってみたりして……」

　俺はいつの間にか信じられないぐらい涙なみだを流していた。

　悔くやしくて、悔しくて。やればやるほど自分の矮わい小しようさが理り解かいできた。

　――俺には戦いの才能がない。

　それがわかってしまったんだ。

「自分が一番弱いって、わかりました……。俺が一番役立たずだって……十分にわかっちゃったんです……。たとえスゴい神セイクリツド器・ギアを持っていても俺が持ち主じゃ、意味がないんだって。だから、あのときライザー・フェニックスは俺を笑ったんですよね。『宝たからの持ち腐ぐされ』、『豚ぶたに真しん珠じゆ』、まさに俺のことじゃないですか」

　部長の前で俺はボロボロと涙を溢あふれさせていた。情なさけないぐらい、俺は悔し涙を垂たれ流していた。無様に鼻水まで出して。

　部長は立ち上がり、俺の横へ移い動どうしてきた。

　スッ。

　――っ。

　部長が俺をやさしく抱だき寄よせる。何度も何度も俺の頭をなでてくれた。

「自信が欲ほしいのね。いいわ、あなたに自信をあげるわ。ただ、いまは少しでも体と心を休ませなさい。眠ねむれるようになるまで私がそばにいるから」

　そのときは、その言葉の真意がわからなかった。だが、部長の温ぬくもりが俺の心身を癒いやしてくれる。

　いまはそれだけで十分だった。





　　　―○●○―　　　






「ブーステッド・ギアを使いなさい、イッセー」

　次の日。練習を始める前に部長が俺にそう言った。

　この山に入ってから、一いつ切さい禁きん止しされていた神セイクリツド器・ギアの使用。それをいま許ゆるされたわけだが……神セイクリツド器・ギアを使ってどうすればいいんだ？

「相手は祐斗でいいわね」

「はい」

　部長に促うながされ、木場が一歩前へ出た。俺と対たい峙じする。って、木場と戦えってか！

「イッセー、模も擬ぎ戦を開始する前に神セイクリツド器・ギアを発動させなさい。そうね……発動から二分後、戦せん闘とう開始よ」

「は、はい」

　俺は部長に言われるままブーステッド・ギアを左ひだり腕うでに出しゆつ現げんさせる。

「ブースト！」

『Bブoーoスsトt!!』

　俺の言葉に反はん応のうして神セイクリツド器・ギアが音声を発し、体に力が流れ込んでくる。これで俺の力は元の倍になった。

　十秒後。

『Bブoーoスsトt!!』

　さらに俺の能のう力りよくが倍になった。神セイクリツド器・ギアから伝わるパワーが俺の全身を駆かける。

　こうやって能力が倍になっていくのはいいんだが、『赤ブー龍ス帝テツのド・籠ギ手ア』には使用する際さいの注意があった。

　能力の増ぞう大だいには上じよう限げんがないと思われるが、実はそうでもない。一度、どこまで増大するのか試ためしに発動させてみたんだけど、発動から数分後、俺は倒れてしまった。

　理由は簡かん単たんだ。俺の体が増大されていく力に耐たえられなくなったからだ。あとで部長に訊きいたら、

「あなたがトラックだとして、想定されている積せき載さい量りようを遥はるかに超こえる荷物を載のせられた場合、どうなると思う？　動かなくなるでしょう？　そういうことよ」

　と、説明された。

　荷物とは倍になっていく俺の力。荷がどんどん倍になっていけば、トラックは速度が出なくなり、最終的に動けなくなる。

　つまり、力が増大しすぎると俺の体に負ふ荷かがかかるってことだ。だから、倒れた。力を蓄たくわえる体という器うつわが増加に耐えられなくなったから。

　数分間試したときも確たしかにそうだった。籠こ手ての宝ほう玉ぎよくから『Bバuーrスsトt　』と発せられた瞬しゆん間かんに、体中が重くなり、全身の機き能のうが一いつ瞬しゆん止まったように思えた。

　神セイクリツド器・ギアに限界がなくても、使い手の俺が先に限界を迎むかえちまう。それが俺の神セイクリツド器・ギアの弱点。

　というよりも俺の弱点だな。神セイクリツド器・ギアは悪くない。

　部長にパワーアップを命じられ、力の増大を十二回繰くり返す。部長が「ストップ」とブーステッド・ギアのパワーアップを止めるよう指し示じしてきた。

「いくぞ、ブーステッド・ギア！」

『Explosionエクスプロージヨン!!』

　この音声は、力の増加を止める意味も含ふくまれていて、一種のストッパーになっている。

　一度パワーアップが止まると、一定時間、力が上じよう昇しようした状じよう態たいで戦える。使用できる時間は、パワーアップ中の行動しだいだ。動けば動くほど、攻こう撃げきすればするほど、時間は縮しゆく小しようされる。これは俺の体力にも影えい響きようし、疲ひ弊へいしている状態だと、やはり使用時間は少ない。この神セイクリツド器・ギアをうまく使うコツのひとつが、俺がダメージを負っていないことだ。

　そう、怪け我がもしてなくて、体力も十分のいまがブーステッド・ギアの能力を存ぞん分ぶんに使える。

　倍ブー化スト中も力が上がっているが、増加を一度止めて一定時間パワーアップしている状態のときに比くらべると神セイクリツド器・ギアの力が不安定のため、下へ手たに動くと元の体力に戻もどってしまう危き険けん性せいがあった。そのため、ちゃんと一度止めて使用したほうが能力的に確かく実じつだ。

　倍化中は下手に動かず、逃げ回るか隠かくれていたほうが賢けん明めいだと思う。

　さて、二分間高めた俺の力はトンでもないことになっていた。体に溢あふれる力は尋じん常じようじゃない。

「その状態でイッセーは祐斗と手合わせしてみてちょうだい。祐斗、相手をよろしく頼たのむわね」

「はい、部長」

　部長の指示に従したがい、木場は木刀を俺へ構かまえた。

「イッセー、剣けんを使う？　それとも素す手ででいく？」

　部長が俺の攻撃手しゆ段だんを確かく認にんしてくる。

　うーむ、木刀を持ったところで使いこなせるわけもないしな……。

「素手でやってみます！」

「よろしい。では、二人とも始めてちょうだい」

　俺も木場に対して構えを取る。まあ、素しろ人うとの構えだけど。

　フッ。

　目の前から突とつ然ぜん木場が消えた！　やばっ！　『騎ナイ士ト』の特とく性せいはスピード！　木場の動きは神速だ！　いったん目を離はなせば、軽々と攻撃を――。

　ガシッ！

　木場の一撃が俺へ繰り出されるが、瞬しゆん時じに腕を交差させてガードした。よし！　これぐらいなら平気だ！

「っ！」

　木場が少しだけ驚おどろく様子を見せた。隙すきあり！　いったん足を止めた木場へ拳こぶしを放つ。

　スッ！

　拳が当たる寸すん前ぜん、木場の体が消え去り、拳は空くうを切った。チッ！　避よけられたか！

　木場はどこに避けた？　目を辺りに配らせて奴やつを追う。……いない！　左右と真正面にいないってことは背はい後ご！

　しかし、振ふり返ってみても木場の姿すがたはない。

　ッ！　上か!?　上空を見上げたとき、木場が剣を下へ突つき出して降ふってくる寸前だった。

　ゴッ！

　鈍にぶい音が木こ霊だまする。ぐはっ！　俺の頭部に一撃が入った。痛いてぇぇぇぇ！

「痛いたっ……」

　俺は打たれた箇か所しよを押おさえもせずに、地面へ降り立った木場に蹴けりを放った。

　ヒュッ！

　また、かわされた！　くっそ！　全然当たらない！　『騎士』が相手だとここまで素す早ばやさに手こずるのか！

「イッセー！　魔ま力りよくの一撃を撃うってみなさい！　魔力の塊かたまりを出すとき、自分が一番イメージしやすい形で撃つの！」

　部長からの指示が飛んでくる。

　魔力の一撃ですか？　ここで俺に？　木場に当たるかどうかわからないけど、仕方ない！　部長の指示に従うぜ！

　俺は体に流れる魔力を手のひらに集中させる。小さな米こめ粒つぶほどの魔力の塊が出来上がった。相変わらず小さい！

　それを木場に向かって放ほうり出す！　その瞬間、俺は度ど肝ぎもを抜ぬかした。

　グオォォォォォォオオオオンッ！

　デカい！　俺が放った米粒ぐらいの魔力の塊は、手から離れた瞬間に巨きよ大だいなものへ変へん貌ぼうを遂とげていた！

　米粒が巨きよ岩がんぐらいになってる！　これって！　そうか、ブーステッド・ギアでパワーアップされたのか！

　木場に迫せまる巨大な魔力の塊。速度もなかなかのものだが――。

　スッ。

　簡かん単たんに木場がかわしてしまった。そりゃそうだよね。あー、当たらないと意味がないのに。そんな悲観を感じていたが、その認にん識しきはすぐに消え去った。

　目標を失い、遥はるか先に飛んでいった魔力の塊は隣となりの山に飛んでいったんだが――。

　ドッゴォオオオオオオオオオオオオオンッッ!!

　凄すさまじい爆ばく音おんと爆風を撒まき散らしながら、隣の山が吹ふっ飛んだ!!

　え！　え？　ええええええええええええ!?

　……俺おれの放った魔力の一撃が、山ひとつを消し飛ばしてしまった……。大きく抉えぐれた形を残す山。風景が大きく変わってしまった。

　……え？　マジで？　マジで消し飛んじゃったの？　山だよ？　お山だよ？

　あまりの出来事に呆あつ気けに取られる俺。

『Rリeセsツeトt　』

　籠こ手てから音声が発せられ、同時に増ぞう幅ふくされていた力が俺の体から抜けていく。強化されている時間が終わったようだ。

　途端、一気に力が抜けた。体の内側が空になる感覚。魔力が尽きたみたいだ。

「そこまでよ」

　部長が俺と木場の手合わせを止めた。木場も木刀をおろす。俺も腰こしを抜かしたように地面へ座すわり込こんだ。

　や、山が消えちまった。

　俺はその衝しよう撃げきに心しん臓ぞうをバクバク鳴らしていた。お、俺がやったのか？　いまだに信じられん。あ、あんな攻こう撃げきが俺の手から出るなんて……。

「お疲つかれさま、二人とも。さて、感想を聞こうかしら。祐斗、どうだった？」

　部長の問いかけに木場が答える。

「はい。正直、驚きました。実は最初の一撃で決めようと思っていたんです」

　え？　最初の一撃って、俺がガードできた攻撃のことか？

「ところが、イッセーくんのガードを崩くずせませんでした。打ち破やぶる気まんまんでいたんですけどね。二撃め、上からの振り下ろしで頭部を狙ねらい、打ち倒たおそうとしましたが、これも無理でした」

　ハハハと爽さわやかに笑う木場。木刀を皆みなに見せるように前へ出す。

　――っ。その木刀はすでに折れかけていた。

「魔力で木刀を覆おおって強化していたんですが、それでもイッセーくんの体が硬かたすぎて大したダメージも与あたえられずって感じです。あのままやっていたら僕ぼくは得え物ものを失って、逃にげ回るしかなかったですね」

「ありがとう、祐斗。そういうことらしいわ、イッセー」

　そういうことらしいわって、部長、これがもしかして昨ゆう夜べ話していた「自信をあげる」ってやつですか？

「イッセー。あなたは私に『自分は一番弱く、才さい能のうもない』と言ったわね？」

「は、はい」

「それは半分正せい解かい。ブーステッド・ギアを発動していないあなたは弱いわ。けれど、籠手の力を使うあなたは次元が変わる」

　部長が吹っ飛んだ山へ指をさす。

「あの一撃は上級悪魔クラス。あれが当たれば大たい抵ていの者は消し飛ぶわ」

　マジっスか！　確たしかにあんなの食くらえば無事じゃ済すまないよな。

「基き礎そを鍛きたえたあなたの体は、莫ばく大だいに増ぞう加かしていく神セイクリツド器・ギアの力を蓄たくわえることのできる器うつわとなったわ。現げん時じ点てんでも力の受け皿として相当なものよ。ね、言ったでしょ？　あなたは基礎能力を鍛えれば最強になっていくの。始まりの数字が高ければ高いほど、増大していく力も大きいのよ。源みなもとの体力『一』が『二』になる。あなたにとってはそれだけでも強大な成長なの」

　――っ。

　俺の力は、スゴい……のか？

　いまだ自分の力を疑うたがう俺に、部長が自信満々に言う。

「あなたはゲームの要かなめ。イッセーの攻撃力が状じよう況きようを大きく左右するの。あなた一人で戦うのなら、力の倍化中は隙すきだらけで怖こわいでしょうね。けど、勝負はチーム戦。あなたをフォローする味方がいる。私たちを信じなさい。そうすれば、イッセーも私たちも強くなれる。勝てるわ！」

　――強くなる。俺が？

「あなたをバカにした者に見せつけてやりましょう。相手がフェニックスだろうと関係ないわ。リアス・グレモリーとその眷けん属ぞく悪あく魔まがどれだけ強いのか、彼らに思い知らせてやるのよ！」

『はい！』

　全員が力強く返事をした。そうだ！　俺には部長と仲間たちがいる！

　強くなる！　俺は皆とともに強くなってやるんだ！

　ライザー・フェニックスに勝ってやる！







　決意を新たに、結束を深め合った山やま籠ごもり修しゆ行ぎよう合宿は順調に進み、その後無事に終わりを告げる。

　そして、俺たちは決戦当日を迎むかえた。









　Life.4　決戦、始まります！









　決戦当日。

「よし」

　俺は自室で気合を入れていた。

　現げん在ざい、夜の十時。決戦は二時間後の深夜零時ちょうどからだ。

　今日に限かぎっては悪魔の仕事も休み。学校が終わると、そのまま帰き宅たくとなった。余よ計けいなことで力を使うこともないからな。

　三十分前に部室へ集まる予定だからあと一時間と少ししか、ここにはいられない。それでも自室が一番落ち着くからな。ギリギリまでここの空気を吸すっていたい。

　あっちに行けば否いや応おう無しに緊きん張ちよう感が頭を支し配はいする。あー、高校受験の合ごう否ひ発表以上に緊張するぜ……。

　俺の出いでたちといえば、学生服だ。これが一番だと思った。というよりも、戦せん闘とう用に服を用意したほうがいいのでしょうか？　と部長に訊たずねたら、

「私の眷属のユニフォームがあるとすれば、駒く王おう学園の学生服かしら。オカルト研究部ですものね」

　と、笑え顔がおで返された。

　そんなわけで、俺の戦闘服は学生服だ。まあ、格かく闘とう技ぎを習っていたら胴どう着ぎなんてものを用意できたんだろうけどさ。

　近くに大量のバナナの皮が置いてある。中身はすべて食べ終わっているが、合宿から続けている例の修行はほぼ完かん璧ぺきに近い。

　いける。いけるぞ、俺の新必ひつ殺さつ技わざ！

　コンコン。

　部屋をノックする音。ん？　アーシアか？

「イッセーさん、入ってもいいですか？」

「ああ、いいよ」

　ドアを開けて入ってきたアーシアの格かつ好こうを見て俺は軽く驚いた。

　シスターの服を着ていたからだ。もちろん、ロザリオは胸むねに下げていない。ヴェールも頭につけていないな。

「アーシア、その格好……」

「は、はい。部長さんに訊きいたら、『自分で一番良いと思える服で来て欲ほしい』と。私、悩なやんだんですが、これが一番動きやすいかなって思いました。……主クのリス下チヤ僕ンではなくなってしまいましたが、信しん仰こうを忘わすれたことはありません。いまは悪魔ですけど……」

　そうか。この子なりに考えたんだな。

　あえて悪魔同士の戦いにシスター服で臨のぞむってのも相当な根こん性じようがあると思うが、アーシアが決めたなら俺は文もん句くもない。部長だって笑って許ゆるしてくれるだろう。

「うん。アーシアはシスターの姿すがたが一番しっくりくるかもしれないな。学校の制せい服ふくも捨すてがたいけど、俺とアーシアが初めて出会ったときはシスターの格好だったし。やっぱり、よく似に合あっているよ」

「ありがとうございます」

　俺が褒ほめてあげると、アーシアは心底うれしそうな笑顔を浮うかべた。

「あ、あのイッセーさん」

　突とつ然ぜんもじもじしだすアーシア。なんだ？

「そばに行ってもいいですか？」

「あ、ああ、いいけど」

　ベッドに座すわっていた俺のもとへ近づいてきて、隣となりにアーシアが座る。すると俺の腕うでに絡からみ、ぎゅっとしてきた。

「ど、どうしたんだよ、急に」

　あわてる俺だが、アーシアがふるふると震ふるえているのが腕から伝わってきた。

「……これから怖こわい戦いが待っていると思うと、震えが止まらないんです。でも、イッセーさんがいてくれるなら私はだいじょうぶです」

「アーシア……」

「えへへ。やっぱり、イッセーさんのそばにいると怖くなくなります。……お家うちを出る時間までこうしてていいですか？」

「うん」

「……これからもずっとイッセーさんのそばにいてもいいですか？」

「ああ、ずっと一いつ緒しよさ」

「…………よかった」

　俺はアーシアの震える手をやさしく握にぎり、家を発たつ時間まで静かに過ごした。

　いつの間にか、俺の緊張もアーシアの震えも止まっていた。
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　深夜十一時四十分頃ごろ――。

　俺と部員たちは旧きゆう校こう舎しやの部室に集まっていた。それぞれ、一番リラックスできる方法で待機している。基き本ほん的にアーシア以外の者はいつもの学生服だ。

　木き場ばは手てつ甲こうを装そう備びし、脛すねあてもつけていた。剣けんは壁かべに立てかけている。

　小こ猫ねこちゃんは椅い子すに座り、本を読んでいた。手にはオープンフィンガーグローブ。格闘家がつけているようなものだ。童顔少女が身につけていると妙みように迫はく力りよくがある。

　朱あけ乃のさんと部長はソファに座り、優ゆう雅がにお茶を口にしていた。さすが俺らのお姉さまたちは落ち着いているなぁ……。

　俺とアーシアは椅子に座り、静かに時間を待っているだけだった。

　開始十分前になった頃、部室の魔ま方ほう陣じんが光りだし、グレイフィアさんが現あらわれる。

「皆みなさん、準じゆん備びはお済すみになられましたか？　開始十分前です」

　グレイフィアさんが確かく認にんすると、皆が立ち上がった。グレイフィアさんは説明を始める。

「開始時間になりましたら、ここの魔方陣から戦闘フィールドへ転送されます。場所は異い空くう間かんに作られた戦闘用の世界。そこではどんなに派は手でなことをしても構かまいません。使い捨すての空間なので思う存ぞん分ぶんにどうぞ」

　はぁ。なるほど。戦闘用のフィールドか。悪魔はそんなものも用意できるんだな。

　確たしかに人間界や悪魔の世界のどこかで戦いを始めたら破は壊かいは免まぬがれないし、いろいろな影えい響きようが出るかもしれない。何をやっても害の出ない世界は必要ってことか。

　それはいいとして、このゲームに参加する前に俺は疑ぎ問もんがあった。

「あの、部長」

「何かしら？」

「部長にはもう一人、『僧ビシヨ侶ツプ』がいますよね？　その人は？」

　そう、アーシアを悪魔へ転生させる前に部長は言っていた。すでに自分には『僧侶』がいる――と。

　他ほかの任にん務むがあるから遠いところにいるって話だけど、この大事にいないってのはどうなのか？

　俺の質しつ問もんを受けると、俺とアーシア以外のメンバーの様子がおかしかった。何だか、腫はれ物に触さわってしまったような感じだ。空気がガラリと変わってしまった。みな一様に口を閉とざしている。

「残念だけど、もう一名の『僧侶』は参加できないわ。いずれ、そのことについても話すときがくるでしょうね」

　部長は俺に目線を合わせず言う。

　何やらわけありのようだな。この話題はここまでにしておいたほうがいいかもしれない。

　でも、主あるじの大事なゲームを放ほうり投げてまでやっていることってなんだ？　疑問は尽つきない。重たい空気のなか、グレイフィアさんが口を開く。

「今回の『レーティングゲーム』は両家の皆みなさまも他の場所から中ちゆう継けいでフィールドでの戦せん闘とうをご覧らんになります」

　マジか。見られるの？　高みの見物か。いいご身分ですね、上級悪魔の親おや御ごさんは。って、部長の親御さんも見ているのだから、俺も無様なところは見せられないな。

「さらに魔王ルシファーさまも今回の一戦を拝はい見けんされておられます。それをお忘わすれなきように」

　魔王！　魔王さまが!?　うっわ、それは緊きん張ちようするよ。俺らのトップが見ているなんて、どんだけ注目されてんだ、この試合！

　と、部長が心底驚おどろく様子を見せる。

「お兄さまが？　……そう、お兄さまが直ちよく接せつ見られるのね」

　……え？　俺は我わが耳を疑うたがった。いま、部長はなんて言った？　お、お兄さま……？

　俺おれは疑問を感じ、手をあげながら口を開く。

「あ、あの、いま、部長が魔王さまのことをお兄さまって……。俺の聞き間ま違ちがいでしょうか？」

　だが、木場はさらりと答える。

「いや、部長のお兄さまは魔王さまだよ」

　なっ……。

「ま、魔王ぉぉぉぉぉっ!?　部長のお兄さんって魔王なんですか!?」

「ええ」

　即そく肯こう定ていする部長。

　マジですか！　マジで!?　いや、待てよ。でも部長は「グレモリー一族」だよな。魔王さま方のお名前と違う気がするんだけど……。

　ルシファー、ベルゼブブ、レヴィアタン、アスモデウス。どの名前にも当て嵌はまらないぞ？

「部長のファミリーネームと魔王さま方のお名前が違うから、混こん乱らんしてたりする？」

　木場に心中で思っていたことを言い当てられる。不ふ愉ゆ快かいだが、まさにその通りだ。

「ああ、まあな」

　俺が渋しぶ々しぶ同意すると、木場は説明を始めた。

「先の大戦で魔ま王おうさまは致ち命めい傷しようになられてね、すでに亡なくなられたんだよ。しかし、魔王なくして悪魔はあり得ない。そこで――」

　悪魔たちは魔王の名前を残し、強大な力を持つ者へ名を受け継つがせた。現げん四大魔王は、初代から名を受け継いだ後こう継けい者しやの最上級悪魔だそうだ。

　そうか。「ルシファー」も「ベルゼブブ」も、個こ人じん名めいじゃなく、いまでは役やく職しよく名か。

「正直言うと、神陣じん営えい、堕だ天てん使しの組そ織しき、悪魔、この三すくみのうちで現げん在ざい一番力を持っていないのは悪魔なんだよ。結けつ構こう、危あぶない状じよう況きようなんだけど、現魔王さまが先代魔王さまに負まけず劣おとらずなんでどうにか保もっているんだ」

　……悪魔社会も薄うす皮かわ一枚まいで繋つながっているってところなのか……。

　図書館の書しよ籍せきにも書かれている魔王がすでに死んでいるって、かなりショックだ。

「じゃあ、最上級悪魔として部長のお兄さんが魔王に選ばれたわけか？」

　俺の問いに木場もうなずく。

「サーゼクス・ルシファー――。『紅クリム髪ゾンの・魔サ王タン』、それが部長のお兄さまであり、最強の魔王さまだよ」

　――サーゼクス・ルシファー。

『グレモリー』でなく『ルシファー』か。もう、部長と同じ家名を名乗っていないわけだ。

「……だから、部長は家を継がないといけないのか」

　兄あに貴きが魔王になっちゃったら、そりゃ仕方ないな。お兄さんは悪魔社会を背せ負おわないといけないんだから。すっげぇ。部長ってば、身内まで桁けた外はずれなんだな……。

「そろそろ時間です。皆みなさま、魔方陣のほうへ」

　グレイフィアさんに促うながされ、俺たちは魔方陣に集結する。

「なお、一度あちらへ移い動どうしますと終しゆう了りようするまで魔方陣での転てん移いは不ふ可か能のうとなります」

　帰ってくるときは勝敗が決しているってことだな。

　魔方陣の紋もん様ようがグレモリーから見知らぬものへ変わり、光を発した。フェニックス家でもない。ゲーム用のものかな？

　そんな疑ぎ問もんが頭を過よぎっているうちに、俺たちを光が包み込み、転移が始まったのだった。
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　……目を開けるとそこは。

　……あれ？　俺は眼がん前ぜんの風景に首をかしげた。当然だ。だって、ここは部室だもの。

　あらら、転移失敗？　だが、俺とアーシア以外は落ち着いたものでこの状況に何も動じていない。

　つーか、グレイフィアさんがいないんですけど。まさか、一人だけ転移しちゃったのか？

　と、思っていたら――。

『皆みなさま。このたびグレモリー家、フェニックス家の「レーティングゲーム」の審アー判ビター役を担になうこととなりました、グレモリー家の使用人グレイフィアでございます』

　校内放送？　グレイフィアさんの声だ。

『我が主、サーゼクス・ルシファーの名のもと、ご両家の戦いを見守らせていただきます。どうぞ、よろしくお願い致いたします。さっそくですが、今回のバトルフィールドはリアスさまとライザーさまのご意見を参考にし、リアスさまが通う人間界の学び舎や「駒王学園」のレプリカを異い空くう間かんにご用意いたしました』

　なっ！　じゃ、じゃあ、この部室は作り物？　まんま同じじゃん！　飾かざり物の位置や部屋の壁かべの傷きずまで再さい現げん率りつが高すぎるだろう！

　あ、でも。窓まどから外を見ると、空が白い。深夜のはずなのに空は暗くなかった。真っ白な世界に学校のレプリカが存そん在ざいする感じなのか？

　つーか、異空間に俺の学校を再現って悪魔の力はどこまで凄すさまじいんだ！

『両陣営、転移された先が「本陣」でございます。リアスさまの本陣が旧きゆう校こう舎しやのオカルト研究部の部室。ライザーさまの「本陣」は新校舎の生徒会室。「兵ポー士ン」の方は「プロモーション」をする際さい、相手の「本陣」の周囲まで赴おもむいてください』

　俺のことだ！　相手の本陣とやらに行かないと『プロモーション』できないのか。俺の駒こまの特とく性せい上、『プロモーション』は必ひつ須す。

『プロモーション』とは、チェスのルールと同様、『兵士』が相手陣地の最深部に駒を進めたときに発動できる特とく殊しゆなものだ。『王キング』以外の駒に変化可能となる。

　是ぜが非ひでも俺は相手の本陣に突つっ込こまないといけない。生徒会室か。校舎の最上階の一番端はしっこだ。俺はそこを目指す！

　逆ぎやくをいえば、ライザー側の『兵士』がここまで来ると『プロモーション』できる。あちらは俺一人と違ちがい、八名もいる。全員、『女クイ王ーン』に変化したら手のつけようがないんじゃないか!?

『女王』は最強の駒。昇しよう格かくされたら大変な目に遭あうのは必ひつ定じようだ。

『兵士』が最初に動いて潰つぶし合うのが定石らしい。ってことは、俺一人で美少女『兵士』を八名も相手にしないといけないのかな……。うおっ、前ぜん途と多た難なんだぜ。

「全員、この通信機器を耳につけてください」

　朱乃さんがイヤホンマイクタイプの通信機器を配る。

　それを耳につけながら部長が言う。

「戦場ではこれで味方同士やり取りするわ」

　これで離はなれた場所から命令を受けたりするのか。大事なアイテムだ。壊こわさないようにしなくては。

『開始のお時間となりました。なお、このゲームの制せい限げん時間は人間界の夜明けまで。それでは、ゲームスタートです』

　キンコンカンコーン。

　鳴り響ひびく学校のチャイム。これが開始の合図か。

　こうして、俺たちにとっての初『レーティングゲーム』の狼の煙ろしがあがった！
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「さて、まずはライザーの『兵士』を撃キヤプ破チヤーしないといけないわね。八名全員が『女王』に『プロモーション』したら厄やつ介かいだわ」

　部長がソファに腰こしをおろしながら言う。意外に余よ裕ゆうだ。

　朱乃さんもお茶の準じゆん備びをし始める。あ、あの、戦せん闘とう中ですよ……？

「ぶ、部長、結けつ構こう落ち着いていますね……」

「イッセー、戦いは始まったばかりよ？　もともと、『レーティングゲーム』は短時間で終わるものではないわ。もちろん、短ブ期リ決ツ戦ツの場合もあるけれど、大たい概がいは長時間使うわ。実じつ際さいのチェスと同様ね」

　そ、そういうものなのか？　俺はてっきり映えい画がの合戦シーンのような戦いを想そう像ぞうしていたんだけど……。こう、「入り乱みだれて超ちよう決けつ戦せん！」みたいな。

「『レーティングゲーム』は戦場を使い込んでこそ意い義ぎがある。大たい抵ていの場合、両りよう陣じん営えいの本陣は砦とりでか城しろ、または塔とうになるわね。本陣と本陣の間に森や山、川、湖を挟はさんで大おお掛がかりな戦闘をするのよ。今回は学校が舞ぶ台たい。祐ゆう斗と」

「はい」

　部長に促うながされ、木場がテーブルの上に地図を広げた。おおっ、俺の学校の全体図だ。

　マスで区切られ、縦たてと横に数字やら英字やらが書き込まれている。ああ、わかったぞ。

　これ、チェスのボードに倣ならっているんだ。

　部長は旧校舎、新校舎の端っこを赤ペンで丸をした。ああ、なるほど。俺たちの本陣と相手の本陣に印をつけたのか。

「私たちの本陣近辺に森があるわ。これは私たちの領りよう土どと思ってかまわない。逆に新校舎はライザーの陣地ね。入った瞬しゆん間かんに相手の巣の中に入ったと思ってちょうだい。校庭は新校舎から丸見え。ここをただ通るのは危き険けんだわ」

　確たしかに。窓から丸見えだもんな、校庭。戦闘フィールドに一度来てしまうと、このなかで魔ま方ほう陣じん転てん移いは不ふ可か能のう。つまり、旧校舎から新校舎に移動などの小しよう規き模ぼの魔方陣移動もできなくなる。

　ここから他の場所へ移動するのは足でのみ。まあ、翼つばさを広げて空からってのもあるだろうけど、目立つから得とく策さくじゃないな。それに俺はまだ飛べないし。

「じゃあ、新校舎に入るなら、裏うらの運動場からですか？」

　俺の問いに部長は苦く笑しようする。

「普ふ通つうならね。でも、そんなの相手だって理り解かいしているわ。運動場に下げ僕ぼくを配置するでしょうね。……運動場にある部活の棟とう。ここに『戦ルー車ク』か『騎ナイ士ト』を置くかしら。いえ、運動場みたいに広い場所なら機動力が求められる。『騎士』を一名置いて、下に『兵士』三名ないし、四名配置かしら。それなら運動場全ぜん域いきを把は握あくできる」

　そこへ木場が意見を言う。

「部長、旧校舎寄よりの体育館。これを先に占せん拠きよしませんか？　ここを取れば新校舎までのルートを確かく保ほできます。体育館は新校こう舎しやとも旧きゆう校舎とも隣りん接せつしてますし、相手へのけん制せいになります」

　木場の意見に部長もうなずく。

「ええ、私もそう思っていたわ。まずは体育館を取る。……場所的に相手が投入してくるのは『戦車』かもしれない。室内だから、機動力の『騎士』よりも破は壊かい力りよくの『戦車』のほうが特とく性せいを活いかせるわ」

　……うお、俺にはわからない戦せん略りやく分ぶん析せき会議が行われているぞ！　ま、まあ、俺は命令された指し示じに従したがうだけさ！　迷めい惑わくだけはかけないようにしようっと。

「……祐斗と小猫は、まず森にトラップをしかけてきてちょうだい。予よ備びの地図も持っていって、トラップ設せつ置ち場所に印をつけるように。あとでそれをコピーして全員に配るわ」

「はい」

「……了りよう解かい」

　命令されるやいなや、木場と小猫ちゃんは地図と怪あやしげなトラップグッズを手に持って部室を出て行った。

「トラップ設置が完了するまで他の皆みなは待機。あー、朱乃」

「はい」

「祐斗と小猫が帰ってきたら、森周辺、空も含ふくめて霧きりと幻げん術じゆつをかけておいてくれるかしら。もちろん、ライザーの眷けん属ぞくにのみ反はん応のうする仕組みよ。序オープ盤ニングはこんな感じかしら、中ミドル盤ゲームに動きが激はげしくなりそうだけど。霧と幻術の件けん、お願いね、朱乃」

「わかりました、部長」

　朱乃さんが了りよう承しようする。

　すでに作戦は始まっているんだな。俺おれとアーシアはどうしたらいいかわからんぜ。

「あ、あの、部長。俺はどうしたらいいんですか？」

　さすがに俺だけ動かないってのもダメな気がする。何か仕事をしていたい！

「そうね。イッセーは『兵ポー士ン』だから『プロモーション』しないといけないわね」

「はい！」

　元気よく返事をした俺。部長はちょいちょいと手て招まねきする。はて？　なんだ？

「ここに座りなさい」

　隣に座すわるよう指し示じしてくるので、部長の隣に座った。すると、部長は自分の太ももを指差す。

「ここへ横になるのよ」

　――ッ！　ま、まさか、それは伝説の……伝説の膝ひざ枕まくらってやつですかぁぁぁ!?

　そ、そんな……その白いおみ足を枕にしていいなんてこと……許ゆるされるのかっ！

「よ、よろしくお願いします！」

　俺は無む意い識しきのうちに部長へ行ぎよう儀ぎよく頭を下げていた。

　ゴクリ……。生なま唾つばを飲み込みながら、少しずつ少しずつ頭部を部長の太ももへ――。

　ぴと。

　俺の頬ほおに柔やわらかい感かん触しよくが伝わってくる。ぬおおおおおおおっ！　なんで部長はこんなに柔らかいんですか!?　部長との肌はだの触ふれ合いが多すぎて、俺、どうにかなってしまいそうです!!　部長のスキンシップは多感な時期をお過すごしの俺にとって必殺すぎるっ！

　このまま頬ほお擦ずりしたいけど、そんなことしたら俺がダメになるっ！

「うっうっ」

　いつの間にか、涙なみだがこみ上げてきた。

　膝枕。女の子にやってもらいたい百の願いのなかでもトップ10に入る。それが、それがいま実じつ現げんできているなんて……。

　自然と涙が流れて仕方ない。ああ、大切なゲーム中なのに何をやっているんだ俺。

　でも、モテないエロ学生だった俺がこんなことをしてもらえるようになるなんて、世の中わからないものです。ああ、父さん母さん生んでくれてありがとう！
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　そんな俺を見て部長が嘆たん息そくする。

「もう、何を泣いているの？」

「うぅ、部長に膝枕してもらえるなんて感動で涙が止まりません。この感触を俺は一生忘わすれません。うぅ、生まれてきてよかった」

「膝枕ぐらいまたしてあげるわ。本当に大げさな子ね」

　なっ!?　バ、バカな!?　アリなんですか!?　なんで部長はここまで俺を甘あまえさせてくれるんだ!?　いや、それはいまどうでもいい！　そうか、そんなことが可か能のうなのか！

　よーし、今度、マジで頼たのんでみよう！　あー、俺の学園ライフはなんて素す晴ばらしいものなんだろうか！　松まつ田だと元もと浜はまとの距きよ離りがどんどん広がっていく！　逆ぎやくに申し訳わけなくなってきた。あいつらの人生、これから楽しくなるよう願うしかない。

　ハッ！　アーシアがこちらを涙目で見ている！　しかも頬を膨ふくらませているじゃないか。

　え？　怒おこってらっしゃる？　なぜ？　とっても機き嫌げんが悪そうなんですけど……。

　すっ。

　俺の頭に部長の手が置かれた。

「……あなたに施ほどこした封ふう印いんを少しだけ解とくわ」

「え？　封印？」

　疑ぎ問もんを口にしたとき、俺の体が大きく脈動する。

　ドクン！

　同時に体の底から力が湧わきあがってきた。なんだ、これ？　すげぇ、ブーステッド・ギアのパワーアップとは違ちがう感覚だ。あれが他の場所から流れ込んでくる力だとすれば、いまのこれは身体の奥おく底そこから噴ふきあがり、全身に馴な染じんで解けていく感じだ。

　これはいったい――。部長が訝いぶかしげに思う俺の耳元で口を開く。

「覚えてる？　あなたを下げ僕ぼくに転生するとき、『兵ポー士ン』の駒こまを八つ全部使ったって話を」

「はい」

「そのとき、イッセーの力は悪あく魔まとして未み成せい熟じゆくすぎたから、『兵士』の力に制せい限げんをかけたの。ただの人間から転生したばかりのあなたでは、八個こ分の『兵士』の力に耐たえられなかった。単たん純じゆんな話、朱乃の次に強力な力となるのだから、よほどの力をつけないとイッセーのほうが壊こわれてしまう。だから、何なん段だん階かいかに分けて封印をかけたのよ。それをいま少しだけ解かい放ほうさせたの」

　解放――。じゃあ、いま俺の体に溢あふれるこの力は本来俺のものか。

「あの修しゆ行ぎようは、ブーステッド・ギアと『兵士』の力に対たい応おうするためのもの。まだまだ足りない部分もあるけれど」

　あの過か酷こくな修行にここまで意味があるとは！　死にかけてまで必死に乗り越こえてきてよかった！

　なでなで。

　俺の頭をなでてくれる部長。あー、お姉さまに頭をなでられるのって気持ちいいなぁ。

　アーシアの視し線せんがさらに鋭するどくなったのは気のせいだろうか。

「いい、イッセー？　相手が女の子でも倒すのよ？　手て加か減げんしちゃダメ。あちらは手加減なんてしないのだから」

「わ、わかりました！」

「そう、いい子ね。『プロモーション』は『女クイ王ーン』になること。最強の力を持つ『女王』になれば戦せん況きようも変わるわ」

「男の俺が『女王』になるってのもなんだか変な感じです」

　俺の意見に部長は小さく笑う。

「駒の役やく割わり名めいなんだから、深く考えなくていいのよ。うちはただでさえメンバーがライザーよりも少ないわ。別オーのバー役ロー割ドを覚かく悟ごでやらないといけないから、一人でも欠いたら戦いが厳きびしくなるわね」

　部長は俺たちの役割をちゃんと把は握あくして、戦場での使い方を模も索さくしているんだな……。

　俺が遠くから神セイクリツド器・ギアで高めた魔力の弾を校舎に向けて放てば一気に勝負がつく……ほど甘くはないか。あちらもそんな手、重々承知だし、対策されているかもしれない。

　それにパワーアップした攻撃には限りがあるし、俺は魔力が苦手だから、無駄なことはできない。やるなら、「女クイ王ーン」に昇格してからのほうが威力も含めて安心できるだろう。

　うん、俺は部長と仲間たちを信じて前へ出るだけだ！

「部長！　俺、絶ぜつ対たいに部長を勝たせてみせます！」

　本心だ。決心だ。やっぱ、こういうのは言葉に出してナンボだろう。

　それを聞いた部長が微ほほ笑えむ。

「ええ、期待しているわ。私のかわいいイッセー」

　絶対に部長を勝たせてみせる！　あんな奴やつに部長を渡わたしてなるもんか！

　と、俺は木場と小猫ちゃんが帰ってくるまで部長のおみ足を堪たん能のうしていたのだった。

　おかげで英えい気きが満ちた！





　　　―○●○―　　　






「よし！」

　旧きゆう校こう舎しやの玄げん関かんで俺は気合を入れていた。

　横には小猫ちゃん。次の作戦で俺のパートナーとなる。

「いい、イッセー、小猫。体育館に入ったらバトルは避さけられないわ。指し示じ通りに頼たのむわね。あそこは重要な場所になるわ」

　玄関までお見送りに来てくれた部長。隣となりで小猫ちゃんがうなずく。

「俺も問題ありません」

　目的地は体育館。そこで起こるであろうバトルに勝つこと。動く駒は俺と小猫ちゃんだ。

　失敗は許ゆるされない。ああ、負けられない。『プロモーション』もせずにリタイヤしてたまるか！

「では、僕も動きます」

　木場も剣けんを腰こしに携たずさえて出向く準じゆん備びをしていた。

「祐斗、例の指示通りに動いてちょうだい」

「了りよう解かい」

「アーシアは私と待機。けれど、イッセーたちの合図があったら、私とともに前へ出るわ。絶対にあなたはやられちゃダメよ。回かい復ふくサポート要員に倒たおれられたら元も子もないわ」

「は、はい！」

　アーシアも緊きん張ちようしながら元気よく返事をした。

　アーシアの回復能のう力りよくは俺たちの生命線。あの力があるから、俺たちは多少の無む茶ちやも作戦に入れることができた。

　彼女と『王キング』である部長を守りきるのがゲームを勝ちへ持っていくための必要な要よう素そだ。

「朱乃は頃ころ合あいを見計らって、お願いね」

「はい、部長」

　最強の下げ僕ぼく、朱乃さん。この人の動きですべてが決まると部長からも言われている。

　ニコニコ顔の奥おくに潜ひそんだ凶きよう悪あくな魔ま力りよくの一いち撃げきを期待してます！

　全員の確かく認にんを取ると部長が一歩前へ出る。

「さて、私のかわいい下僕たち。準備はいいかしら？　もう引き返せないわ。敵てきは不死身のフェニックス家のなかでも有ゆう望ぼう視しされている才さい児じライザー・フェニックスよ。さあ！　消し飛ばしてあげましょう！」

『はい！』

　全員で返事をしたと同時に駆かけ出した！

　俺と小猫ちゃんと木場が旧校舎を離はなれていく！

「イッセーさん！　皆みなさん！　がんばってください！」

　アーシアの応おう援えんがうしろから聞こえる。俺たちは後ろ手に腕うでをあげて振ふってみせた。

　さあ、後あと戻もどりはできないぜ、兵ひよう藤どう一いつ誠せい！　覚かく悟ごを決めて突とつ貫かんだ！

　体育館に向かって走りだす俺たち。途と中ちゆうで木場が別方向へ足を向ける。最初から木場とはそこで別れる算さん段だんだ。

「じゃあ、先で待っているよ！」

「ああ、先で待ってろ！」

　お互たがい別れのあいさつを決め込んで、散開する。奴は奴の仕事を。俺は俺の仕事だ！

　小猫ちゃんとともに体育館へ。

　正面からは新校舎と繋つながっているため、そちらからは入れない。侵しん入にゆうがバレるからな。

　体育館の裏うら側がわにある裏口から侵入を試みる。そこへ向かい、扉とびらのノブを回す。開いてる。カギはかかっていない。

　しっかし、この体育館、外観だけでも再さい現げん度ど高すぎだ。旧校舎もそうだけど、本当にそっくりだ。あとで「実は本物の駒王学園が舞ぶ台たいでした」って言われても信じるぞ。

　裏口から入ると、演えん壇だんの裏側に出る。演壇には幕まくがかかっていないため、内部が丸見えだ。

　俺はそろりそろりと演壇の端はしっこから、コートを見ようとしたら、小猫ちゃんがぼそりとつぶやく。

「……気配。敵」

　――ッ！　驚おどろく間もなく、体育館に大声が響ひびく。

「そこにいるのはわかっているわよ、グレモリーの下僕さんたち！　あなたたちがここへ入り込こむのを監かん視ししていたんだから」

　女の声だ。ライザーの下僕！　やはり侵入を見られていた！

　なら、こそこそ隠かくれる必要もないか。

　俺と小猫ちゃんは堂々と壇上に現あらわれる。体育館のコートには女じよ性せい悪魔が四名。

　チャイナドレスのおねえちゃんと双ふた子ご、それに――。

　あのロリな女の子は俺を棍こんで打うち倒たおした子だ。まさか、こんなに早く再さい会かいするとは……。

　確たしか、チャイナドレスのおねえちゃんが『戦ルー車ク』。双子は『兵ポー士ン』。小こ柄がらな子も『兵士』だ。ここに来る途中、部室にて敵の写真つきで説明を受けたからわかる。

『兵士』三、『戦車』一か……。こちらも『戦車』と『兵士』だが、数が倍も違ちがう。

　だが、作戦のためにも激げき突とつは避けられない。

「ブーステッド・ギア、スタンバイ」

『Bブoーoスsトt!!』

　倍化が始まった。よし！　やるしかねぇ！

「……イッセー先せん輩ぱいは『兵士』をお願いします。私は『戦車』を」

「ああ！」

　俺と小猫ちゃんはお互たがいに相手と対たい峙じする。チャイナドレスのおねえちゃんが中国拳けん法ぽうっぽい構かまえを取り、小柄な女の子が棍で構える。

　最後に双子が小型のチェーンソーをニコニコ顔で――って、チェーンソー!?

　ドル、ドルルルルルルルルルルル！

　危き険けんな音を立てながらチェーンソーに火が入った！

　うお！　マジか！　そんな危険なシロモノ、女の子が持っちゃダメだろ！

「解かい体たいしまーす♪」

　双子が同時で楽しそうに宣せん言げんしてくる！

　うおーい！　とっても明るい声でそんなこと口にしちゃダメだぞ！

　つーか、解体されたくねぇ！　チェーンソーを受けたらヤバい！

　ガッ！　ドッ！

　少し離はなれたところでは、すでに小猫ちゃんとチャイナドレスさんの戦せん闘とうが開始している。

　打撃と打撃で繰くり広げる格かく闘とう試合になってるぞ！　『戦車』同士だから一撃一撃が重そうだ。小柄な分、機き敏びんに動ける小猫ちゃんのほうが有利かと思ったが、あのねえちゃんも軽けい快かいな動きでトリッキーな攻こう撃げきをしやがる。

　ヒュン！

　風きり音を出しながら、棍を器用に回す『兵士』の少女。確か、ミラとかいう名前だったかな。

　脳のう裏りで苦い記き憶おくがフラッシュバックする。大おお見み得えきって、何もできずに棍で吹ふっ飛ばされた。……もう、負けたくない！

「バラバラバラバラバラ！」

　双子がチェーンソーを床ゆかに当てながら同時に直進してくる！　火花を散らし、床に傷きずを作りながら俺おれへ目め掛がけてチェーンソーを振ふり上げた！

　ドルルルルルルル！

　危険な駆く動どう音おんが俺の耳元を通り過すぎていく！　うはっ！　危あぶねぇ！　ギリギリで避よけられた！

　俺は双子の片かた方ほうをショルダータックルで吹っ飛ばして、距きよ離りを取る。このぐらいの行動なら倍化中のブーステッド・ギア状じよう態たいでもリセットがかからないようだ。あんま調子こいて攻撃すると元の状態に戻もどって一から増ぞう加かをやり直しだしな！

　ヒュッ！

　俺の背はい後ごから何かが向けられる音。

「おっと！」

　これもまたギリギリで避ける。俺の脇わき腹ばらを棍が鋭するどく過ぎ去っていく！　ミラって子の攻撃だ！　今度はかわしたぜ！

　思った以上に体が動ける！　修しゆ行ぎようの成果、それと先ほどの『兵士』の力の封ふう印いん解かい除じよが効きいているのか！

　いける！　いけるぞ！　俺は自分の力に確かく信しんが持てた。

　と、余よ裕ゆうを見せていたら頬ほおをチェーンソーがかすっていった！　痛いたみからして血が流れただろう。よく見れば、俺の制せい服ふくが所々裂さけている。うっ、実は結けつ構こう危ないかも。

『Bブoーoスsトt!!』

　これで二段だん階かいめ！

　倍化中も容よう赦しやなく女の子たちの攻撃が襲おそいかかってくる！　だが――。

　よっ！　ほっ！

　上から降ふりかかる攻撃は体を横向きにして攻撃を避け、横よこ薙なぎの攻撃はジャンプしたり、屈かがんでやり過すごす！　真正面からの棍による突つきは腕うでを交差させてしっかりガード！

　よっしゃ！　全部成功！　どうだ、ちくしょう！

「あー、もう！　ムカつくぅぅぅぅ！」

「どうして当たんないのよ！」

　双ふた子ごのチェーンソー使いがその場で地じ団だん駄だを踏ふみながらムカついている様子だった。

「……ガードが崩くずせない」

　棍使いの少女も自分の攻撃が効こう果か的に入らないことが気に入らないようだ。

　残念。俺だって必死こいて修行したんだ。はい、即そく敗北じゃ、部長や仲間に申し訳がたたない！

『Bブoーoスsトt!!』

　きた！　三度めのパワーアップ！　ここだ！

「いくぜ、俺の神セイクリツド器・ギアくん！」

『Explosionエクスプロージヨン!!』

　この段階で戦う！　体中、力が溢あふれる！　一定時間のパワーアップ状態！　一いつ瞬しゆんでも無む駄だにしないぜ！

「まずはキミたち！」

　俺は双子の片方に向かって駆かけ出した。速い！　自分で言うのもなんだが、いいダッシュだ！

　目標も俺の動きに一瞬反はん応のうできないでいた。認にん識しきしてから行動に移うつし、チェーンソーを振り回そうとしたときには俺の拳こぶしが先に届とどいていた！

　ドッ！

　俺の放った攻撃で吹っ飛ぶ双子『兵ポー士ン』の一人。

「この！　よくもお姉ちゃんを！」

　妹と思われるもう一人がチェーンソーを向けてくるが、その前に俺は上半身を回して裏うら拳けんで少女に一撃当てる！　チェーンソー少女の妹が床に倒たおれこんだ。

「はっ！」

　間かん髪はつ入いれず、棍こん使つかいの童顔少女が俺へ突きを繰り広げてきた！　あのときは一瞬でやられたけど！　今度こそは！

　体を捻ひねって突きを避ける！　渾こん身しんの突きを出したばかりで少女に隙すきが生じる！　ここだ！

「ダッ！」

　バキッ！

　俺の手刀が棍を叩たたき折った。って、痛いてぇ！　棍が思った以上に硬かたかった！

　間も空けずに得え物ものをなくした少女を突き飛ばす！

「キャッ！」

　少女が悲鳴をあげながら床に転がっていく。

「くっ！」

　チャイナドレスのねえちゃんの声。小猫ちゃんのほうへ視し線せんを向けてみれば、床に手をつくチャイナドレスのねえちゃんと変わらずに攻こう撃げきの構かまえを取っている小猫ちゃんの姿すがた。

　おおっ。見ているだけで小猫ちゃんのほうが優ゆう勢せいだってわかるぜ。

「もう！　こんな男に負けたらライザーさまに怒おこられちゃうわ！」

　体たい勢せいを直したチェーンソー娘むすめの一人が毒づく。

「絶ぜつ対たいにバラバラにする！」

　再ふたたびチェーンソーに火を入れる娘たち。

　ふふふ、息いき巻まいているのも今のうちだ。俺はすでに必ひつ殺さつ技わざの発動条じよう件けんを整えたぞ。

「くらえ！　俺の新必殺技！　『洋ドレ服ス・崩ブレ壊イク』ッ！」

　パチン！　俺が指を鳴らすと同時に――チェーンソーの双子、棍使いの服が弾はじけとんだ。

　そう、下着すらも粉々だ！　白く丸みを帯びた女じよ性せいの裸ら体たいが俺の眼がん前ぜんで展てん開かいする。

　おおっ、三人とも少々発育が足りないけど、これはこれで！

　ブバッ！　俺は嘲ちよう笑しようを浮うかべながら鼻血を噴ふき出した。

「イ、イヤァァァァァァァァァアアアアアアッッ！」

　体育館中に響ひびき渡わたる悲鳴。三人ともその場にうずくまり、大事な部分を隠かくそうとしていた。

「アハハハハハ！　どうだ、見たか！　これが俺の技だ！　その名も『洋ドレ服ス・崩ブレ壊イク』！　俺は脳のう内ないで女の子の服を消し飛ばすイメージだけを延えん々えんと、延々と妄もう想そうし続けたんだよ！　魔ま力りよくの才さい能のうを、すべて女の子を裸はだかにするためだけに使った！」

　そう、そのためだけに俺は魔力の才能を使い切ったといえる。もともと、俺には魔力の才能がない。ならば、自分の得意なイメージだけでも具ぐ現げん化かできるよう、全部使い込んだ。

　すべてはこの光景を見るがために！　ハハハ！　見ろよ、女の子を裸にしてやったぜ！

　これのために野菜とフルーツの皮を、手を使わずに魔力で剥むいてきた。気が遠くなるぐらい、数々の野菜とフルーツを丸裸にしてきた。

　発動の条件は相手に手で触ふれること。その際さいにイメージで高まった魔力を相手へ流し込む。その結果がこれだ。

「最低！　女の敵てき！」

「ケダモノ！　性せい欲よくの権ごん化げ！」

　チェーンソー娘たちが涙なみだ目めで俺を罵ののしってくる。その言葉、甘あまんじて受けよう。

「……見み損そこないました」

　グサッ。遠くからぼそりと聞こえてきた小猫ちゃんのつぶやきはさすがに胸むねに刺ささったけどさ……。そのとき、耳につけていた通信機器に音が入る。

『イッセー、小猫。聞こえる？　私よ』

　部長の声だ。小猫ちゃんのほうにも届いているようだった。

「はい！　俺も小猫ちゃんも無事です！　つーか、いまのところいい感じです！」

『それは結けつ構こう。でも、朱乃の準じゆん備びが整ったわ！　例の作戦通りにお願いね！』

　部長のオーダーが入った！　俺は小猫ちゃんと視し線せんで合図を送り合い、うなずいた。

　ダッ！

　うずくまる少女たちに目もくれずに俺と小猫ちゃんは体育館の中央口へ向かった。

「逃にげる気！　ここは重要拠きよ点てんなのに！」

　俺たちの行動に驚おどろくライザーの下げ僕ぼくたち。

　ああ、そうさ。ここは重要拠点だ。旧きゆう校こう舎しやと新校舎を繋つなぐ場所。チェスで言うところの『センター』。とても大切なものらしい。だから、俺もあんたたちも集まった！　ここをゲットしようと！

　それだからこそ、意味がある！　ここを囮おとりにすることに！

　中央口から飛び出た俺と小猫ちゃん。

　カッ！

　一いつ瞬しゆんの閃せん光こう。刹せつ那な――。

　ドォォォォォオオオオオオンッッ!!

　轟ごう音おんとともに巨きよ大だいな雷かみなりの柱が体育館へ降ふり注いだ。

　雷が止やんだとき、目の前にあったはずの体育館は根こそぎ消失していた。

「撃テイ破ク」

　朱乃さんの声だ。

　振ふり返ると、ニコニコ顔の朱乃さんが黒い翼つばさを広げて空に浮ういていた。右手を天にかざしている。その手はパチパチと電気が走っていた。

『ライザー・フェニックスさまの「兵ポー士ン」三名、「戦ルー車ク」一名、戦せん闘とう不ふ能のう！』

　審アー判ビター役のグレイフィアさんの声がフィールド中に響ひびく。

　って、いまので俺と小猫ちゃんが相手をしていた連中が全員戦闘不能っ!?

　マジかよ！　いまの一撃で!?　そういや、以前に木場から聞いたことがある。

「『雷いかずちの巫み女こ』、それが朱乃さんの通り名だよ。部長が正せい規きのゲームができる年ねん齢れいじゃないから、まだ朱乃さんは知る人ぞ知る存そん在ざいだけど、それでも一部の者の間では有名になっているんだ」

　い、雷の巫女……。怖こわい。あんなのでお仕置きされたら確かく実じつに死ぬ！

　……うん、朱乃さんを絶対に怒らせないようにしよう。

「やったね、小猫ちゃん」

　と、俺が小猫ちゃんの肩かたをポンと叩たたこうとしたら、彼女はさらりと避よける。

「……触ふれないでください……」

　蔑さげすんだ声と顔で俺をジトーと睨にらむ小猫ちゃん。

　うぅ、その反はん応のうは悲しい。だけど、当たり前か、あんな技わざを見たら女の子ならば警けい戒かいしちゃうよね。

「ハハハ、だいじょうぶだよ。俺、味方には使わないから」

「……それでも最低な技です」

　あらら。どうやら、本ほん格かく的に嫌きらわれてしまったような……。

『皆みな、聞こえる？　朱乃が最高の一撃を派は手でに決めたわ。これで最初の作戦はうまくできたわね』

　耳につけた通信機器から部長の声が聞こえる。何やらうれしそうな声だ。

　部長の作戦。

　それは、重要なポイントと思われる体育館を破は壊かいすること。相手の下僕を巻まき込こむことを前ぜん提ていに。

　俺と小猫ちゃんは裏うらから侵しん入にゆうしたが、これは相手が監かん視ししていることを承しよう知ちでやった演えん技ぎだ。相手の下僕も体育館に入り込ませて、バトルするように仕向ける。ある程てい度ど戦闘したら、俺たちは逃げるだけ。

　その後、天空から朱乃さんが体育館ごと一いち網もう打だ尽じんだ。

　俺らは相手を檻おりに入れるための餌えさだった。檻に入ったところで餌は取り払はらわれ、檻ごと処しよ分ぶん。

　部長の作戦は成功だ！　重要拠点を丸ごと捨すて去り、逆ぎやくに攻こう撃げきに利用するなんてさすがです！　『戦車』一名に『兵士』三名を倒たおしたのはデカい！　こちらはまだ一名も欠いていないし、出だしは最高に決まった！

　部長が話を続ける。

『あの雷は一度放ったら二度めを撃つまで時間がかかるの。連発は不ふ可か能のう。まだ相手のほうが数では上。朱乃の魔ま力りよくが回かい復ふくししだい、私たちも前へ出るから、それまで各自にお願いするわね。次の作戦に向けて動き出してちょうだい！』

「はい！」

　部長とアーシアが出るのか。俺と小猫ちゃんの次の行動は……木場と合流して運動場にいる敵てきを撃破すること！

　と、そのときだった。

　ドォンッッ!!

　突とつ然ぜんの爆ばく砕さい音おんが近くから発生する。音の出先に目を向けると――。

「……こ、小猫ちゃん！」

　小猫ちゃんが少し離はなれた場所で煙けむりを上げながら倒たおれていた。俺は急いで駆かけ寄より、抱だきかかえる！

　小猫ちゃんの体と制せい服ふくは爆ばく発はつに巻き込まれたようにボロボロになっていた。所々、服が消し飛んでいる。さっきの爆発音はもしかして……。

「撃テイ破ク」

　謎なぞの声。見上げれば、翼を広げて空に浮ふ遊ゆうしている人ひと影かげがひとつ。フードを被かぶり、魔ま導どう師しの格かつ好こうをしている女じよ性せい。ライザーの下げ僕ぼくか！　ライザーの下僕が小猫ちゃんをやったのか！　確たしかあいつはライザーの『女クイ王ーン』だったはず！　いきなり最強の下僕登場かよ！

「ふふふ。獲え物ものを狩かるとき、獲物が何かをやり遂とげた瞬しゆん間かんが一番隙すきだらけとなっていて、狩りやすい。こちらは多少の駒こまを『犠サクリ牲フアイス』にしてもあなたたちをひとつ狩れば十分。ただでさえメンバー不足なのですもの。それだけで大だい打だ撃げきでしょう？　どうせ、私たちを倒してもライザーさまは倒せないんですもの。あがいても無む駄だよ」

　愉ゆ快かいそうに笑う魔導師の女性。

「……イッセー先せん輩ぱい……。朱乃先輩……」

　小猫ちゃんが消え入りそうな声でつぶやく。

「……すみません。……もっと部長たちのお役に立ちたかったのに……」
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「あ、謝あやまることなんざねぇさ！　俺らは仕事をしたんだ！　問題ねぇ！　待ってろ、アーシアが来ればすぐに回復――」

　小猫ちゃんの体が光に包まれる。しだいに体が透すけていき、ついにはこの場から消失してしまった。

　…………。

『リアス・グレモリーさまの「戦ルー車ク」一名、リタイヤ』

　無む情じようのアナウンスが聞こえてきた。

　部長から説明は受けている。俺たちは一定以上のダメージを食くらい、その戦せん闘とうで再さい起き不能になった場合、リタイヤとなってフィールドから強きよう制せい転送されてしまう。転送先は医い療りよう設せつ備びの整ったところらしい。

　だから、大ダメージを受けても問題ない。死んだわけじゃない。先ほど朱乃さんが倒したライザーの部下も小猫ちゃんよりも先にそこへ転送されているだろう。

　わかっている。頭ではわかっているんだ。これは勝負。それでも俺は……俺は！

　腕うでから消えた小猫ちゃんの重さ。……ちくしょう。ちくしょう！

　俺は怒いかりで体中が震ふるえていた。

「降おりてきやがれぇぇぇぇ！　俺が相手だ！」

　俺は次の作戦のことなど忘わすれて、小猫ちゃんを倒した敵を挑ちよう発はつしていた。自分でも愚おろかなことだとわかっているつもりだ。

　それでも俺は許ゆるせなかった。小猫ちゃんは消える瞬間泣いていた。無念の涙なみだを浮うかべていた！

　まだ戦えたはずなのに！　クソ！　俺がもう少し早く気づけば小猫ちゃんを助けられたかもしれないのに！　最初の作戦が成功したことで舞まい上がっていた！

「ふふふ。うるさい『兵ポー士ン』のボウヤね。あなたもさっきのお嬢じようさんみたいに爆発してみる？」

　魔導師の腕がこちらへ向けられる！　撃うたれる！

「あらあら。あなたのお相手は私がしますわ。ライザー・フェニックスさまの『女王』、ユーベルーナさん。『爆ボム弾・王クイ妃ーン』とお呼よびすればいいのかしら？」

　俺を庇かばうようにこちらと魔導師の間に入る朱乃さん。

「その二つ名はセンスがなくて好きではないわ、『雷いかずちの巫み女こ』さん。あなたと戦ってみたかった」

「イッセーくん、祐斗くんのもとへ向かいなさい。ここは私が引き受けますから」

「で、でも！」

　食い下がる俺に、朱乃さんは初めて真顔を見せる。ドキッとした。凄すさまじい迫はく力りよくが伝わってくる。

「イッセーくん。あなたはあなたの役目があるでしょう？　お行きなさい。ここは私の仕事です」

　その通りだ。俺では朱乃さんの邪じや魔まになるかもしれない。俺は俺のやるべきことに殉じゆんじなきゃいけないんだ。

　歯は噛がみする俺へ朱乃さんがいつもの笑え顔がおを見せてくれる。

「だいじょうぶ。小猫ちゃんの仇かたきは私が取ります。この『女王』は、私の全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって消し飛ばしますわ！」

　――ッ！　朱乃さんの体を金色のオーラが包み込む！　見ているだけで力強さが理り解かいできる。朱乃さんの魔ま力りよく。俺たちの中でも最強の『女王』！

「朱乃さん！　頼たのみます！」

　俺はそう告げると、踵きびすを返して木場が待つ運動場へと走り出す。

　そのすぐあと、後方で激はげしい爆ばく音おんと雷らい鳴めいが鳴り響ひびいた。

　戦いは序オープ盤ニングから中ミドル盤ゲームへ移うつっていこうとしていた――。









　Life.5　絶ぜつ賛さん、決戦中です！









　木き場ばの待つ運動場へ移い動どう中のことだった。

『ライザー・フェニックスさまの「兵ポー士ン」三名、リタイヤ』

　校内アナウンスだ！　ライザーの『兵士』が三名もリタイヤ!?

　誰だれがやったんだ？　俺は移動中だし、朱あけ乃のさんは『女クイ王ーン』と激げき闘とう中、部長とアーシアも移動中だろうし……木場か！

　これで相手は七名リタイヤ。残りはライザーを含ふくめて九名。こちらは小こ猫ねこちゃんを欠いて、残り五名。まだ予よ断だんは許ゆるされない状じよう況きようだ！

　――ッ！　運動場へ走る俺の腕うでを突とつ然ぜん誰かがつかむ！　敵てき!?　身み構がまえる俺だが、俺の腕をつかんでいたのは木場だった。相変わらず爽さわやかなスマイルだ。

「なんだ、おまえか」

「うん」

　死角になっている体育用具を入れる小屋の物もの陰かげから木場は運動場の様子を窺うかがっていたようだ。

「すまん、木場。小猫ちゃんは……」

「アナウンスを聞いているから僕ぼくも知っているよ。無念だったろうね。いつも何を考えているかわからない子だけど、今回は張はり切っていたよ。森にトラップを作るときも一いつ生しよう懸けん命めいにしていた」

「……勝とうぜ」

「もちろんだよ、イッセーくん」

　お互たがいに拳こぶしをコンと当てあう。木場は普ふ段だんの学園生活では腹はらの立つイケメンだが、こと戦せん闘とうに関しては最高の味方だ。

　オカルト研究部の男子コンビ！　根こん性じようを出さないと女子に格かつ好こうがつかないだろう！

「で、相手の『兵ポー士ン』をやったのはおまえか？」

　俺の質しつ問もんに木場はうなずく。

「まあね。運動場の部室棟とうは重要なポイント。敵が多くなるのは当たり前。なんとか、見回りの『兵士』だけを集めて一いち網もう打だ尽じんにしたんだけど、ここを任まかせられているボスが冷静でね、まだ挑ちよう発はつに乗ってこないんだ。というよりも『兵士』を使って僕の攻こう撃げきを見ていたのかな。犠サクリ牲フアイスが好きな戦法のようだね、ライザー・フェニックスは。自分が不死身ってことと、下げ僕ぼくの人数が多いからこそできることなんだろうけど」

　木場の口元は笑っていたが、目元は一いつ切さい笑っていなかった。

「ここを仕切っているのは『騎ナイ士ト』、『戦ルー車ク』、『僧ビシヨ侶ツプ』が一名ずつ。合計三名だよ」

「……すげぇ厳げん重じゆうじゃないか」

「まあ、それだけ警けい戒かいされているのさ。こちらからの侵しん入にゆうを。ただでさえ、体育館を消し飛ばされたわけだから、こちらに力も集中するよ」

　目ぼしいと思われた二つの侵入ルート。体育館からのルートと、新校こう舎しや裏うら手ての運動場からのルート。片かた方ほうは部長の作戦で消し飛び、守しゆ備びするところが運動場のみとなった。

　こちらへ力を込こめるのも当然か。まあ、あの作戦を展てん開かいしたせいで、前線に相手の『女王』が突つっ込んでくるなんて事じ態たいも起こったわけだけど……。

　ここは体育館以上の激戦区になりそうだ。うぅ、ちょっとビビってきたぞ！

「緊きん張ちようしているのかい？」

　木場がにこやかに訊きいてくる。俺は顔を紅こう潮ちようさせた。

「あ、当たり前だ！　こちとら戦闘経けい験けんなんて無いに等しいんだぞ。それでいきなり本番だ。戦闘経験豊ほう富ふそうなおまえに比くらべたら俺は雑ざ魚こもいいところさ」

　俺には強力な赤ブー龍ス帝テツのド・籠ギ手アがある。本来、それだけでも驚きよう異い的なことなのだと思う。

　けど、使う俺自身がまだ戦いの素しろ人うとだ。これじゃ、宝たからの持ち腐ぐされどころの話じゃない。

　それでも部長のために戦いたい。部長のために何かをしたいんだ。

　このフィールドで俺が弱者だとしても、絶ぜつ対たいにタダでは倒たおれない。倒れるなら、必ず相手を一人でも多く道連れにする覚かく悟ごだ。

「ほら」

　そんな決死の思いを誓ちかった俺に木場が自分の手を見せる。

　――っ。木場の手は震ふるえていた。

「イッセーくんは僕を戦闘経験豊富だと言ってくれる。確たしかにそれは本当だ。でも、レーティングゲームに参加するのは初めて。悪あく魔ま同士の本気の戦い。今回が特例だとしても、本気だということは変わらない。いずれ、僕たちは否いや応おう無しに悪魔同士の競きよう技ぎに参加していく。これがそのファーストゲーム。油ゆ断だんも隙すきも見せられない。これは部長の眷けん属ぞく悪魔としてのすべてをぶつけ合う勝負なんだよ。今後のすべてにも繋つながる大事なものだ。僕は歓かん喜きと共に恐きよう怖ふも感じてる。僕はこの手の震えを忘わすれたくない。この緊張も、この張はり詰つめた空気も、すべて感じ取って自分の糧かてにする。お互たがいに強くなろう、イッセーくん」

　木場……そこまで考えていたのか……。やっぱり、戦闘に関してのこいつは――。

「んじゃ、女子が見て興こう奮ふんするようなコンビネーションでも展開すっか」

「ハハハ！　僕が『攻せめ』でいいのかな？」

「バカ！　『攻め』なら俺だ！　って、違ちがーう！　死ねイケメン！」

　完全にこいつのペースにはまってしまっていた！　うぅ、俺としたことが。

　そのとき、勇んだ女じよ性せいの大声が聞こえてくる。

「私はライザーさまに仕える『騎ナイ士ト』カーラマイン！　こそこそと腹の探さぐり合いをするのも飽あきた！　リアス・グレモリーの『騎士』よ、いざ尋じん常じように剣けんを交えようではないか！」

　野球部のグラウンド。その中心で甲かつ冑ちゆうを装そう備びした女性が堂々と立っている。

　なんつー豪ごう胆たんな女性騎士だ！　陰かげから狙ねらい撃うちされても文もん句く言えないぞ！

　ふっ。隣となりで木場が笑う。

「名乗られてしまったら、『騎士』として、剣けん士しとして、隠かくれているわけにもいかないか」

　そうつぶやくと、用具小屋の物陰から出て行ってしまった。

　そのまま真正面から野球のグラウンドへ向かっていく。

「あのバカ」

　俺は文句を言いつつも木場のあとを追って真正面から出ていく。

　――カッコイイ。

　堂々と表へ出ていった木場の背せ中なかを見て俺はそう思った。







「僕はリアス・グレモリーの眷けん属ぞく、『騎ナイ士ト』木場祐ゆう斗と」

「俺おれは『兵ポー士ン』の兵ひよう藤どう一いつ誠せいだ！」

　俺と木場がライザーの『騎士』、カーラマインに名乗る。

　女騎ナイ士トはそれを聞きうれしそうに口の端はしを吊つり上げた。

「リアス・グレモリーの眷属悪魔におまえたちのような戦士がいたことをうれしく思うぞ。堂々と真正面から出てくるなど、正気の沙さ汰たではないからな」

　おいおい、俺らはまともじゃありませんか。

「だが、私はおまえたちのようなバカが大好きだ。さて、やるか」

　剣を鞘さやから抜ぬき放つカーラマイン。木場も銀光をきらめかせながら剣を抜き身にしていく。

「『騎士』同士の戦い――待ち望んでいたよ。個こ人じん的には尋常じゃない斬きり合いを演えんじたいものだね」

　木場の攻こう撃げき的な物言い。おおっ、木場が生き生きとした笑えみを浮うかべちゃってる！

「よく言った！　リアス・グレモリーの『騎士』よッ！」

　カーラマインが踊おどるように斬ざん撃げきを繰くり出した！

　ギンッ！

　火花を散らし、剣と剣がぶつかり合う！　お互い『騎ナイ士ト』のせいか、動きが神速だ！

　おっ始めやがった！　目では追いきれない剣けん戟げき！　二人とも高速で消えたり、つばぜり合いで現あらわれたりの繰り返しだ！

　で、俺はどうしたらいい？　……うーん、木場のフォローに回ったら無ぶ粋すいだろうしな。どう見ても「一対一の決けつ闘とう」ってやつですよ。

　うーむ、ここで「木場がんばれ！」「木場ファイト！」って応おう援えんでも送るべきか？

「ヒマそうだな」

「ッ！」

　声のしたほうを振ふり返れば、顔の半分にだけ仮か面めんをつけた女じよ性せいがいた。

　確か、この女性は『戦ルー車ク』だったはずだ。

　そこへさらにもう一人が文句を言いながら現れる。

「まったく、頭のなかまで剣剣剣で塗ぬりつぶされた者同士、泥どろ臭くさくてたまりませんわ。カーラマインったら、『兵士』を『犠サクリ牲フアイス』にするときも渋しぶい顔していましたし、主あるじである『王キング』の戦せん略りやくがお嫌きらいなのかしら？　しかも、せっかくかわいい子を見つけたと思ったら、そちらも剣バカだなんてついてませんわね」

　西せい欧おうのお姫ひめさまみたいなドレスを着込んだ美少女さんもいらっしゃった。こちらは確かライザーの『僧ビシヨ侶ツプ』だ。頭の両側にドリルみたいな縦たてロール。典型的なお嬢じようさまって感じだ。うおっ！　俺たちこの運動場を監かん視ししている悪魔たちに囲まれている!?

『僧侶』のお姫さまはこちらをジーッと半はん眼がんで見つめてくる。な、なんだよ。

「うーん。この子がリアス・グレモリーさまの可愛がっている『兵士』さん？　あの方、殿との方がたの趣しゆ味みが悪いのかしら」

　などと、失礼極きわまりないことを言ってくる。くっ！　かわいい顔して毒どく舌ぜつだ！

　俺はその場から飛び退のき、二人に対して構かまえを取った。

「ブーステッド・ギア、スタンバイ！」

『Bブoーoスsトt!!』

　神セイクリツド器・ギアのパワーアップも始まった。あの騎士は木場に任まかせて俺はこいつら二人を相手にするしかないか！　しかし、『僧侶』の女の子は嘆たん息そくするだけだった。

「私、あなたのお相手はしませんわよ。イザベラ、あなたがお相手してあげたら？」

　イザベラと呼よばれた仮面の女性は素す直なおにうなずく。それを確かく認にんするとドレスを着た女の子はその場から一歩身を退ひいて離はなれた場所からこちらを見守りだした。

　えー！　ドリルロールの女の子は戦わないのかよ！

「元からそのつもり。さ、お互い手持ち無ぶ沙さ汰たならば戦い合おう」

「あ、うん。それはいいんだけど、そっちの『僧侶』さんはバトらないのか？」

　俺の質しつ問もんだ。だって、これは大切なゲームなんだろう？　いきなり戦いを放ほう棄きされると俺もどうしたらいいかわからなくなるんだが……。

　その問いを受けて、仮面のイザベラさんも額ひたいに手を当てて困こまり顔になっていた。

「あー、気にしないでくれ。あの子は特とく殊しゆだから。今回の戦いもほとんど観戦しているだけだ」

「な、なんだ、そりゃ！」

　つい声に出してしまった。だって、観戦はないだろう！　大事なゲームだってのに！

「彼女は――いや、あの方はレイヴェル・フェニックス。ライザーさまの妹君だ。特別な方法でライザーさまの眷けん属ぞく悪あく魔まとされているが、実の妹君だよ」

　…………へ？

　あの美少女ちゃんが？　あの鳥野や郎ろう？　え？　えええええええええええええええええええええええええええええええええええええッッ!!

　こちらが真相を知り驚おどろいていることを認にん識しきしたのか、鳥野郎の妹さんがにこやかにこちらへ手を振ってくる。

　……おいおい、アリか？　自分の妹を眷属にして、バトルに参加させているなんて！

「ライザーさま曰いわく、『妹をハーレムに入れることは世間的にも意い義ぎがある。ほら、近親相そう姦かんっての？　憧あこがれたり、羨うらやましがる者は多いじゃん？　まあ、俺は妹萌もえじゃないからカタチとして眷属悪魔ってことで』だそうだ」

　……あの鳥は、本当の変へん態たいでバカだったのか！　でも、妹をハーレムに入れたいってのは十分に理り解かいできるぜ！　いいよね、妹！　俺も欲ほしかった！

　って、そうじゃない！　あーそうかい！　あの子は妹さんで俺と戦わないのね！

「では、いくぞ！　リアス・グレモリーの『兵ポー士ン』よ！」

　ビュッ！

『戦車』のイザベラが一歩前へ出たかと思うと、俺の頬ほおを鋭するどい拳こぶしが通り過すぎていく！

　うわ！　反はん射しや的に顔を横に避よけてよかった！

「うん。この程てい度どの打撃はかわすか。すまない。少し見くびった。一段だん、否いな、二段ほどギアを上げよう！」

　イザベラは体を揺ゆらしながら、怪あやしげな動きを見せる。だが――。

　ビュッ！　ドッ！

　あり得ない角度、信じられないところから攻こう撃げきをしかけてくる！　おわっ！　折り曲げた腕うでを横に振っていたと思ったら、鞭むちみたいな打撃が放たれてきた！

　これ、ボクシングのフリッカーか!?　当たったら絶ぜつ対たいに痛いたい！

　ブーステッド・ギアが一定まで上がらないとこちらも攻撃に転じられない！　いまはなんとかして逃にげの一手！　と、必死に攻撃を避けていたが――。

　ズドンッ！

「……がっ！」

　腹ふく部ぶを激げき痛つうが襲おそう。蹴けりだ。蹴りを入れられた！　パンチに気を取られていたせいか、足元を見ていなかった……ッ！　よろめく俺の顔面にさらにラッシュが叩たたき込こまれる！

　フリッカーのコンビネーションが俺の顔面に何発も入れられる。痛い！　マジでヤバいぞ、これは！

『Bブoーoスsトt!!』

　くっ！　確たしか今ので五回めのパワーアップだったはず！　『兵士』相手なら十分だろうけど、まだまだ上げないと『戦ルー車ク』は倒たおせない！　『戦車』の駒こまとしての価か値ちは『女クイ王ーン』の次に高い！　生なま半はん可かな攻撃じゃ沈しずめられない！

　腕を交差させてクロスガードを作り出し、なんとかフリッカーの攻撃を防ぼう御ぎよする。ガード越ごしでも拳が重い！　こんなの食くらい続けたらソッコーでリタイヤだぞ！

　フリッカーの拳を引くタイミングを見み極きわめて、一歩うしろへ退ひく！

　相手の攻撃が止まった。だけど、いまだにステップは軽けい快かいだ。いつ拳が再ふたたび飛んでくるかわからない。

　木場や小猫ちゃんとのスパーリングをしてきてよかった。マジで役立ってる。特に相手の攻撃が止やむ瞬しゆん間かんを見極める感覚。部長からも逃げる方法を学んでいたから、いまの攻撃はなんとかなった。その『戦車』イザベラが笑えみを見せる。

「あなどっていた。正直、蹴りが入った時点で勝負は決まったかと思ったんだが……。どうやら、リアス・グレモリーはよく鍛きたえこんでいるようだ。何よりも体力が凄すさまじいな」

　体力……？　俺、すごいことをしているのか？

「真しん剣けん勝負の場合、一番重要なのは体力だ。ただ対たい峙じして戦うだけならバカでもできる。だが、それを継けい続ぞくして数分間でも戦うにはかなりの体力が必要だ。戦せん闘とうは体力と精せい神しんを激はげしく使う。避けるだけでも相当な労力がいるからな。それがいまのところ可か能のうなのは、キミが相当な体作りをしてきたからだ」

　――っ。

　胸むねがいっぱいになった。辛つらい修しゆ行ぎよう。鬼おにだと思った部長の檄げき。

　朝から走りこまされ、山では岩まで背せ負おわされて山道を駆かけ上がった。死ぬかと思った。

　こんなの本当に必要なのかと思った。でも、部長は朝から晩ばんまでずっと俺に付き合ってくれた。自然と目元が潤うるんだ。俺は敵てきが見ている前で涙なみだをだらしなく流した。

　部長！

　部長！　俺は戦えています！　俺は立っています！

　部長のやってくれたことは全部俺の糧かてになっています！

　負けない。負けるもんか！　俺は絶対に部長を勝たせてみせる！　こいつを！　目の前の『戦車』をぶっ倒たおす！

「……どうやら、余よ計けいなことを言ったようだ。キミから感じる重じゆう圧あつが増ましたよ」

「『戦車』イザベラ。俺はリアス・グレモリーさまの下げ僕ぼくで一番弱くて戦闘の経けい験けんも少ない。それでもあんたを倒す！」

　俺が決意を新たにしたときだった。

　ブゥン！

　風を切る音が聞こえる。そちらを見やると木場の闇やみの剣が霧む散さんしていた。

　――光ホーリ喰ー・イレ剣イザー。

　刀身が闇に包まれた、光を食らう剣の神セイクリツド器・ギアだ。木場の神セイクリツド器・ギアなんだが、相手『騎ナイ士ト』の攻撃で闇の刀身が一度消し飛ばされたみたいだ。

「残念だが、私に貴き様さまの神セイクリツド器・ギアは通用しない」

　カーラマインの剣は炎ほのおに包まれている。炎の剣か？　あれで闇の剣をやられたわけだな。

　だが、木場は臆おくした様子も見せず、逆ぎやくに不ふ敵てきな笑みを見せる。

「では、僕ぼくもこう返そうかな。残念だね。僕の神セイクリツド器・ギアはこれですべてではないんだ」

「何？　戯たわ言ごとを。グレモリー家の『騎士』よ、見苦しさは剣士としての本ほん質しつを曇くもらせて――」

「――凍こごえよ」

　木場が低く唸うなるように言うと、刀身をなくした剣に何かが集まっていく。

　ん？　なんか、肌はだ寒ざむくなってきたような……。冷気が辺りに漂ただよいはじめる。

　そんなことを感じていたら、木場の剣が凍こおっていく。氷が積み重なっていき、刀身を形作っていった。

　パリン！

　氷が割われる音とともに、木場の得え物ものが氷の剣と化した。

「炎フレイ凍ム・デ剣リート――この剣の前では、いかなる炎も消え失うせる」

　――こ、氷の剣!?

　おいおいおいおい！　闇の剣だけじゃないのか、木場の武ぶ器きは!?

　この場にいる、木場以外の全員が驚きよう愕がくの表ひよう情じようを浮うかべていた。いや、当然だ。んなことが可能なのかよ！

「バ、バカな！　神セイクリツド器・ギアを二つも有するというのか!?」

　炎の剣を横よこ薙なぎに放つカーラマイン！　その顔は焦あせりに包まれている。

　パキ、パキパキ……。

　木場の剣に触ふれた途と端たん、カーラマインの炎の剣が冷えて固まっていく。そして――。

　パリンと儚はかない音を立てて、崩くずれて消えた。

　しかし、彼女は攻こう撃げきの手を休めない。剣を早々に捨すてると、腰こしに携たずさえていた短剣を抜ぬき放った。それを天にかざして叫さけぶ。

「我われら誇ほこり高きフェニックス眷けん属ぞくは炎と風と命を司つかさどる！　受けよ！　炎の旋せん風ぷうを！」

　ゴウウゥゥゥゥゥ！

　彼女と木場を中心にして、野球のグラウンドに炎の渦うずが巻まき起こる。熱い風が俺の肌はだをチリチリと焼いてきた。

「カーラマインめ。味方が近くにいることを忘わすれているのか！」

　旋風から顔を守るため腕うででガードするイザベラが毒づく。

　熱風を受けて、木場の氷の剣がポタポタとしだいに融とけていく。それでも木場は動じなかった。

「なるほど、熱波で僕らを蒸むし焼きにするつもりか……。だけど」

　木場は刀身が融けてなくなった剣を前へ突き出した。そして、力強い言葉を吐はき出す。

「――止まれ」

　ヒュゥゥゥゥゥゥンッ！

　豪ごう快かいな音を立てていた旋風が木場の剣のほうへ吸すい込まれていく。ついには数秒もしないうちに熱風は止やみ、グラウンドがしんと静まり返ってしまった。

「風リプレツ凪シヨン・剣カーム、一度の戦闘で二本以上も魔ま剣けんを出したのは久ひさしぶりだよ」

　そう言う木場の持つ剣の刀身には円えん状じようの特とく殊しゆな刃やいばが生えていた。円の中心に不ふ可か解かいな謎なぞの渦ができている。まさか、あそこに風を吸い込ませたのか？

　つーか、あんな剣まで持っているのか！

「……複ふく数すうの神セイクリツド器・ギア。神セイクリツド器・ギア所有者から得物を奪うばい、自分のものにしている後天的な神セイクリツド器・ギア所有者か？」

　カーラマインの質しつ問もんに木場は首を横に振ふる。

「僕は複数の神セイクリツド器・ギアを有してもいないし、後天的な神セイクリツド器・ギア所有者でもない。――創つくったのさ」

「創る……だと？」

「そう、『魔ソー剣ド・創バ造ース』。僕は任にん意いに魔剣を創り出せる。それが、僕が持っている神セイクリツド器・ギアの本当の能のう力りよくであり名めい称しようだ」

　木場が地面に手のひらを向けると、グラウンドから複数の剣が勢いきおいよく飛び出してくる！　いろんな形けい状じようの剣。刀身もすべて違ちがう！　木場の話からすると、これ全部魔剣なのか！

『Bブoーoスsトt!!』

　――来た！

　ジャスト百五十秒！　こちらも準じゆん備びが整ったぞ！

　――魔力の塊かたまりを出すとき、自分が一番イメージしやすい形で撃うつの。

　部長のアドバイスが脳のう裏りを過よぎる。俺おれの中で一番パワーを放出しやすいイメージ、それは『ドラグ・ソボール』の主人公「空そら孫まご悟さとる」の必ひつ殺さつ技わざ『ドラゴン波』！

「ブーステッド・ギア！　爆ばく発はつしろっ！」

『Explosionエクスプロージヨン!!』

　強大な力の波動が俺の両手に集まりだした。

　両手を広げて上下に合わせる！　撃つイメージを頭に浮かべ、体に流れるエネルギーを感じ取って一気に撃ち出すッ！

　ただし、セーブしないと。山を消し飛ばしたときの威力はマズい。校舎を吹き飛ばしてしまったら、部長の戦略に支障が出るに違いない。できるだけ威力を抑える感じで――。

　必殺！　「ドラゴンショット」！

　言葉に出すと気づかれるから、俺は自分の必殺技を心の中で叫んだ。

　ドンッ！

　俺の手のひらから、魔力の塊が飛び出した。

「ぐわっ！」

　俺は飛び出た魔力の勢いに負けて後方に吹ふっ飛んだ。吹っ飛びながらも俺は自分の両手から撃ち出された魔力の一いち撃げきを視し界かいに映うつした！

　デカいッ!!

　俺との対たい比ひにしても、俺の体の五倍は大きい魔力の塊だ。それが凄すさまじいスピードで相手のほうへ飛んでいく。目標はライザーの『戦ルー車ク』だ。

　部長に言われた。「レーティングゲーム」をするとき、一番厄やつ介かいなのは『戦車』なのだと。

　攻こう撃げき力りよくと防ぼう御ぎよ力りよくが高くなる。

　これは『戦車』の特とく性せいだが、これが何よりも怖こわい。もとから攻撃と防御が高い者に『戦車』の役目を与あたえるのは王道だが、それ以外の場合もあり得る。

　魔力の高い者、速度が速い者にも『戦車』の特性を与えることができるんだ。

　魔力で戦う者はどうしても肉体的なものが弱い傾けい向こうにある。それを特性で底上げするわけだ。足の速い奴やつに『戦車』の特性を与えれば、足が速くて攻撃力も防御力も高いオールラウンダーが誕たん生じようする。

　何よりも『戦車』は『兵ポー士ン』のプロモーションみたいな技も有していた。

　――『キャスリング』だ。

『王キング』と自分の位置を瞬しゆん間かん的に取り替かえることができる。これが一番厄介だと部長は言っていた。チェックメイト後にその効こう果かはないが、『王』と『戦車』の位置が入れ替わるのは確たしかに強力だ。長所を伸のばすのも、短所を補おぎなうのも主あるじしだい。駒こまの使い方は千せん差さ万ばん別べつ。

　ってわけで、『戦車』のイザベラを叩たたく！

「イザベラ！　受け止めるな！　避よけろ！」

　ライザーの『騎ナイ士ト』カーラマインが叫さけぶ。受け止めようとしていたイザベラが、途と端たんに回かい避ひ行動を取った。

　ヒュンッ！

　イザベラは既すんでのところで俺の一撃をかわす。目標に避けられた俺のドラゴンショットは遥はるか前方へ飛んでいく。そちらにはレプリカのテニスコートがあった。

　次の瞬間――。

　ゴォォォォォォォォンッッ！

　地を響ひびかせる轟ごう音おん！　巻まき起こる突とつ風ぷうとともに赤い閃せん光こうが俺たちを襲おそう！

　俺はドラゴンショットが衝しよう突とつしたテニスコートのほうを見て目を見開いた。

　――ないっ！　テニスコートが、周囲の運動場の一部とともに丸っきりなくなっているっ!?

　消し飛んだのか!?　俺の一撃で!?　レプリカとはいえ、学園の風景が一気に様変わりしちまったぞ！　テニスコートが跡あと形かたもないじゃないか！　それどころか、大きなクレーターが生まれていた！　セーブを意識しておいて、なおこの威力！

　改めて身に沁しみる。俺の神セイクリツド器・ギアは異い常じようだ！

「イザベラッッ！　その『兵士』を倒せ！　そいつは！　その神セイクリツド器・ギアはこの戦場を一変させるほどの力があるッ！」

　カーラマインの怒ど号ごうに応こたえ、ライザーの『戦車』――イザベラが俺へ照しよう準じゆんを定める。

「承しよう知ち！　ブーステッド・ギア！　『プロモーション』させれば我われ々われにとって脅きよう威いとなる！　その前に叩く！」

　さっきとは違うぜ、イザベラさん！　いまの俺は上級悪あく魔まクラスの攻撃力なんだよッ！

　相手が拳こぶし、蹴けりのラッシュを放ってくるが、俺はガードしてやり過ごし、左拳に力を込こめる！

「だっ！」

　俺の拳がイザベラに放たれる。イザベラは腕うでを交差させて防御姿し勢せいに入るが――。

　ドズンッ！

　俺の重い一発がガードを崩くずし、仮か面めんの『戦車』を吹っ飛ばした！

　よし！　触ふれた！　発動条じよう件けんは揃そろったぜ！

「弾はじけろ！　『洋ドレ服ス・崩ブレ壊イク』！」

　ババッ！　その瞬間、イザベラの服が弾け飛んだ。露あらわになる裸ら体たい。おおっ、大きなおっぱいだ！　引き締しまった体が健康的に最高です！　脳のう内ないに記録保ほ存ぞん完かん了りよう！

「なっ！　なんだ、これは！」

　反はん射しや的に自分の大事な部分を隠かくすイザベラ。そうだよね、そう反はん応のうしちゃうよね！

　ここだ！　俺は間かん髪はつ入いれず、右手のなかに作り出していた魔力の小さな塊かたまりを突き出した！　イメージは手のひらから噴ふん出しゆつされる魔力の一撃！　それを相手へ放つ！

「いっけぇぇぇぇ！」

　ドシュゥゥゥゥ！

　籠こ手ての力によって高められた膨ぼう大だいな魔力の波動が前方へ放たれた！

「くっ！　こんなことで！」

　魔の波動が裸はだかのイザベラを包み込む――。

　ドォォォォォンッ！

　大きな衝しよう撃げきが周囲へ広がる。衝撃が収おさまったとき、地面に倒れていたイザベラの体が光り輝かがやく。しだいに透すけていき、この場から消えていった。

『Resetリセツト』

　ブーステッド・ギアの効果が切れた。そのとき、

『ライザー・フェニックスさまの『戦ルー車ク』一名、リタイヤ』

　グレイフィアさんのアナウンスが耳に届とどく。

「よっしゃぁぁぁぁぁぁっ！」

　俺は『戦車』の撃げき破はに歓かん喜きの叫びを上げた。

　戦えます！　部長、俺は部長のおかげで戦えてます！





　　　―○●○―　　　






　イザベラとの決着がつき、俺は息を整える。

　……かなり、体力と魔力を使った。魔力に関してみれば、潜せん在ざい的な力を引き出して撃うちだしているものだから、威い力りよくが上がれば上がるほど消しよう耗もうも激はげしくなる。

　いまの威力の魔力は、あと二発撃てれば上出来か。いや、二発めを撃ったら魔力が空になって昏こん倒とうする恐おそれがある。あと一発と踏ふんだほうがいいな。

　イザベラを失い、ライザーの『騎士』カーラマインが苦く笑しようする。

「どうやら、あの『兵ポー士ン』を、ブーステッド・ギアを侮あなどっていたようだ、私もイザベラも。やはり、ただの『兵士』と思わないほうが賢けん明めいなようだな」

　敵てきに褒ほめられる。これって結けつ構こう悪くない。ちょっとうれしいな。

「しかし、酷ひどい技わざだ。いや、恐ろしい技と言うべきか。お、女の服を消し飛ばすとは……」

「いやー、面めん目ぼくないね。そればかりは僕からも謝あやまるよ。うちのイッセーくんがスケベでゴメンなさい」

　と、カーラマインに謝る木場。……なぜにおまえが謝る。複ふく雑ざつな気分だ。

　カーラマインが短たん剣けんを逆さか手てに持ち直しながら言う。

「しかし、魔剣使い……数すう奇きなものだ。私は特とく殊しゆな剣を使う剣士と戦い合う運命なのかもしれない」

　それを聞き、興きよう味み深ぶかそうな表ひよう情じようとなる木場。

「へぇ、僕以外の魔剣使いでもいたのかな？」

「いや、魔剣ではない。――聖せい剣けんだ」

「――っ」

　その一言を聞いた木場の表情がガラリと変わったのをここにいる全員が認にん識しきした。

　刹せつ那な、木場の体からあり得ないほどの殺気が生まれる。

　うわっ。なんつー殺気だよ！　寒気が凄すさまじいぞ。全身がざわざわいっている。

　木場は冷れい淡たんな光を瞳ひとみに乗せ、低い声こわ音ねで訊きく。

「その聖剣使いについて訊かせてもらおうか」

　……トンでもない迫はく力りよくだ。キレたときの部長並なみの敵てき意いだぞ。

　聖剣？　それが木場とどんな関係があるんだ？

「ほう、どうやらあの剣士は貴き様さまと縁えんがあるのか。だが、剣士同士、言葉で応おうじるのも不ぶ粋すい。剣にて応こたえよう！」

「……そうかい。……口が動ければ、瀕ひん死しでも問題ないか」

　ぞわっ。

　二人の間に殺気が立ち込める。こちらまで震ふるえ上がるほど、殺意がピリピリと肌はだを刺さす。

　木場！　おまえ、どうしちまったんだ！　いつもの爽さわやかフェイスが消えちまってる！

　木場の変化にあたふたする俺へ気配が近づいてくる。

「ここね」

「あれ？　イザベラ姉さんは？」

「まさか、やられちゃったの？」

　続々と集まるライザーの下げ僕ぼく少女たち。

　顔の覚えはある。『兵士』が二名、『僧ビシヨ侶ツプ』が一名、『騎ナイ士ト』が一名……って、残りの下僕悪あく魔ま大結集じゃないか！

　なっ。ここで大戦争開始する気かよ!?　こっちは俺と木場の二人しかいないんだぞ！

　朱乃さんは相手の『女クイ王ーン』とやりあっているだろう。いまだ空には雷らい鳴めいが走っているからな。

　部長とアーシアは……。そうだ、二人はどうしたんだろうか？　予定では本ほん拠きよ地ちから動いて前へ出ていると思うんだけど……。

「ねー、そこの『兵士』くん」

　ライザーの女の子に呼よばれる俺。なんだ？

「ライザーさまがね、あなたのところのお姫ひめさまと一いつ騎き打うちするんですって。ほら」

　女の子が天高くどこかを指さす。追うように視し線せんを向ければ、新校こう舎しやの屋上に炎ほのおの翼つばさを羽ばたかせる人ひと影かげと黒い翼を羽ばたかせている人影があった。

　黒い翼の人影はどう見ても髪かみが紅べに色いろだ！　つーか、部長だ！

『イッセーさん！　聞こえますか、イッセーさん！』

　通信機器からアーシアの声が飛び込んでくる。

「アーシア！　どうかしたか？　もしかして部長のことか？」

『はい。いま、私と部長さんは学校の屋上にいるんです。相手のライザーさんに一騎打ちの申し出をいただきまして、部長さんが応じたんです！　おかげで何事もなく校舎まで入ってこられたんですけど……』

　……なんつーことになってんだ。

　どうしたらいいかわからない俺へ、ライザーの妹が嫌いや味みな笑えみを浮うかべながら話しかけてくる。

「お兄さまったら、リアスさまが意外に善ぜん戦せんするものだから高こう揚ようしたのかしらね。普ふ通つうに戦えば私たちの勝利ですもの、情なさけを与えたのでしょう。このままでは、対たい峙じする前にやられてしまいそうですし」

　妹さんが「ホホホ」と口に手を当てて笑っている。なんか、ムカッときたぜ！

「部長は強い！　朱乃さんだって『女王』を倒してすぐに駆かけつけてくれる！　木場も魔剣コンボでこの場にいる連中全員撃げき破はだ！　俺だってブーステッド・ギアで――」

「『紅べに髪がみの滅ルイン殺・プリン姫セス』、『雷の巫女』、『魔ソー剣ド・創バ造ース』、そして『赤ブー龍ス帝テツのド・籠ギ手ア』。聞いているだけだと尻しり込ごみしてしまうようなお名前ばかりですわね。けれど、あなた方の相手は『不死鳥』です。どんなに絶ぜつ対たいの力を持っていても不死身が相手ではどうしようもありませんわ」

「だが、フェニックスだって弱点がある！」

　俺おれの叫びを妹さんは鼻で笑う。

「精せい神しんがやられるまで何度も倒たおすのかしら？　それとも神クラスの力で一いち撃げき必殺？　あなたたち、このゲームに勝とうとか思っているの？　お笑いね」

「なんでだよ！」

「だって、この勝負は最初からリアスさまに勝ち目なんてないんだもの。不死身って、それぐらいあなた方にとって絶ぜつ望ぼう的なのですわよ？」

　ライザーの妹が指をパチンと鳴らす。

　下僕悪魔たちが俺を囲んだ。

「カーラマイン。その『騎士』の子はあなたに任まかせますけれど、あなたが負けたら私たちは一騎打ちなんてむさ苦しいことはしませんわよ？　皆みなで仲良く倒しますわ。それともこれ以上フェニックス家の看かん板ばんに泥どろを塗ぬるつもり？」

　妹の迫力のある言葉にカーラマインも渋しぶ々しぶうなずいた。

「シーリス」

「御ぎよ意い」

　一歩前に出てきたのはワイルドな出いでたちのお姉さん。背せ中なかに剣けんを背負っていた。

「彼女はお兄さまのもう一人の『騎士』。そこのカーラマインと違ちがって、騎き士し道どううんぬんにこだわりませんわ。相手を必ず倒す。それだけです」

　シーリスとかいう『騎士』のお姉さんが剣を背から抜ぬき放った。……大きい剣だ。幅はばの広い。あんなので斬きられたら死ぬか？

「でも、彼女はトドメのときでいいかしら。ニィ、リィ」

「にゃ」

「にゃにゃ」

　妹の声に応こたえたのは獣けもの耳みみを頭部に生やした女の子二人。『兵ポー士ン』だっけか。

「彼女たちは獣じゆう人じんの女戦士。体たい術じゆつは、それはそれは大したものですのよ？」

　スッ！

　獣けもの娘むすめ二人が視し界かいから消える！　瞬しゆん間かん、俺の腹ふく部ぶと顔面に打撃が入り込んできた！

「ぐはっ！」

　痛いたみを訴うつたえるヒマもなく、足に、腕うでに、肩かたに、背中に、全身に攻こう撃げきがくわえられる！

　こ、拳こぶしが見えない！　なんて速度だ！

「ブ、ブーステッド・ギア！」

『Bブoーoスsトt!!』

　力の倍化が始まる！　だが、敵てきの攻撃は激はげしくなる一方だった。

「ニィ！　リィ！　ブーステッド・ギアは十秒ずつ能のう力りよくが倍になっていく神セイクリツド器・ギアですわ！　イルとネルのチェーンソー姉し妹まいが撃破された具合から考えても三回倍化したら、あなた方では手に負えなくなります！　二十秒以内にカタをつけなさい！　そちらは神セイクリツド器・ギアの特とく性せい上、増ぞう加か中は手を出してきませんわよ！　逃にげるだけです！　足を狙ねらいなさい！　それと手に触ふれてはいけませんわよ！　その方、手で触れた者の衣類を吹ふき飛ばす破は廉れん恥ち極きわまりない技わざを持っているようですわ！」

　それを聞き、畏い怖ふするような表ひよう情じようを浮かべる娘たち。

「最低！」

「ケダモノ！」

　うっさい！　何が悪いか！　女の子を丸まる裸はだかにする技を会え得とくして、何が悪いのか！

「下半身でものを考えるなんて愚ぐ劣れつよ！」

「下半身でものを考えて何が悪いか！　俺は男なんだよッッ!!」

　と、言葉の売り買いをしていても仕方ないか。

　しかし、あちらの妹さん、こちらの弱点をよーくご存ぞんじでいらっしゃる！

　ゴッ！

　痛いてぇ！　クソ！　足を狙ってきやがった！　太ももにローキック入れてきやがって！

　獣娘の蹴けりってこんなに痛ぇのかよ！　獣だから身体能力が基き本ほん的に高いのか!?

　ブーステッド・ギアの倍化中は下へ手たに攻撃できない！　こんな余よ裕ゆうのない状じよう態たいで一に戻もどるなんて最悪だ！　逃げて逃げて――。

　ドゴッ！

「痛ッ！」

　再ふたたびローキック！　効きく！　なんてもんじゃねぇぞ！　足が痛みでガクガクしてきやがった！　これだと、まともに逃げられ――。

「ぐはっ！」

　顔面に思いっきりパンチが入り込む。飛び出る血。血。血！　鼻からも口からも！

　あまりの痛さに涙なみだがボロボロ出てきやがった！

「イッセーくん！　クソ！」

　木場が俺の惨さん状じようを見て、カーラマインを早く倒そうと剣を両手に持って斬り込んでいく。

「カーラマイン！　あと十数秒耐たえなさい！　あなたがその『騎ナイ士ト』に勝てないのはわかりましたわ！　でも、あと少しでドラゴン使いを葬ほうむれそうなの！　その『騎士』を止めていてちょうだいな！」

　楽しそうに笑うライザーの妹。てめぇは高みから余裕の見物ですか！　腹はら立たつ女だ！

　ドサッ。

　ついに足が動かなくなっちまった。地面にひざがついてしまう。……ダメだ。足に力が入らない。頭もボーッとしてきた。ダメージを受けすぎた……。

　クソ！　ここで意い識しきを失ったら、絶ぜつ対たいにリタイヤだ！　そんなの嫌いやだ！　部長の力になれずに負けるなんて嫌だ！

　ドォォォォォォンッッ！

　フィールド全体を震ふるわせる震しん動どう！　もしやと思い屋上を見上げれば、部長とライザーがやり合っていた。お互たがいに紅あかい魔ま力りよくと炎ほのおの魔力を空中でぶつけ合っている。

　ライザーのほうは無む傷きず。服すら破やぶれていない。

　対する部長の制せい服ふくは所々が破けていた。心なしか、息も上がっているように見える。

　――だって、この勝負は最初からリアスさまに勝ち目なんてないんだもの。不死身って、それぐらいあなた方にとって絶ぜつ望ぼう的なのですわよ？

　先ほどのライザーの妹が口にした一言が脳のう裏りを過よぎる。

　……負ける？　俺たちが？　部長が？

　負けたらどうなる？　部長が……あいつに……。

　そんなの！　そんなの絶対に許ゆるせねぇぇぇ！

　立つしかないさ。たとえ、体がボロボロのグチャグチャになろうとも俺は立つしかない。

　あの人が好きだから？　それもある。惚ほれた弱みだ。

　けど、それ以上に俺はあの人を守りたかった。

　契けい約やくとか制せい約やくとかそういうのじゃない。

　あの人は紅くれないの髪かみを揺ゆらしながら、威い風ふう堂どう々どうとしていなきゃいけない。

　それが、部長だ。それが、俺が憧あこがれた部長なんだ。

　部長が奴やつを嫌だと言った。部長が俺に戦えと言った。

　なら、俺は――戦うしかない。

　――赤い龍帝さんよ。聞こえているなら、応こたえろ。

「俺に力を貸かしやがれ！　ブーステッド・ギアッ！」

『Dragonドラゴン　boosteブースターr!!』

　赤い閃せん光こうを放つ俺の神セイクリツド器・ギア。

　足りない。こんなのじゃダメだ！　もっと力が欲ほしいんだ！

「もっとだ！　あのときはアーシアだった！　今度は部長だ！　俺の想おもいに応えてみせろ！　ブーステッド・ギアァァァァッッ！」

『Dragonドラゴン　boosterブースター secondセカンド　Liberationリベレーシヨン!!』

　いままで耳にしたことのない音声が籠こ手てから発せられ、俺の左ひだり腕うでに変化が訪おとずれる。

　赤いオーラが左腕を覆おおい、何かを形作っていく。籠手が徐じよ々じよに姿すがた形かたちを変へん質しつさせていった。

　オーラが消え去ったとき、ブーステッド・ギアは――。

「……変わった？」

　並なみ外はずれた力の結けつ晶しようと称しようされた籠手は、新たな姿となっていた。甲こうの部分にあった宝ほう玉ぎよくの他ほかに、もうひとつの宝玉が腕のほうにも現あらわれ、全体のフォルムも少しばかり変わっている。

　……え？　これはいったい――。疑ぎ問もんに思う俺の頭に宝玉から情じよう報ほうが流れ込んでくる。

　…………。

　……そうか、それが新しい力の使い方……。俺は自然と笑えみを浮うかべていた。

　俺は、俺たちはまだ強くなれる！

「木場ァァァァァッ！」

　足を踏ふん張り、勢いきおいづけてから一気に立ち上がる！　ははっ、体中から悲鳴が聞こえてくるぜ！　だけどよ、もう少しだけ動いてくれ、俺の体！　そして――。

　俺は駆かけ出す！　目標は木場！

「おまえの神セイクリツド器・ギアを解かい放ほうしろォォォッ！」

　俺の叫びに木場がこちらの真意もわからず当とう惑わくする。だが、奴やつは剣けんを地面に突つき刺さし、高らかに吼ほえる！

「魔ソー剣ド・創バ造ース！」

　ギャァン！

　グラウンドが光り輝かがやき、いくつもの魔剣が地面から姿を現す。ここだ！

　俺は光り輝く地面に拳こぶしを放ち叫さけんだ！

「ブーステッド・ギア！　第二の力！」

　ブーステッド・ギアで高めた力、それを地面へ流しこむ！　目的はただひとつ！　木場の魔剣を創造する能のう力りよくだッ！

「『赤ブー龍ス帝テツかド・らギアの・贈ギりフ物ト』！」

『Tトrラaンnスsフfアeーr!!』

　ギィィィンッッ!!

　金きん属ぞくの激はげしくこすれる音がこの一帯に鳴り響ひびく。

　この運動場全ぜん域いきが刃やいばの海と化した。いたるところから様々な形けい状じようの刀身が天に向かって鋭するどく飛び出している。辺り一面、魔ま剣けんの見本市となっていた。

　その全部が木場の創造した魔剣だった。

　――第二の力、『赤龍帝からの贈り物』。

　その効こう果かは、籠手で高めた力を他の者、もしくは物に譲じよう渡とし、力を爆ばく発はつ的に向上させられること。俺は地面から創造される木場の神セイクリツド器・ギア能力に籠手の力を譲渡した。結果がこれだ。

　魔剣を生み出す力を飛ひ躍やく的に高め、周囲全域刃だらけとなった。

「……バカな」

「これもドラゴンの力だというのか……？」

　苦く悶もんの声をあげるライザーの下げ僕ぼくたち。当たり前か。彼女たちの体は地面から鋭く生えてきた幾いく重えもの魔剣に貫つらぬかれている。

　瞬しゆん時じにその体が光りだし、このフィールドから透すけて消えていく。

　――リタイヤだ！

『ライザー・フェニックスさまの「兵ポー士ン」二名、「騎ナイ士ト」二名、「僧ビシヨ侶ツプ」一名、リタイヤ』

「よっしゃ！」

　グレイフィアさんのアナウンスを聞き、俺はその場でガッツポーズを取った。

　いまの攻こう撃げきで一気に大量撃げき破はだ！

　いける！　いけるぞッ！　この新しい力、『譲ギ渡フト』を使えば部長も朱乃さんも木場も、皆みなの力が一気に膨ふくれ上がるっ！　そうだ！　アーシアの回かい復ふく能力を強化してもいい！

　ああ、この新能力なら俺たちはライザーに勝てるッ！

「イッセーくん。驚おどろいたよ。この力は……」

　木場が困こん惑わくしながら地面から生えている魔剣群ぐんを見み渡わたしていた。自分の能力が思っていた以上の効果を出して驚いている様子だ。

「ああ、木場。この籠手でおまえの力を強化――」

　そのとき、信じがたいアナウンスが飛び込んでくる。

『リアス・グレモリーさまの「女クイ王ーン」一名、リタイヤ』

「ッ!?」

「なっ!?」

　俺と木場が同時に我わが耳を疑うたがった。当然だろう！　信じられるか！

　あ、朱乃さんが……。そんなわけがない！　朱乃さんは俺おれたちのなかでも最強の――。

　ドォォォオオオンッッ！

　足元が激しく震しん動どうし、聞き覚えのある爆ばく発はつ音おんが俺の鼓こ膜まくを激しく揺さぶる。その爆音は木場がいた場所からだった。そちらへ恐おそる恐おそる視し線せんを送ったとき、俺は絶ぜつ句くした。

　木場が――。俺たちの『騎士』が、全身から煙けむりを立ちのぼらせながら地面に突つっ伏ぷしていた。

　辺り一面に鮮せん血けつが飛び散っている。駆かけ寄よる間もなく、木場の体が光に包まれ、この場から消えていく。

『リアス・グレモリーさまの「騎士」一名、リタイヤ』

　再ふたたびあり得ないアナウンスがフィールドに流れる。

　俺は立て続けに起きた理り解かい不ふ能のうの出来事に呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすしかなかった……。





　　　―○●○―　　　






　あれほど敵てき味方入り乱みだれていた運動場は俺だけとなっていた。

　パキ……ッ。

　グラウンドを支し配はいする魔剣の世界。しかし、主あるじを失った魔剣は儚はかない音を立てて、一本、また一本と折れて崩くずれて散っていく。

　魔剣の欠かけ片らが銀の光こう沢たくを放ちながら運動場に舞まう。キラキラと光って幻げん想そう的な雰ふん囲い気きを作りだしている。数秒もしないうちに魔剣はすべてこのグラウンドから消え失うせていた。

　――ッ！

　悲ひ嘆たんに浸ひたるヒマもなく、俺の視し界かいが空を漂ただよう影かげを捉とらえる。そちらを見上げてみれば、フードを被かぶった魔ま導どう師しの姿があった。

　――ライザーの『女王』だ！

　朱乃さんと戦っていたはず！　なのに朱乃さんだけリタイヤ!?　相手は傷きずを負ったように見えない！　どうなってやがる！　朱乃さんがただ負けるなんてあり得ないんだ！

「『騎士』、撃破」

　ライザーの『女王』は冷れい笑しようを浮うかべながら、非ひ情じような一言を口にした。その瞬しゆん間かん、俺の頭に血がのぼる。

「朱乃さんと木場をやったのもてめぇか！」

　あの爆発！　そう、小猫ちゃんも爆ばく破はの魔力でやられた！　ちくしょう！　木場までやられたってのか！

「降おりてこい！　朱乃さんの！　小猫ちゃんの！　木場の仇かたきを取ってやる！　降りてこい！　てめぇに俺の神セイクリツド器・ギアの力を叩たたき込こんでやるから、降りてきやがれぇぇぇぇッ！」

　俺が拳こぶしを天へ突き上げて、『女王』を挑ちよう発はつする。だが、『女王』は俺を嘲ちよう笑しようするような眼まな差ざしで一いち瞥べつし、興きよう味みが失せたように新校こう舎しやの屋上のほうへ黒い翼つばさを羽ばたかせた。

「待て！　待ちやがれ！」

　俺は怒いかりに身を任まかせて、『女王』を追う！　逃にがすもんか！　逃がすもんかよ！　そっちには部長がいるじゃねぇか！　アーシアもいるんだ！　てめぇなんかにこれ以上俺の仲間をやらせてたまるか！　やらせてたまるかよぉぉぉぉッ！

　ガッ！

「あがっ！」

　足から力がなくなって、地面に転てん倒とうする俺。すぐに立ち上がろうとするが、体に力が入らない……っ！　全身がぷるぷる震ふるえて動いてくれない……。

　俺でもわかった。体力が限げん界かい――。

　部長が鍛きたえてくれたからここまで保もっていたけど、戦せん闘とう経けい験けんのない俺が度たび重かさなる戦闘を繰り広げれば納なつ得とくできることだった。心しん臓ぞうの動どう悸きも激しい。息もあがっていた。

　ダメージも蓄ちく積せきされて、酷ひどいことになっている。顔も腕うでも足も腹はらも痛くて、気がどうにかなりそうだ。

　精せい神しんの負ふ担たんもハンパじゃない。目の前で仲間を失う。心を抉えぐられるような場面を何度も見れば精神に異い常じようをきたしてもおかしくない話だ。

　――立たなきゃ。

　そんな状じよう況きようでも頭を支配したのは、立って部長のもとへ行かなきゃいけないってことだった。

「ぬがぁぁぁぁぁぁああああああっ！」

　声を張はり上げて気合を入れる。まだ足に力が入りそうだ。なら、立てるだろう！

　ゆっくり立ち上がり、ついに校舎へ体を向けることができた。よし、屋上へ行こう。

　そう思って歩みだした俺へ声がかけられる。

「まだ戦いますの？」

　振ふり返れば、ライザーの妹が炎ほのおの翼を広げて空から降りてきた。

　……さっきの魔ま剣けん攻こう撃げきでやられなかったのか？　空を飛んで回かい避ひしたのか？　そういえばアナウンスでは『僧ビシヨ侶ツプ』一名と言われていたかもしれない。

　俺がそちらへ拳を構かまえるが、ライザーの妹は肩かたをすくめるだけだった。

「私、もうやりませんわよ。だって、どう考えてもあなた方の負けですもの」

「うるせぇ。まだ俺も部長も倒れてねぇぞ」

「先ほどのドラゴンの力。確たしかに凄すさまじいものでしたわ。相手へ増ぞう大だいした力を譲じよう渡とできるだなんて、異い常じような能のう力りよくだと思いますし、『雷いかずちの巫み女こ』やリアスさまの滅めつ殺さつの力が膨ふくれ上がると考えるだけで怖こわいですわ。今後の『レーティングゲーム』で、その力は上級の方々にとって脅きよう威いとなりますわね。――でも、この戦いはあなた方の負け」

「……フェニックスが不死身だからか？」

「それもありますけど、あなたもリアスさまも、もう体力が残っていないでしょう？　どんなに傷が癒いやせても体力までは戻もどりません。いまの状じよう態たいではジリ貧ひんで敗北します。それに」

　ライザーの妹は懐ふところから小こ瓶びんを取り出した。……なんだ、それ？　まさか、聖せい水すいとか？　そんなわけないか。

「――フェニックスの涙なみだ。聞いたことあります？　これはそれ。私たちフェニックスの涙は如い何かなる傷をも癒すんですのよ」

　フェニックスの涙!?　修しゆ行ぎよう合宿のときに部長から聞いたことがある。

　だけど、そんなのアリなのか!?

「卑ひ怯きようとおっしゃらないでくださるかしら。そちらだって、『聖トワイ母ライトの・微ヒー笑リング』を持つ者がいるでしょう？」

　俺の心中を把は握あくしたようにライザーの妹は言う。

「それにちゃんとルールにも記き載さいされてますわ。『フェニックスの涙はゲームに参加する悪魔二名までしか所持できない』――と。あまりに強力なので規き制せいされてしまいましたの。まあ、当然ですわね。私たちの場合は私と『女クイ王ーン』が持っていましたの。だからうちの『女王』は『雷の巫女』を倒せたのですわね。それに私たちの一族の涙は高たか値ねで取り引きされますのよ。おかげでフェニックス家の財ざい政せいはとっても潤うるおってますわ。ゲームが始まってからいいこと尽ずくめですの。不死身と涙、私たちの時代でしてよ」

　自じ慢まんげにペチャクチャしゃべりだすライザーの妹。

　フェニックスの涙。……そ、そんな、対戦相手が戦闘中に回かい復ふくしたら、朱乃さんでも……。ここで悲観的になっていても始まらないか。

　俺は意を決して再ふたたび歩を進めだした。

「ちょ、ちょっと！　私を無む視し!?　どうせ負けるのですから、ここで私とおしゃべりしていたほうが健全で安全ですわよ!?」

「うっせー。一人で勝手にしゃべってろ、鳥とり娘むすめ。近ちか寄よると裸はだかにすんぞ」

　身を守る体たい勢せいに入るライザーの妹。そうさ、女の子なんだからその反はん応のうでいい。

　俺は校舎へと向かう。しばらくの間、後方から金切り声が聞こえてきていた。
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　校こう舎しやの裏うら手てから侵しん入にゆうし、廊ろう下かを走る。目指すは屋上！　部長のもと！

　ドクン。俺のなかで『特とく性せい』が脈動する。相手の本ほん陣じんに来たことで条じよう件けんが揃そろったんだ！

「『プロモーション』！　『女王』！」

　俺の体に力がみなぎる。廊下を一気に走り抜ぬく！　――だが。

　ズザァァァァァ！

　廊下で激はげしくコケてしまった。唐とう突とつに足の感覚がなくなる。わかっちゃいるさ。体力の限界なんだろう？　能力が増ふえてもそれを使えるだけの体力がもう空っぽに近い。

　それでも立たなきゃいけない。這はってでも屋上へ向かう！

　朱乃さんもいない。小猫ちゃんもいない。木場もいない。

　俺の仲間は皆みなこのフィールドからいなくなっちまった。部長を守る戦せん闘とう要員は俺だけだ！　俺が踏ふん張ばらないとダメなんだ！

　負けたくない！　負けたくねぇ！　部長！　俺は部長を勝たせてみせます！

　立ち上がっては転てん倒とうして、転倒しては立ち上がって……そんなのを繰くり返しながら俺は上へ上へ駆かけ上っていく。

　汗あせ、血、涙、涎よだれ、無様に全部垂たれ流しながら俺は部長のもとへ――。

　屋上の扉とびらが見えてきた！　休むヒマもなく、俺は扉を勢いきおいよく開け放った！

　――っ。

　眼がん前ぜんで対たい峙じする部長とライザー。アーシアは二人を少し離はなれた場所からオロオロとしながら見守っている。よかった。二人とも無事だ。

　でも、部長は辛つらそうに肩かたで息をしている。きれいな紅くれないの髪かみも乱みだれ、制せい服ふくもボロボロだ。

　俺は大きく息を吸すい込んで、

「部長ォォォォォッッ！　兵藤一誠！　ただいま参上しましたぁぁぁぁッ！」

　屋上全体に聞こえるような声を張り上げる。全員の視し線せんがこちらへ集中した。

「イッセー！」

「イッセーさん！」

　部長とアーシアが歓かん喜きの声をあげてくれる。

　ヘヘヘ、俺参上！　女の子をいつまでも待たせてたまるかよ！

「ドラゴンの小こ僧ぞうか？　レイヴェルの奴やつ、見み逃のがしたのか」

　舌した打うちするライザー。どうやら妹さんは反はん抗こう期きみたいだな。おかげでここまで五体満足で来られたぜ。

　ライザーの横に奴の『女王』が降おり立つ。

「ライザーさま、私が『兵ポー士ン』のボウヤと『僧ビシヨ侶ツプ』のお嬢じようさんをお相手しましょうか？　それに『兵士』のボウヤが持つ能のう力りよくが厄やつ介かいかもしれませんわ。相手が身に纏まとっているものを消し飛ばす能力――」

　一歩前へ出る『女王』を、ライザーは手で制せいした。

「俺が纏っている炎ほのおを消されたら厄介だと？　どうだろうな。その能力と、リアスの『兵士』の性せい格かくを考えても、女にしか効こう果かがないんじゃないか？　リアスたちの相手は俺がやる。そのほうがこいつらも納なつ得とくするだろう」

　……なんだ、その言葉？　「最後だから好きにやらせてやる」ってか？

　って、俺の『洋ドレ服ス・崩ブレ壊イク』の能力を完全に読んでやがる。そうさ、あれは女性にしか効果を示しめさない。そういう風に俺がイメージして作ったからだ。野や郎ろうの裸なんて見たくもないし、触さわりたくもない。

　いちおう、野菜と果くだ物ものの皮を取るぐらいの力はあるが、それ以上のことは女性以外に効果を出してくれない。

「ふざけないでライザー！」

　激げつ昂こうした部長が、魔ま力りよくの弾たまをライザーの顔面に撃うち放つ！　避よけもしないで直ちよく撃げきを食らうライザー。

　うわっ、頭部が消し飛んでいるじゃん！　やった！　と、喜びもつかの間、消し飛んだ部分から炎が立ちのぼり、形を成していく。

　炎がしだいに顔となり、髪となり、ライザーの頭部は元の状じよう態たいに戻もどってしまった。ライザーは何事もなかったかのようにコキコキと首を鳴らすだけだ。

　――不死身。

　これが、不死鳥の再さい生せい能力か……。

「リアス、投リザ了インするんだ。これ以上は他ほかの場所で見られているキミのお父上にもサーゼクスさまにも格好がつかないだろう。キミはもう詰つんでいる。こうなることはすでに読んでいたことだ。――チェックメイトだ、リアス」

　諭さとすようにライザーは言う。だが、部長は睨にらむだけだ。

「黙だまりなさい、ライザー。私は諦あきらめない！　読んでいた？　詰んだ？　まだ『王キング』である私は健けん在ざいなのよ？」

　不ふ敵てきに笑う部長。

　そうさ！　まだ部長がそう言うなら戦える！　まだ終わりじゃない！　ここから逆ぎやく転てんするんだ！　俺おれは部長のもとへ走り、ライザーとの間に入る。

「アーシア！」

　俺がアーシアを呼よぶと、恐おそる恐おそるライザーと相手『女クイ王ーン』の様子を窺うかがいながら、こちらへ走りよってくる。

　ライザーも『女王』も屋上を移い動どうするアーシアを狙ねらい撃うちすらしなかった。

　なんとなくわかっていたことだが、そんなに余よ裕ゆうかよ！

　部長と俺の治ち療りようを始めるアーシア。アーシアの手が俺と部長の体に触れると、緑色の淡あわい光がやさしく俺たちを覆おおう。

　……体から痛いたみが嘘うそのように消えていく。顔の腫はれが引いていき、ローキックの連発で感覚を失っていた足にも少しずつ感覚が戻ってくる。

　だが疲つかれだけは取れなかった。傷きずが癒いえても体力は戻らない……か……。

「俺を治療したらアーシアは下がっていろ」

「！」

　驚おどろいた顔のアーシア。俺にそんなことを言われると思わなかったって表ひよう情じようだ。

「アーシアが残っていれば、俺と部長を癒いやすことができる。アーシアは俺たちの生命線なんだ」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで何かを言いたげなアーシアだったが、すぐに口を閉とざして一歩うしろへ下がった。これでいい。アーシアが無事なら――。

「キャッ！」

　なに!?　アーシアの悲鳴が耳に届とどく。俺が目にしたのはアーシアの足元に出しゆつ現げんした見知らぬ魔ま方ほう陣じんだった。それがアーシアの動きを封ふうじているかのように見えた。

「悪いな。あんま長引いてもキミらがかわいそうだ。その子を倒してもよかったんだが……。とりあえず、回かい復ふくだけは封じさせてもらった。その魔方陣は俺の『女王』を倒さない限かぎり解とけない」

　ライザーが淡たん々たんと言う。相手の『女王』は手を突き出して指先を光らせていた。

　そうか、あの『女王』が魔力でアーシアを……。

　クソ！　アーシアが最後の頼たのみの綱つなだったのに！

　だけど、文もん句くも言っていられない！　ラストバトルだ！

「部長。勝負は続行ですよね？」

「ええ！」

　部長の声こわ音ねはまだ諦めの色を出していない！　そうさ！　まだいけるんだ！

「でも、こちらも俺と部長とアーシアしかいません。しかもアーシアは捕とらわれてしまった。あちらは不死身。眷けん属ぞく悪魔は二名もいる。状じよう況きようは最悪でもあります」

　俺は口の端はしを吊つり上げて高々と言ってやった。

「諦めないっス。俺はバカだから、『読み』とか『詰んだ』とかよくわからないです。でも、まだ俺は戦える。拳こぶしが握にぎれるかぎり最後まで戦います！」

「よく言ったわ！　イッセー、一いつ緒しよにライザーを倒すわよ！」

「はい、部長！」

　部長はいつも通り、高らかに命令をくだしてくれた。

　聞いたかよ、ブーステッド・ギア！

　俺の主あるじさまが俺へ命令をくれたぞ！　簡かん単たんなことだ。目の前の相手をぶん殴なぐればいい。

　そう、たったそれだけだ！

「いくぜ！」

『Burstバースト』

　それは、聞いてはいけない音声だった。

　その音声が宝ほう玉ぎよくから発せられたとき、俺の体が急きゆう激げきに重くなり、全身の機き能のうが停止したかのように――。意い識しきが飛ぶ！　ダメだ！　それだけはいけない！

　下へ四よつん這ばいにくずおれて、腹はらからこみ上げてくるものを吐はき出してしまった。

　――血ち反へ吐どだった。

　それを目にして単たん純じゆんに理り解かいしてしまう。俺の体は内部も限げん界かいなのだ――と。

　籠こ手ての宝玉から光が消える。宿主である俺が本当に限界だから、機能停止してしまったのだろう。

　……傷は、傷はないのに……。まだ、戦えるはずなのに……。

　倒れる俺にライザーが声をかける。

「ブーステッド・ギアの能力はな、想そう像ぞう以上に宿主を疲ひ弊へいさせるんだよ。力を無理やり倍化させていくこと自体、異い常じようすぎることなのさ。体への負ふ担たんは他ほかの神セイクリツド器・ギアに比くらべると段だん違ちがいに高い。この戦場を駆かけ回り、俺の下げ僕ぼくたちと戦いながら、ブーステッド・ギアを使い続けた。――リアスの『兵ポー士ン』、おまえはとっくに限界だったんだよ」

　……まだだ。そんなこと言われても、そうだとしても、俺はまだ――。

　横で部長が哀かなしそうな顔をしている。すみません、心配をかけちゃって。問題ありません。いま、立ちます。立ちますよ。

　ぐぐぐと足に力を入れて、起き上がる。倒れたり立ったり、もう何回繰くり返したかな？

「部長、いきましょう！」

　俺はライザーへ向かって突つっ込こんでいった。
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「ぐほっ！」

　激げき痛つうが俺を襲おそう。

　今日、何度めか知れない激はげしい痛み。……何度も倒れてしまった。カッコ悪いよな……。

　部長……、勝ちましょう。俺、勝ちますよ。

　部長は、すでにひざをついて立てないでいた。

　部長の魔力は尽つきている。何度も何度もライザーを吹ふっ飛ばしたけど、そのたびにライザーは炎ほのおを巻まき上げさせながら復ふつ活かつした。何事もなかったかのように。

　部長とアーシアを守らないと……。もう俺しか二人を守る奴やつがいないんだ……。

　俺が――。

　ドゴンッ！

　ライザーの拳が俺の腹に深く突つき刺ささり、さらに抉えぐり込ませるように拳を回転させてきた。

　ゴボッ。

　俺の口から血が吐き出される。……あんなに血を吐いたのにまだ出るんだな……。

　視し界かいがかすんできた……。頭かぶりを振り、なんとかボヤける視野を戻そうとした。

　大だい丈じよう夫ぶっスよ……。勝ちますから……。このライザーをぶっ倒して……、部長に勝利をプレゼントします……。

　そしたら、部長は笑ってくれますよね……？

　……俺、部長とアーシアが笑ってくれるなら……。

　そうだ、部長……。……鍛きたえてくれてありがとうございました……。

　こうやって、立てるのも全部部長のおかげ……。

　……勝ちます。……俺は『兵士』……。

　……最強の『兵士』になるんです。そう、最強の――。

　ズドン。

　顔面に食い込んできた拳。当たる瞬しゆん間かん、スローモーションだった。

　……まだ、戦えますから……、部長……。

　……約束、守ります……。




　……勝ちますから。









　Checkmate.









　戦せん況きようは終局へ移うつろうとしていた。

　理り解かいしている。

　私――リアス・グレモリーは詰つんだ。つまり、チェックメイトだ。

　もう、誰だれも戦える力がない。

　それでもあの子だけは立ち上がっていた。

　――イッセー。

　彼だけが詰んでいる状じよう態たいでもライザーへ向かっていく。

　けれど、それも終わり。さっきのライザーの一いち撃げきがイッセーのすべてを断たった。

　後方へ倒たおれ込むあの子を見て、私は無む意い識しきに駆かけ寄よっていた。

　抱だきとめたイッセーの体は血と汗あせにまみれ、酷ひどい有様だ。それでも私はこの子が愛いとしかった。

「……イッセー、よくやったわ。もういいわ。よくやったわ」

　私はやさしくつぶやくが、イッセーは私の体から離はなれて身を起こそうとしていた。

「もういいの！　イッセー！」

　私の手を払はらい、のろのろと力なく立ち上がっていく。

　無言のまま一歩、また一歩と前へ進みだす。

　その光景は異い様ような迫はく力りよくを生んでいた。

　誰もが彼のことを、息を呑のんで見守っている。

　相手のライザーも無む表ひよう情じようで彼を迎むかえていた。

　ダメだ！

　これ以上やらせれば、私はイッセーを失う。

　かわいい下げ僕ぼく。私のイッセー。これからもたくさん可か愛わいがるつもりなのに、こんなところで失いたくない！

　私はイッセーとライザーの間に入り、イッセーの前に立つ。

「イッセー！　止まりなさい！　私の言うことが聞けない――」

　そこまで言い、私は言葉を詰まらせた。

　当然だ。

　こんなの……。こんなの……イッセー……あなたは……。

　イッセーは、すでに意い識しきを失っていた。

　双そう眸ぼうも虚うつろで、口元も開いたまま。それなのに、この子は前へ前へ出ようとしている。

　震ふるえる拳こぶしを握にぎり締しめたまま……。

「……あなた、こんなになってまで……」

　私の頬ほおをいつの間にか涙なみだが伝っていた。私はかわいいこの子の頬へ手を伸のばす。

　頬は腫はれ上がり、元気を感じさせてくれたこの子のほっぺの感かん触しよくが伝わってこない。

「……バカね」

　前へ出ようとするイッセーを私は抱きしめた。

「お疲つかれさま、イッセー」

　その言葉を発したとき、彼の全身から力が抜ぬけ、その場で倒れ込んだ。

　私はイッセーの体を抱きしめ、そのまま下へ寝ねかし、横にさせた。

　彼の頭をひざに乗せる。膝ひざ枕まくら、して欲ほしいって言ってたものね……。

　この子は私のために戦った。

　――部長！　俺、絶ぜつ対たいに部長を勝たせてみせます！

　イッセーはまだ魔ま力りよくの使い方もろくに覚えていないというのに、全力で戦場を駆かけ回った。実戦経けい験けんなんて皆かい無むに等しいのに。

　怖こわかったはずだ。死ぬであろう場面もあったのに……。

　――諦あきらめないっス。俺おれはバカだから、『読み』とか『詰んだ』とかよくわからないです。でも、まだ俺は戦える。拳が握れるかぎり最後まで戦います！

　拳をこんなに腫れさせるまで、この子は私のために戦ってくれた……。

　いつも。いつもこの子は笑え顔がおだった。いつでも一いつ生しよう懸けん命めいで、いつでも私のために動いてくれた。

　もう少しで私はイッセーの笑顔を永えい遠えんに失うところだった。

「ありがとう、朱乃、祐斗、小猫、アーシア……イッセー。不ふ甲が斐いない私のために、よくがんばってくれたわ」

　そっと、イッセーの頭をなでたあと、ライザーに言う。

「私の負けよ。投リザ了インします」

　初のレーティングゲーム。

　それは苦く、辛つらい敗北から始まった。

　私は、この敗北を絶ぜつ対たいに忘わすれない。









　End game.









　赤い――。赤い夢ゆめを見ていた。

　俺の中で唐とう突とつに何かが訴うつたえる。

　いま揮ふるっている力は本来のものではない――と。

　誰が？　神セイクリツド器・ギアが？　俺の中で渦うず巻まく何か。

　灼しやく熱ねつの炎ほのおを揺ゆらしながらそいつは口の端はしを吊つり上げる。

『そんなんじゃおまえはいつまで経たっても強くなれない』

　頭にそんな感じの言葉が通り過すぎる。

　俺が思っていたわけではない。心の奥おく底そこから……いや、それは俺の左ひだり腕うでから……。

『おまえはドラゴンを身に宿した異い常じようなる存そん在ざい。無様な姿すがたを見せるなよ。「白い奴やつ」に笑われるぜ？』

　おまえ、あの夢に出てきたドラゴンか？　例のパワーアップもおまえの仕し業わざか？

『ああ、おまえが望み、俺も望み、そして「白い奴」も望んだ。だから、新しい段だん階かいに入ったのさ』

　望む？　　何を言ってやがる……。

　つーか、『白い奴』って誰だよ！

『いずれ、奴はおまえの前に現あらわれる。そうさ、俺とあいつは戦う運命にあるからな。そうだ、ついでだ。俺の力、その本来の使い方を教えてやる』

　何を、おまえは何を言っているんだ？

　……おまえはいったい……。

『赤ウエいル龍シユの・帝ドラ王ゴン、ドライグ。兵藤一誠、おまえの左腕にいるものだ』

　ウェルシュ・ドラゴン……ドライグ……。

『負けるのもいい。死ななければ敗北も力の糧かてになる。だが、それは次に勝ってこそ意味のあるものだ。負けて勝って、そして勝ち続けろ。そうすれば、奴とおまえは出会う』

　俺と何がどうなるっていうんだ……。

『そのうちわかるさ。その日のために強くなれ。俺はいつでもおまえに力を分け与あたえる。だが、それは大きな犠ぎ牲せいを払はらうと頭に入れておくといい。なに、犠牲を払うだけの価か値ちをおまえに与えてやるさ。嘲あざ笑わらった連中に見せてやればいい。「ドラゴン」って存在をな』









　Life.∞インフイニテイvs Power.∞　約束、守りに来ました！









　目を覚ましたとき、そこは見知った天てん井じようだった。

　――俺の部屋だ。

　……俺、なんでここに？

　ボヤける記き憶おくを必死に叩たたき起こさせる。

　……勝負をしていたはずだ。部長とライザーの『レーティングゲーム』。舞ぶ台たいは俺の学校のレプリカだった。

　旧きゆう校こう舎しやが俺たちの本ほん陣じんで、敵てき本陣である新校舎へ向かって木き場ばや小こ猫ねこちゃんたちと戦場を駆かけ巡めぐったんだ。

　小猫ちゃんが倒たおれて、木場が倒れて、朱あけ乃のさんが倒れて、そして――。

　俺はそこで意い識しきをハッキリとさせた。

　部長はどうなった!?　勝負は!?　勝敗は!?　ライザーを倒したのか!?　俺は――どうして、ここにいる？

　ベッドから上半身だけ起こすと、

「目覚めたみたいですね」

　枕まくら元もとにいる女じよ性せいが声をかけてきた。銀ぎん髪ぱつのメイド、グレイフィアさんだった。

「グレイフィアさん！　勝負は？　部長はどうなったんですか!?」

「勝負はライザーさまの勝利です。リアスお嬢じようさまが投リザ了インされました」

　――ッッ！

　そ、そんな……。俺は絶ぜつ句くした。言葉もなかった。

　俺、負けたのか？　俺、ライザーにやられたのか？

　――情なさけねぇ。

　俺はなんて情けなくて無様な男なんだ……。

　あれだけ大おお見み得えきっておいて、一いつ矢しも報むくえず、部長の前でぶっ倒れたのか……。

　弱よえぇ……。なんで俺はこんなに弱ぇんだ……？　アーシアだって、あのときに俺が少しでも強ければ人間として生き続けられたはずだった。

　部長だって、俺がもう少し神セイクリツド器・ギアの力を使いこなしていればこんな結果に……。

　涙なみだが止まらなかった。グレイフィアさんがそばにいることなんてお構かまいなしに涙が止まらない。悔くやしくて。情けなくて。弱くて。哀あわれで……。

「現げん在ざい、お嬢さまとライザーさまの婚こん約やくパーティが行われています。グレモリー家が用意した冥めい界かいの会場です」

「……木場たちは？」

「お嬢さまにお付き添そいになられております。会場にいない関係者は、一いつ誠せいさまとアーシアさまだけです」

　アーシア？　アーシアがあちらに行っていないのか。

「リアスさまの願いで、アーシアさまはここへ残られて私とともに一誠さまを見ておられたのです。いまは下に替かえのタオルを取りにいかれています」

　そうか。部長はアーシアを俺のところへ残してくれたのか……。

　心配かけちまったよな。

　部長……。婚約……。今いま頃ごろ、パーティの最中なのか……。

「……納なつ得とくされていませんか？」

　グレイフィアさんがそう訊きいてくる。

「ええ。勝負が着いたとしても、俺は納得できません」

「リアスお嬢さまは、御お家いえの決定に従したがったのですよ？」

「わかってます！　わかってはいるんです！　それでも俺は――」

　部長が嫌いやがったことを肯こう定ていできない！　親同士が決めたことに嫌いや々いや従うしかない部長なんて見たくない！　あんな野や郎ろうに！　あんな野郎に部長を渡わたしたくない！

　理り解かいしているさ。これは嫉しつ妬とだ。男の俺があの鳥野郎に激はげしく嫉妬してる！　部長をあんな奴やつに渡したくない！

「ふふふ」

　突とつ然ぜん、グレイフィアさんが小さく笑った。この人の笑えみを初めて見た。いつも冷れい淡たんで淡々とした感じなのに……。

「あなたは本当に面おも白しろい方ですね。長年、いろいろな悪あく魔まを見てきましたが、あなたのように思ったことを顔に出して、思った通りに駆け抜ぬける方は初めてです。私の主、サーゼクスさまもあなたの活かつ躍やくを他ほかの場所で見ていて、『おもしろい』とおっしゃっていたのですよ？」

　マジか。魔王さまにそんなことを思われちゃったのか。部長のお兄さんで悪魔の王さまから「おもしろい」なんて言われたらどうしたらいいか反はん応のうに困こまるな。

　グレイフィアさんは懐ふところから一枚まいの紙切れを取り出した。そこには魔ま方ほう陣じんが描えがかれている。

「この魔方陣は、グレモリー家とフェニックス家の婚約パーティの会場へ転てん移いできるものです」

　――っ。

　な、なんで、そんなものを！

「サーゼクスさまからのお言葉をあなたへお伝えします」

　一拍ぱくあけ、グレイフィアさんは真しん剣けんな面おも持もちで言う。

「『妹を助けたいなら、会場に殴なぐりこんできなさい』、だそうです。その紙の裏うら側がわにも魔方陣があります。お嬢さまを奪だつ還かんした際さいにお使いください。必ずお役に立つと思いますので」
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　…………。

　どう返したらいいかわからない俺。グレイフィアさんは魔方陣が描かれた紙を俺の手元に置くと、立ち上がり、部屋をあとにしようとする。

「一誠さまが寝ねておられる間、あなたの中から強大な力を感じ取りました。ドラゴンは、神、悪魔、堕だ天てん使し、そのどれとも手を結ばなかった唯ゆい一いつの存そん在ざいです。忌いま々いましきあの力ならば、あるいは……」

　それだけ言い残し、グレイフィアさんは俺の部屋をあとにした。

　一人、部屋に取り残された俺。……考える必要なんてないよな。

　寝ね床どこから身を起こすと、俺は着るものを探さがす。そのとき、机つくえの上に置かれていた新品の制せい服ふくを目にした。

　……戦せん闘とうであんなにボロボロになったのに。誰だれか新しく用意してくれたのか。グレイフィアさん？　部長？　何はともあれ感かん謝しやします。

　新しい制服に袖そでを通して、魔方陣の紙を手にしたときだった。部屋の扉とびらが開き、アーシアが入ってくる。

「――っ！　イッセーさん！」

　アーシアは俺を見るなり、タオルと水の入った洗面器を床ゆかに落とした。そして、俺の胸むねに飛び込こんでくる。

　おわっ。アーシア、どうしたんだ……。いきなり抱だきつかれたら照れるぞ。

「よかった。本当によかったです。怪け我がを治ち療りようしても二日間眠ねむったままで……。もう目を覚ましてくれないんじゃないかって……。イッセーさん……」

　アーシアは俺の胸で泣きだしてしまった。あー、また泣かしちゃった。

　俺は彼女の頭をなでなでしながら、落ち着かせた。

　ていうか、二日間眠りっぱなしか……。俺たちが負けてから二日経たってる。

　ったく、俺ってば何をやっているんだか。二日も眠りこけてりゃ世話ないぜ。

「アーシア、聞いてくれ。俺はこれから部長のもとへ行く」

「っ！」

　俺の言葉に酷ひどく驚おどろいた様子だった。こちらの真意を把は握あくしているのだろう。

「……お祝い……じゃ、ありませんよね……」

「ああ、部長を取り戻もどしに行く。問題ないよ。会場まで行けるルートは手に入れたから」

「私も行きます！」

　間かん髪はつ入いれずにアーシアが言う。顔は真剣そのものだ。まいったな……。

「ダメだ。アーシアはここに残れ」

「嫌です！　私はイッセーさんと一いつ緒しよに戦えます！　魔力だって使えるようになりました！　もう、守られるだけじゃ嫌です！」

　アーシアは俺の手を握にぎってくる。

　俺から離はなれたくないって意思表ひよう示じのように感じた。いや、そうなんだろう。

「ダメだ。アーシアは残るんだ。部長は俺が取り戻す。ほら、ブーステッド・ギアはそういうの専せん門もんだと思うしさ。だいじょうぶ、軽くライザーを殴って倒して――」

「だいじょうぶなんかじゃありません！」

　アーシアは声を張はり上げた。その声には涙なみだもまじっている。

　グリーンの瞳ひとみからポロポロと涙を流しながら、哀かなしそうな表ひよう情じようを浮うかべていた。

「……また、血だらけで、ボロボロになって、グシャグシャになって……。いっぱい痛いたい思いをするんですか……？　私、もうそんなイッセーさんを見たくありません……」

　アーシアを堕天使とはぐれ悪エク魔ソ祓シいストの集しゆう団だんから奪うばい返した事じ件けんで俺は重じゆう傷しようを負った。ライザーとの戦いでも俺はボロボロになった。

　アーシアの治療がなかったら、俺は死んでいただろう。

　この子が涙を流しながら俺を治療していたのが思い出される。

　俺は、きっとこれからもこの子を悲しませるんだろうな。

　そんな未来を少しだけ想そう像ぞうしてしまった。

　俺は満面の笑えみを浮かべながら、アーシアの手を握り返してやる。

「俺は死なない。絶ぜつ対たいにだ。約束する。ほら、アーシアを助けたときも俺は生きてただろう？　だからだいじょうぶさ。俺は死なない。生きて、アーシアと一緒にこれからも過すごすよ」

　アーシアは涙を拭ぬぐいながら、小さくうなずく。

「……それなら、もうひとつだけ約束してください」

「約束？」

「必ず、部長さんと帰ってきてください」

　笑顔で俺に言うアーシア。

「ああ、もちろんだ」

　そう答えると、アーシアはうれしそうに微ほほ笑えんでくれた。

　と、思い出した。アーシアに伝えたいことがあったんだった。

「アーシア、実はな」

　アーシアに事じ情じようを話すと、すぐに了りよう承しようして部屋にとある物を取りに戻ってくれた。

　さて、これであと残すは……。俺は目を瞑つぶり、心の中で話しかける。

（おい、聞こえているなら出てこい。いるんだろう？　赤ウエいル龍シユの・帝ドラ王ゴンドライグ！　いるなら、話がある。出てこいッ！）

　呼よびかけて間もなく、不気味な笑い声が心の中で響ひびき渡わたる。

『ああ、なんだ、小こ僧ぞう。俺になんの話がある？』





　　　―○●○―　　　






　シュゥゥゥゥン……。

　グレイフィアさんからもらった魔ま方ほう陣じんから、俺は見知らぬ場所へ転てん移いした。魔力が足りなくて転移できないかなって思ったが、この魔方陣が特とく殊しゆなのかなんとかなったようだ。

　出しゆつ現げんした辺りを見回す。果てしなく広い廊ろう下か。壁かべには蝋ろう燭そくらしきものがずらりと奥おくまでかけられている。

　おおっ、巨きよ大だいな肖しよう像ぞう画がも廊下の壁にかけられているな。紅べに髪がみをした男だん性せい。部長の身内さんかな？

　おっと、こんなことをしているヒマはない。何やらガヤガヤと声が聞こえる方向へ足を向けた。

　開かれた巨大な扉とびら。扉にまで大きな彫ほり物がされている。……何かの魔ま獣じゆうがモデルか？　まあ、これもどうでもいい。

　扉から中を窺うかがうと、着き飾かざった大おお勢ぜいの悪魔たちが広場で楽しげに談だん笑しようしていた。こういうのは人間の社交界とやらと似にているな。って、俺、社交界なんて出たことないけど。なんとなく、イメージ的に思ったわけで。

　そろりそろりと悪魔たちをかき分けて、見知った者を探さがす。

　しっかし、広い会場だな。校庭よりも広いんじゃないか？　天てん井じようなんて遥はるか上ですよ。トンでもなく大きいシャンデリアもすげぇな。これが部長のお家うちが用意した会場なんだな。あー、金持ちってすごいね。俺も早く爵しやく位いを得て偉えらくなってみたいもんだ。

　そんな物思いにふけっていると、紅が視し界かいに映うつり込んだ。

　長い紅髪をアップした女じよ性せい――。赤いドレスに身を包んでいる。一目でわかった。当然さ。だって、あれが俺の憧あこがれの――。

「部長ォォォォォッッ！」

　気づいたときには会場全ぜん域いきに響き渡る大声で部長を呼んでいた。周囲の悪魔たちの視し線せんが俺に集まり、部長もこちらを向いた。

　その瞬しゆん間かん、部長が目を見開き、涙を一ひと筋すじ流したのを俺は見み逃のがさなかった。

　小さく「イッセー」と口を動かしたのもわかる。

　部長の隣となりにいたライザーの野や郎ろうも俺に気づく。キザったらしいタキシードなんて着やがって！　俺は息を胸むねいっぱいに吸すい込んで宣せん言げんした。

「ここにいる上級悪魔の皆みなさん！　それに部長のお兄さんの魔王さま！　俺は駒く王おう学園オカルト研究部の兵ひよう藤どう一誠です！　部長のリアス・グレモリーさまを取り戻しに来ました！」

　会場がいっそうガヤガヤとうるさくなった。

　そんなのお構かまいなしに俺は部長とライザーのもとへ歩み寄よる。

「おい、貴き様さま！　ここがどこだと――」

　衛えい兵へいらしき者が俺を止めようとする。が、それを邪じや魔まする者たちがいた。

「イッセーくん！　ここは僕ぼくたちに任まかせて！」

　木場だった。白いタキシードを着ているが木場だ。

「……遅おそいです」

　ドレスを着た小こ柄がらな女の子が同じく衛兵を止める。

「あらあら、やっときたんですね」

　豪ごう華かな和服を着た朱乃さんも同様だった。

　全員が俺の邪魔をしそうな輩やからの足を止めてくれている。

「ありがとう」

　俺は小さく礼をつぶやいて、ライザーのもとへ堂々と向かう。そして、面と面をつき合わしたとき、真正面から言ってやった！

「部長――リアス・グレモリーさまの処しよ女じよは俺のもんだ!!」

「…………ッッ！」

　形けい容ようしがたい表ひよう情じようでライザーは目元を引きつらせる。

「どういうことだ、ライザー？」

「おい、リアス殿どの。これはいったい？」

　身内、関係者たちが困こん惑わくした表情で落ち着かない様子だった。上級悪魔ったって、人間みたいに突とつ然ぜんのことに対たい応おうできないんだな。

「私が用意した余よ興きようですよ」

　そのとき、一番奥にいた紅髪の男性が歩み寄ってくる。廊下の肖像画に描えがかれていた人だ。部長に似た面おも影かげだな……。

「お兄さま」

　部長がその男性をそう呼よぶ。って、お兄さまぁぁぁぁぁっ!?

　じゃ、じゃあ、このお方が……。ま、ま、ま、ま、魔王サーゼクス・ルシファーさま!?

「ドラゴンの力が見たくて、ついグレイフィアに頼んでしまいましてね」

「サ、サーゼクスさま！　そ、そのような勝手は！」

　どちらの身内かわからないが、中年風の男性悪魔が慌あわてふためいていた。

「いいではないですか。この間の『レーティングゲーム』、実に楽しかった。しかしながら、ゲーム経けい験けんもない妹が、フェニックス家の才さい児じであるライザーくんと戦うには少々分が悪かったかなと」

「……サーゼクスさまは、この間の戦いが解げせないと？」

「いえいえ、そのようなことは。魔王の私があれこれ言ってしまったら、旧きゆう家かの顔が立ちますまい。上級悪魔同士の交流は大切なものですからね」

　食えないことを笑え顔がおでしゃべる魔王さま。話からすると、部長側の意見だったのだろうか？

「では、サーゼクス。お主はどうしたいのかな？」

　紅べに髪がみの中年男だん性せいが魔王さまに問う。紅髪……もしや、部長のお父さん!?

「父上。私は可か愛わいい妹の婚こん約やくパーティは派は手でにやりたいと思うのですよ。ドラゴン対フェニックス。最高の催もよおしだとは思いませんか？　伝説の生物同士で会場を盛もり上げる。これに勝まさる演えん出しゆつはないでしょう」

　魔王さまの一言に全員が黙だまり込んでしまった。サーゼクスさまが俺へ視線を向けてくる。

「ドラゴン使いくん。お許ゆるしは出たよ。ライザー、リアスと私の前でその力を今一度見せてくれるかな？」

　魔王さまの願いを聞き、ライザーが不ふ敵てきに笑う。

「いいでしょう。サーゼクスさまに頼たのまれたのなら断ことわれるわけもない。このライザー、身を固める前の最後の炎ほのおをお見せしましょう！」

　……奴はやる気だ。これで俺とライザーの戦いの舞ぶ台たいは整った。

　あとは勝つだけだ！　気合を入れる俺に魔王さまが訊きいてくる。

「ドラゴン使いくん、キミが勝った場合の代だい価かは何がいい？」

「サーゼクスさま!?」

「なんということを!?」

　魔ま王おうさまの申し出に身内の方々が非ひ難なんの声をあげる。だが――。

「悪魔なのですから、何かをさせる以上はこちらも相そう応おうのものを払わねばならないでしょう。さあ、キミ。なんでもあげるよ。爵しやく位いかい？　それとも絶ぜつ世せいの美女かな？」

　魔王さまは身内の声などお構いなしに俺へ再さい度ど問う。

　――っ。

　最高の申し出だ。俺の夢ゆめがそこにある。爵位持ち。絶世の美女。たった一言言えば、それを手に入れられる。だけど、俺の願いはもう決まっているんだ。

「リアス・グレモリーさまを返してください」

　迷まよいのない俺の一言に魔王さまは満足したような笑えみを見せた。

「わかった。キミが勝ったら、リアスを連れていけばいい」

　このやり取りによって、俺とライザーの決けつ闘とうがこの会場で執とり行われることとなった。

「ありがとうございます！」

　会場の奥おくに消えていく魔王さまを、俺は頭こうべを深く下げて見送った。





　　　―○●○―　　　






　会場の中央に急きゆう遽きよ作られた空間。

　その周囲を会場にいる悪魔たちが好こう奇きの視し線せんで見守ってきている。部員メンバーも部長とともに関係者席に座すわっていた。部長の隣となりには魔王さまもいらっしゃる。

　逆ぎやくにフェニックス家側らしきほうには身内の方々と下げ僕ぼく悪魔、ライザーの妹も列席していた。

　そして、俺とライザーは空間の中央で対たい峙じしていた。まあ、ここは悪魔式のリングみたいなものだろう。

　すでに俺はブーステッド・ギアを出しゆつ現げんさせている。ライザーは余よ裕ゆうの表情だ。

「開始してください！」

　バトルを取り仕切る男性悪魔が戦いの開始を告げる。バトル開始だ！　もう引き返せない！　ああ、勝つだけさ！　だが、その前に！

　炎の翼つばさを生やすライザーは俺の籠こ手てを指差した。

「おまえの能力はすでにすべて割れている。自分の能のう力りよくを倍にしていく神セイクリツド器・ギア、『赤ブー龍ス帝テツのド・籠ギ手ア』。で、倍増した力を仲間や武器に譲渡する新しい能力も発現したそうだな」

　あちらは『赤ブー龍ス帝テツかド・らギアの・贈ギりフ物ト』の力も知ってるか。

　ああ、だろうな。それに『ギフト』は俺一人よりも仲間と協力して使ったほうが万倍も強い。俺は部長のほうへ満面の笑みを送る。

「部長、十秒でケリをつけます」

「……イッセー？」

　訝いぶかしげな部長。だいじょうぶっスよ。いま、見せるっス。

「十秒とは大きく出たな。ならば、俺はおまえを五秒で片かたづけよう。以前のようにはいかないぞ、リアスの『兵士』！」

　ライザー・フェニックス！　俺はてめぇを思いっきり殴り飛ばす！

「部長！　この場所で『プロモーション』することを許してください！」

　俺の叫さけびに部長はうなずく。

　ドクン。

　胸むねが鳴った。この感覚は、ここで『プロモーション』してもいいと部長の許きよ可かが下りた証しよう拠こだ。

「『プロモーション』！　『女クイ王ーン』！」

　最強の駒こまに昇しよう格かく！　全身から溢あふれるような力がみなぎった！　最初からクライマックスでいくぜ！　さらにもう一丁！　いくぜ、赤い龍帝！　俺の神セイクリツド器・ギアッ！

「部長ッッ！」

　俺は部長へ向かって叫さけんだ。

「俺は木場みたいな剣けんの才さい能のうはありませんッ！　朱乃さんみたいな魔力の天才でもありませんッ！　小猫ちゃんみたいなバカ力もないし、アーシアの治ち癒ゆの力もありませんッ！　それでも最強の『兵士』になりますッ！」

　誓ちかう。俺は部長に誓う！

「あなたのためなら、俺は神様だってぶっ倒してみせますッ！　このブーステッド・ギアでッ！　俺の唯ゆい一いつの武器でッ！　俺はあなたを守ってみせますッ！」

　絶ぜつ対たいにあなたを守り――、仲間たちとともに強くなってみせる！

「輝かがやきやがれぇぇぇぇぇッッ!!　オーバーブーストォッ!!」

『Wウeエlルsシhユ　Dragonドラゴン　oオvーeバrー　boosterブースター!!!!』

　籠こ手ての宝ほう玉ぎよくが赤い閃せん光こうを解とき放つ。

　会場全体を赤い光が覆おおった。俺の体が真しん紅くのオーラに包まれる。

　――力が。

　――おまえの力が流れ込こんでくるぜ。

『ああ、使ってみろよ。ただし、十秒だ。それ以上はおまえの体が保たない』

　わかっているよ、赤いドラゴンさん。十秒以内に終わらせる！

『そうだ。だが、十秒あれば、おまえは――』

　ああ、十秒あれば俺は――。

「俺たちは奴やつを殴り飛ばせるッッ!!」

　赤いオーラを放ちながら、俺は前へ飛び出す。

　俺の体は赤い鎧よろいを身に纏まとっていた。ドラゴンの姿すがたを模もした全プレー身トアー鎧マー。

　全体的に鋭えい角かくなフォルムだ。いつもの籠手は左だけではなく、右みぎ腕うでにも装そう着ちやくされている。

　籠手にあった宝玉が両手の甲こう、両腕、両りよう肩かた、両りよう膝ひざ、胴どう体たい中央にも出現していた。

　背せ中なかにはロケットブースターのような推すい進しん装そう置ちもついている。

「鎧!?　赤龍帝の力を鎧に具ぐ現げん化かさせたのか!?」

　驚きよう愕がくしているライザー。奴の見けん解かいは概おおむね正しい。

　ていうか、見た目は小こ柄がらな赤いドラゴンみたいなもんだ。顔すら鎧に包まれているからな。

「これが龍帝の力！　禁バランス手ブレイカー、『赤ブース龍テツド帝・ギア・のスケイル鎧メイル』――俺を止めたきゃ魔ま王おうさまに頼たのみ込め！　何しろ、『禁じられし忌いま々いましい外げ法ほう』らしいからな！」

　スケイルメイルの能のう力りよくは、十秒の間、爆ばく発はつ的な力を解かい放ほうすること。

　一度解放されたら、十秒間無む敵てきになる。

　だが、リスクも大きい。能力解放の十秒後、丸三日は神セイクリツド器・ギアが使えなくなる。赤いドラゴン――ドライグにそう説明された。つまり、一いちか八ばちかの十秒だけの無敵モードだ。

『Ｘテン』

　カウントが開始された。こいつが発動した以上、時間はない！

　一気に決めさせてもらうぜ、ライザー・フェニックスッ！

　両の手のひらを少し開けるように合わせ、手のひらの間に魔力の塊かたまりを生み出す。

　それを一気にライザーのほうへ放出する。

　手のひらから生み出された魔力は、巨きよ大だいな帯となってライザーに襲おそいかかった！

　なんつー量の魔力だ！　このだだっ広い会場の半分を占しめるほどの大きさだ。放った俺自身が驚おどろいちまったぞ！

「デカい！」

　ライザーの予想に反する大きさの魔力砲ほうだったためか、受け止めることをやめて避よける体たい勢せいを作り出していた。

　――ここだ！

『Ⅸナイン』

　カウントは容よう赦しやなく刻きざまれる。わーってる。急せかすなよ！

　俺はライザーが避けるであろう先に向かって飛び出した。

　鎧の背はい部ぶにある噴ふん出しゆつ口こうから魔力が噴ふき出す。刹せつ那な、爆発的な速度が生み出された！

　体にかかるＧの影えい響きようでまともな動きができないままライザーとの距きよ離りが近づいていく。

　避ける先に俺が猛もうスピードで迫せまってきたせいか、ライザーは驚おどろき、対たい応おうもできない状じよう態たいで身み構がまえていた。

　ここで攻こう撃げき！　と、いきたいところだったが、俺は何もできずに――。

　ゴォォォォォンッ！

　会場の壁かべへ激げき突とつしてしまった。なんていう不ふ甲が斐いなさ！　チャンスだったのに！

　激突の瞬しゆん間かん、両腕でガードしたおかげか、目立ったダメージもない。壁には大おお穴あなができてしまったが。

　つーか、すげぇ！　あのスピードで激突したのに鎧も俺の体もダメージを受けていない。

　鎧のこの硬かたさなら、猛スピードで相手へぶつかるだけで大ダメージ確かく定ていじゃないか？

『Ⅷエイト』

　残り八秒！

　俺は壊こわれた壁のかけらを払はらいながら立ち上がり、再ふたたびライザーと対たい峙じする。

　当のライザーは、いまの俺の攻撃を見たため、さっきよりも警けい戒かいを強くしていた。

　奴の体を虹にじ色いろのオーラが覆おおう。凄すさまじい魔力をピリピリと感じる。

「赤龍帝のクソガキ！　悪いが手て加か減げんしないぜ！　認みとめたくないが、いまのおまえはバケモノだ！　主あるじであるリアスの前で散れェェェェッ！」

　咆ほう哮こうをあげるライザーの背中に巨大な炎ほのおの両りよう翼よくが出しゆつ現げんした。奴の全身を炎が渦うず巻まき、会場を激はげしい熱気が包み込む。

　会場にいた悪魔たちも自身を守る魔力の防ぼう壁へきを生み出すぐらいだ。まともに食くらったら、骨ほねも残らないってことだろう。

「火の鳥と鳳ほう凰おう！　そして不死鳥フェニックスと称たたえられた我わが一族の業ごう火か！　その身で受けて燃もえ尽つきろッッ！」

　火か炎えんに包まれたライザーが高速で迫ってくる。眼がん前ぜんに広がるあり得ない質しつ量りようの炎。

　そのシルエットは巨大な火の鳥そのものだった。

　翼つばさから生み出される業火の塊かたまり。触ふれればヤバいか？

『不死鳥フェニックスの炎はドラゴンの鱗うろこにも傷きずを残す。食くらい続けるのは得とく策さくじゃない』

　そうかい、ドライグ。

　でも、俺はそういうわけにもいかないんだ。あの人が見ている。

　部長が見ている前で俺はアレを受け止める！

「てめぇのチンケな炎で俺が消えるわけねぇだろォォォォォッ！」

　吼ほえながら俺もライザーへ突つっ込む！　背中の噴ふん出しゆつ口こうから魔力の火を噴かしながら！

　ドゴンッ！

　お互たがいの拳こぶしがお互いの顔面にぶつかり合った瞬間、力と力が生み出した波動が会場全体を震しん動どうさせた。会場のど真ん中、俺とライザーは殴なぐり合いながら力ちから比くらべを始める。

　ぐっ！　一いち撃げき一撃を食らうたびに全身へ重い衝しよう撃げきが響ひびき渡わたる！

　途と端たんに高熱が俺を襲おそう！　熱い！　クソ！　メチャクチャ熱いじゃねぇか！　ライザーの拳から伝わる業火の炎えん熱ねつ。この鎧よろいがなかったら、本当に骨すらも残らなかったんじゃないか？

　怖こわい！　この場から離はなれたい！　死にたくない！　拳を交かわせば交わすほど、ライザーとの本来の実力差を感じてしまう。

　この鎧を脱ぬいだ瞬間、俺とライザーの力関係はアリと象になる。所しよ詮せん、俺は下級悪魔で奴やつは上級悪魔なんだ。俺が恐きよう怖ふしているのを感じ取ったのか、ライザーがにやける。

「怖いか！　俺が怖いか！　当たり前だ！　おまえはブーステッド・ギアがなければただのクズだ！　その鎧がなければ、俺の拳が届とどく以前に業火の熱でおまえは消失している！　そう！　おまえからその籠こ手てを取ったら、おまえは何の価か値ちもない！」

　言いたいこと言いやがって！　だけど、正せい論ろんだ！　俺から籠手を取ったら何も残らない！

『Ⅶセブン』

　本気の悪魔との戦い。全身を恐怖が支し配はいする。こんな怖い思い、したくないさ！

　でも！　でもよ！

　俺は籠手の一部に隠かくしていたものを手のひらにセットした。

　ガゴッ！

　俺の拳がクロスカウンターの要よう領りようでライザーの顔面に鋭するどく入り込んだ。大きく仰のけ反ぞるライザー。

「そんなもの！　効きく――」

　ゴバッ！

　ライザーの口から大量の血が吐はき出される。俺の一撃はライザーにとって致ち命めい的だった。

　当然だ。俺の手にはこいつが握にぎられているからな。

　俺が手のひらを開き、持っている物をライザーに見せつける。

「十じゆう字じ架か！　十字架だと!?」

　驚きよう愕がくするライザー。会場にいる悪魔たちからも悲鳴が上がる。

　そうさ、悪魔の苦手なアイテム――十字架。俺はそれを手にしてライザーを殴っていた。

　アーシアから借りたものだ。ここへ来る途と中ちゆうに受け取って隠しておいた。

『Ⅵシツクス』

「十字架の効こう果かを神セイクリツド器・ギアで増ぞう大だいさせて、あんたを殴った。高めに高めた聖せいなる攻こう撃げきは上級悪魔にだって効果テキメンなわけさ。たとえ不死身のフェニックスでもこのダメージはそうそう癒いやせないんじゃないか？」

「バカな！　十字架は悪魔の身を激はげしく痛いためつける！　いかにドラゴンの鎧を身につけようと手にすること自体が愚ぐの骨こつ頂ちよう――」

　そのとき、ライザーは初めて俺の左ひだり腕うでの変化に気づいた。全身を包むドラゴンの鎧の一部になっているからわかりにくかっただろうが、近くでよく見れば気づくだろう。

　無む機き質しつの質感に見える全身鎧と――、生きているかのような脈動を続ける左腕との差を。

「……籠手に宿るドラゴンに……自分の腕を支し払はらったのか……？　それがそのバカげた力の理由か……ッ！」

「ああ、そうだ。俺はこの力を一時的にでも得るために、左腕を代だい価かにくれてやった。俺の左腕は本物のドラゴンの腕だ。だから、十字架は効きかない」

　左腕をドラゴンにすることが、ドライグの絶ぜつ大だいな力を使う代だい償しよう。ライザーと互ご角かく以上に対たい峙じするために俺は自分の腕を売り払った。籠手はドラゴンの腕の一部と化している。

「そんなことをすれば二度と元の腕には戻らない！　おまえはそれがわかっているのか!?」

「それがどうした」

『Ｖフアイブ』

　くだらない話をしていてもカウントは刻きざまれる。

「俺みたいな奴の腕一本で部長が戻もどってこられるんだぜ？　こんなに安い取り引きはないだろう？」

　俺の言葉を聞いてライザーは目元を引きつらせた。

「イカレているな……。だからこそ、迷まよいのない一撃を放てるのか……。怖いな。初めて俺はおまえに心底畏い怖ふした。だから！」

　ライザーの両りよう翼よくがいっそう大きく燃もえ上がった。

「俺は全力でおまえを倒たおすッ！」

　火の鳥――。周辺を炎ほのおに包みながら、俺へと突つっ込んでくる！

　負けるか！　負けてたまるか！

『Ⅳフオー』

「うおおおおおおおおおおおおおおッッ！」

　手に握る十字架に力を込める！　一撃を！　最大の一撃をこの十字架に込めてやるッ！

　ライザーの拳が！　俺の拳が！　お互いの拳が重なり合った！

　カッ！

　激はげしい力と力がぶつかり合い。その衝撃に閃せん光こうが走り、俺の視し界かいを覆おおう！

　同時に体を包んでいたものが消失した感覚を俺は感じた。雨の日、家に帰ってからレインコートを脱いだときに感じるもの、それに似にていた。

　同時に熱気が俺の全身を包み込こむ。バカみたいに熱い！　さっきまではここまで外気温を感じなかったはずなのに！

　視界がもとの調子に戻ったとき、俺は自分の変化に気づいた。

　――鎧よろいが解かい除じよされている!?

　俺の全身を覆おおっていた赤いドラゴンの鎧がなくなっていた！　抜ぬき身の姿。ドラゴンの腕と化した左腕だけが残されていた。

　手のなかの十字架もさっきので弾はじかれたのか、少し離はなれた場所の床ゆかに転がっている。

　おい、龍帝！　どういうことだ!?

　まだ十秒経たってないだろう！　なんで鎧が解除された!?　まさか、俺の支払った代価じゃ、これが限げん界かいだってのか!?

『いや、おまえがこの力を得るため、俺に支払ったものは十分だ。だがな、いかんせんおまえの基き礎そ能のう力りよくでは鎧の力を制せい御ぎよするのに足りなすぎる。修しゆ行ぎよう不足だ』

　……ったく、あんなに仲間とトレーニングしたのにまだ足りないのか！

『あの程てい度ど、悪あく魔まとしての永ながい生のなかでは、微び々びたるものにすぎんさ。悪魔の修行っていうのは、何十年も繰くり返してこそ意味がある』

　あー、もう！　そういう説教はいい！

　もう一度、鎧を具ぐ現げん化かしてくれ！　今度は何を支払えばいい!?　目か!?　足か!?　なんでもくれてやる！

『短期間で二度めの鎧は、いまのおまえでは無理だ』

　……俺が弱いからか……。クソ、なんで俺は肝かん心じんな場面でカッコつけられないんだ……。

　何にもない俺が唯ゆい一いつできることだったのに！

『鎧の力が解除される瞬しゆん間かん、ドラゴンの力を少しだけ宝ほう玉ぎよくに移うつせた。込めた力でライザー・フェニックスを一時的に圧あつ倒とうできるだろうが、それで終わりだ。再さい生せい能力の高いフェニックス一族を倒たおすには――』

　何度も倒すか、絶ぜつ対たいの力で屠ほふるか、だけ。

『そうだ。残念ながら、いまの籠手の力では何度も倒せない。倍ばい増ぞうした状じよう態たいも「絶対の力」とはほど遠い。倒す条じよう件けんをどちらも満たしてはいないことになる』

　グイッ！

　俺は襟えり元もとを強くつかまれた。――ライザーだ。首を絞しめられたまま、宙ちゆうに浮うかされる。

　ライザーが苦く笑しようしながら、さらに俺の首を絞める。く、苦しい……。

「『兵ポー士ン』の力でよくやったと褒ほめてあげよう。本当によくやったよ。正直、ここまでやれるとは思わなかった。ドラゴン使いの力、この身で十分に体験できた。おまえさんがあと一年――いや、半年、ドラゴンの力に慣なれていたら俺は負けていただろうな」

　……冗じよう談だんではないようだ。奴やつの表ひよう情じようは真しん剣けんそのもの。

　あと半年……だったら、あと半年結けつ婚こん待てよ！　って、言いたいところだ。

　ライザーは服から体までボロボロだった。やはり再生能力の高いライザーでも、強化された聖せいなる攻こう撃げきを食くらえばダメージの回かい復ふくが遅おそくなるようだ。

　炎の両翼も先ほどよりもかなり小さくなっていた。ダメージは相当なものか……。

「なに、引け目に感じることはない。俺がリアスの婿むこになったら、俺がおまえさんを鍛きたえまくってやる。強い悪魔になるぜ、おまえ」

　うるせぇ！　いらねぇ世話だ！

「さて、そろそろ眠ねむってもらおうかな。少し意い識しきがなくなるだけだ。起きた頃ころには無事式も終わってる。おまえもこれ以上心身ともに苦しむのは嫌いやだろう。俺もサドじゃないんでね、一気に決めさせてもらう」

　ライザーの勝利を確かく信しんする表情。俺が負ける？　いや、そんなのは許ゆるされない。




　――必ず、部長さんと帰ってきてください。




　ああ、わかっているよ、アーシア。




　――とりあえず、最強の『兵士』を目指しなさい。




　ええ、わかっていますよ、部長っ！

　一いつ緒しよに――帰りましょう。朱乃さんも木場も小猫ちゃんもアーシアも俺も、あなたの帰りを待っているんです！

　だから――。

　俺は懐ふところから小さな物体を取り出した。

「火を消すなら、水だよな！」

　俺が手にしていたのは聖せい水すいの入っている小こ瓶びんだった。こちらへ転てん移いする前に十じゆう字じ架かとともに用意していた物のひとつ。

　上級悪魔にはあまり効こう果かがないとされているアイテム。この場にいる悪魔がこれを見ても鼻で笑うぐらいだろう。だが、ライザーの表情が一気に青ざめる。

　そうさ、俺は何を左ひだり腕うでに宿している？　俺の左腕はどんな能力を持っている？

　答えてみやがれ、ライザー・フェニックス！

「ちくしょう！」

　俺を締しめ上げるライザーの手が強まる。くっ、喉のどが潰つぶされる……その前に！

　俺は瓶を開き、なかの聖水をライザーの全身にふりかけてやった。

　聖水の効果を倍増する！　上級悪魔が無む視しできないほどになっ！

「ブーステッド・ギア！　ギフト！」

『Tトrラaンnスsフfアeーr!!』

　倍増された力が籠こ手てから流れ出し、ライザーにふりかかった聖水へ譲じよう渡とされる。

「しまっ――」

　ライザーが俺の攻せめ手に気づいたときはもう遅おそい。

　譲渡された籠手の力がライザーの聖水の効果を倍増させる。

　ジュワァァァァァッ！

　水が熱で蒸じよう発はつするときに出る音を最大にしたようなものが会場に響ひびき渡わたる。

　ライザーの炎ほのおの翼つばさがぐにゃぐにゃとうねり始め、翼の形を成せなくなってきた。

　聖水がライザーの体を激はげしく焦こがす。奴の全身から煙けむりが立ちのぼっていた。

　俺は緩ゆるんだ手から逃のがれ、喉のど元もとを押おさえながら距きよ離りを取る。ったく、思いっきり首を絞しめやがって！

「うがぁぁぁぁぁああああああああああッッ！」

　聖水の効果にのた打ち回るライザー。

「……死ぬのか？」

『いや、いくら効果を強めた聖水でもフェニックス一族を容よう易いに殺すことはできない』

　ああ、そうかい、ドライグ。

『だが、聖水の力が体力と精せい神しんを激しく消しよう耗もうさせる。いくら灰はいの中からでも再生するフェニックスでも一度に大量の体力と精神を失えば――。精神だけは瞬しゆん時じに回復できないからな』

　シュゥゥゥゥ……。

　ライザーを包む煙が徐じよ々じよに弱まっていった。あとに残ったのは服も体もボロボロになったライザーのみ。

　俺は床ゆかに転がっていた十字架をドラゴンと化している左手で拾った。ぎゅっと握にぎり締めて力を込める。ついでに懐にしまっていた二つめの聖水も拳こぶしへふりかけた。

「アーシアが言っていた。十字架と聖水は悪あく魔まが苦手だって。それを同時に強化して、同時に使ったら、悪魔には相当なダメージだよな」

「くっ……」

　聖水の効果に苦しむライザーが俺の次の一手を見て、顔を強こわ張ばらせていた。

　俺はライザーとその周囲を見み渡わたす。ライザー以外何もない。ああ、問題ねぇよ。

「木場が言っていた。視し野やを広げて相手と周囲も見ろと」

　体中に流れている魔力のオーラを一点に集中。さらにそれをドラゴンの力に変化させて、十字架と聖水に譲渡する。

『Tトrラaンnスsフfアeーr!!』

　これで聖なる力が圧あつ倒とう的なパワーを得た。

「朱乃さんが言っていた。魔力は体全体を覆おおうオーラから流れるように集める。意い識しきを集中させて、魔力の波動を感じればいいと。ああ、ダメな俺でも感じられましたよ、朱乃さん」

　さらに体たい勢せいを整えて、拳を構かまえる。相手へ打だ撃げきを繰くり出すために。

「小猫ちゃんが言っていた。打撃は体の中心線を狙ねらって、的てき確かくかつ抉えぐり込こむように打つんだと！」

　全部、修しゆ行ぎようで習ったことだ。ああ、皆みんな、俺は全部覚えているよ。全部役に立つよ。

　部員全員の力で部長を取り返すんだ！

　俺が奴やつへ拳の照しよう準じゆんを定めたとき、ライザーがあわてふためく。

「ま、待て！　わ、わかっているのか！　この婚こん約やくは悪魔の未来のために必要で大事なものなんだぞ!?　おまえのような何も知らない小こ僧ぞう悪魔がどうこうするようなことじゃないんだ！」

「難むずかしいことはわからねぇよ。でもな、おまえに負けて気き絶ぜつしたとき、うっすらとだけ覚えていることがある。――部長が泣いてた。部長が泣いてたんだよっ！　そして、さっきも泣いていた！　俺がてめぇを殴なぐる理由はそれだけで十分だァァ――ッ！」

　ドゴンッッ!!

　十じゆう字じ架かと聖せい水すい付きの俺の拳がライザーの腹はらに深く正確に抉り込む！

「ガハッ！」

　血ち反へ吐どを吐はきながら、数歩だけ後ずさるライザー。

「こ、こんなことで、俺が……」

　そう一言漏もらすと、ライザーは床へ前のめりに突つっ伏ぷす。

　奴はその場では二度と立ち上がることはなかった。





　　　―○●○―　　　






　倒たおれ込み、立ち上がる気配のないライザーを一いち瞥べつし、俺は部長のもとへ足を進める。

　間に飛び込んでくる人ひと影かげがひとつ。ライザーの妹だった。

　無言で睨にらみ、何かを訴うつたえてこようとしている。

　俺はドラゴンの左ひだり腕うでをライザーの妹に突つき出して言う。

「文もん句くがあるなら、俺のところへ来い。いつでも相手になってやる！」

　迫はく力りよくに圧おされたのか、ライザーの妹は後ずさりしながら道をあける。

　俺はライザーの妹を通り過すぎて、部長の前に立った。笑いながら俺は言う。

「部長、帰りましょう」

「……イッセー」

　次に俺は部長の隣となりに視し線せんを移うつした。

　紅べに色いろの髪かみをしたダンディなお方。部長のお父さまだ。俺はそのお方の前に歩み寄より、深く頭を下げた。そしてハッキリ言い渡わたす。

「部長を、俺の主あるじであるリアス・グレモリーさまを返してもらいます。勝手な振ふる舞まいをしてしまい、大変申し訳わけございませんでした。でも、部長は連れて帰ります」

　部長のお父さんは何も言わず、ただ静かに目をつむった。

　その隣に座すわっていたはずの魔王さまのお姿すがたはそこになく、どこかへ消えてしまっていた。

　一言、お礼を言いたかったのに……。今度お目にかかったら、必ず――。

　俺は部長の手を取る。

　懐ふところからグレイフィアさんからもらった魔ま方ほう陣じんの紙を取り出した。確たしか、部長を奪だつ取しゆしたら、転てん移い魔方陣の裏うら側がわの魔方陣を使えって……。

　紙を裏側に向けたとき、眩まばゆい光が発せられる。

　キュィィィィィッ！

　魔方陣から現あらわれたのは、一匹ぴきの大きな鷹たかだかライオンだかわからない翼つばさを生やした四足生物だった。

「グリフォン……」

　会場から誰だれかの小さな声が聞こえる。あー、こいつはグリフォンって名前なのか。

　グレイフィアさんはこれに乗って逃にげろと言いたかったのかな？

　俺はグリフォンの背せに乗り、部長の手を取って俺の前へ乗せた。

　キュィィィッ！

　グリフォンはひと鳴きすると、先ほど俺が激げき突とつして生み出した壁かべの穴あなへ向かって羽ばたき始める。飛び立つ前、俺は木場たちに言った。

「部室で待っているからな！」

　俺の一言に部員全員が笑え顔がおで手を振ふってくれる。

　そして、グリフォンは俺と部長を乗せて冥めい界かいの空へ飛び出していった。









　father×father.









「フェニックス卿きよう。今回の婚こん約やく、このような形になってしまい、大変申し訳ない。無礼承しよう知ちで悪いのだが、今回の件けんは――」

「みなまで言わないでください、グレモリー卿。純じゆん血けつの悪あく魔ま同士、いい縁えん談だんだったが、どうやらお互たがい欲よくが強すぎたようだ。私のところもあなたのところもすでに純血種の孫がいる。それでもなお欲ほつしたのは悪魔ゆえの強ごう欲よくか。それとも先の戦争で地じ獄ごくを見たからか」

「……いえ、私もあの子に自分の欲を重ねすぎたのです」

「兵藤くんと言ったかな。彼に礼を言いたかった。息むす子こに足りなかったのは敗北だ。アレは一族の才さい能のうをあまりにも多く過か信しんしすぎた。これは息子にとっていい勉強になっただろう。フェニックスは絶ぜつ対たいではない。これを学べただけでも今回の婚約は十分でしたよ、グレモリー卿」

「フェニックス卿……」

「あなたの娘むすめさんはいい下げ僕ぼくを持った。これからの冥界は退たい屈くつしないでしょうな」

「……しかし、よりにもよって、私の娘が拾うとは思いませんでした」

「――赤ウエルいシユ・龍ドラゴン。忌いま々いましいあれがこちら側に来るとは実じつ際さい目にするまでは信じがたいものでした」

「次はやはり」

「ええ、でしょうな。いや、すでにいるのやもしれません」

「白バニシいング・龍ドラゴン――。赤と白が出会うのは時間の問題か」









　Last kiss.









　冥界の空は人間界の空と違ちがい、紫むらさき色いろだった。

　なんとも不気味な感じだけど、不思議と安心感を覚える。俺が悪魔だからか？

　スッ。

　空を眺ながめていた俺の頬ほおに部長の手が触ふれた。

「バカね」

　苦笑いしながら、そう言ってくれた。部長はどこか安あん堵どしたような表ひよう情じようだった。やっと辛つらいものから解かい放ほうされたって感じに見える。

「――っ」

　部長は俺の左ひだり腕うでに視し線せんを移うつしたとき言葉を失う。沈ちん痛つうな面おも持もちで俺の左腕をさすっていた。

　当然かもな。俺の左腕は赤い鱗うろこに包まれ、鋭するどい爪つめむきだしの異い形ぎようなものになっているからだ。

「腕を――。腕をドラゴンに支し払はらって、あの力を借りたのね？」

「はい。お得だったんですよ。俺みたいに才さい能のうも何もない奴やつが腕一本で最強の力が手に入ったんです！　おかげでライザーも倒たおせたし、部長も取り返せました！」

　無理やり笑えみを浮うかべて言ってみても、部長は目元を悲しそうに細めるだけだ。

「もう、この左腕は元には戻らないのよ？」

「あー、ちょっと困こまりましたね。コスプレアイテム！　で学校じゃ通じませんよね。いやー、どうしたものか」

「アーシア、これを知ったらきっと泣くわね」

　……うぅ、確たしかに泣きそうだ。俺、あの子を泣かしてばかりだな……。

「……今回は破は談だんにできたかもしれない。でも、また婚約の話が来るかもしれないのよ？　こんなことを続けていたら――」

　悲ひ哀あいに暮くれている部長に俺は笑って答えた。

「次は右腕を支払います。その次が来たら、今度は目をくれてやります。何度でも何度でも部長を助けに行きますよ。俺にはそれぐらいしかできません。でも必ずあなたを助けに行きます。俺はリアス・グレモリーの『兵ポー士ン』ですから」

　――っ。

　そんなことを言った直後、俺の唇くちびるが塞ふさがれた。俺の唇を塞いでいるのは――。

　部長が俺の首に手を回し、唇を俺へ重ねていた。それは一いつ瞬しゆんのものではなかった。
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　キス――。

　舌したを絡からめるようなディープなものではなかったが、部長の想おもいが伝わるには十分なほどのソフトキスだった。やわらかい唇の感かん触しよくと紅髪の馨かぐわしい匂においが俺の思考を止める。

　一分ほど唇を重ねたあと、部長の唇が離はなれていく。部長はふっと笑う。

　…………。

　キ、キスゥゥゥゥゥゥ!?

　お、俺！　部長とキスしちゃったよ！　キス！　キスゥゥゥゥゥ!!

　脳のうみそが弾はじけ飛んだ！　うあ、うわ、うお、うおおおおおおおおおおッッ！

「私のファーストキス。日本では、女の子が大切にするものよね？」

「え、ええ、そうですけど！　って、ファーストキスゥゥゥ!?」

　心底驚おどろいた！　だって、ファ、ファ、ファーストキスって言ったら女子にとって最大級に大切なものでしょうに！

「い、い、いいんですか！　お、俺なんかで？」

「あなたは私と唇を重ねるだけの価か値ちのあることをしたのだから。ご褒ほう美びよ」

　ニッコリと微ほほ笑えみながら言ってくれる。あああああ、もうどうにかなっちゃいそうですよ！　このご褒美のためだけでもがんばったかいがあったぜ！

「ファースト繋つながりだけれど、私の処しよ女じよ、そんなに欲ほしいの？」

「欲しいです！　あっ！」

　即そく答とうしてしまった。我われながら欲よく望ぼうに正直すぎるな……。

　でも本音だ。欲しいに決まってる！　あんな大おお勢ぜいの前で欲ほつしたぐらいだからな！

「……まったく、エッチなことにも正直な子ね」

　困こまったような表情だけど、部長は笑っていた。あー、エロに正直ですみません。

　心の中で反省する俺の頬を部長がなでなでしてくる。部長はうれしそうに笑うだけだ。

　よかった。部長に笑え顔がおが戻もどって本当によかった。









　New Life.









「と、そのような感じで私、リアス・グレモリーもこの兵ひよう藤どう家に住まわせてもらうこととなりました。ふつつか者ですが、どうぞよろしくお願いしますわ。お父さま、お母さま」

　兵藤家のリビング。俺の隣となりで紅べに髪がみの美少女が両親へあいさつをしていた。

　さらに隣では金きん髪ぱつの美少女が涙なみだ目めで頬を膨ふくらませている。とても機き嫌げんがよろしくないようだ。

　あの一件けんのあと、部長が突とつ然ぜん俺の家に住むと言いだした。

　意味もよくわからなかったが、部長は半ば強ごう引いんに話を進めてしまった。「下げ僕ぼくとの交流を深めたいのよ」って言ってたけど、俺の家でいいのか？

　上級悪あく魔まのお考えは俺には理り解かい不ふ可か能のうなのかもしれない。

　で、グレモリー家とフェニックス家の話は破は談だんとなった。部長も喜んでいたし、めでたしめでたし。

　ライザーの野や郎ろうは生しよう涯がい初めて味わった敗北のショックで寝ね込こんでしまったらしい。

「まあ、どうしましょう。アーシアちゃんにリアスさん、娘むすめが二人もできちゃうのね」

　母さんはアーシアと同どう居きよ以い降こう、アーシアを娘のように可か愛わいがりはじめていたので、女の子が増ふえることに賛さん成せいっぽい。父さんに至いたっては大だい号ごう泣きゆうしている。

「うんうん。男の夢ゆめだよな。女の子がいっぱいって！　俺の若わかいときの夢をおまえなら叶かなえるのかもしれないな！」

　ああ、なるほど。俺はこの人の息むす子こだ。間ま違ちがいないよ。まさか、夢まで同じだったとは。

　そして、肝かん心じんの俺の左ひだり腕うで――。

　いまだにドラゴンの腕だ。でも、部長や朱あけ乃のさんが懸けん命めいにドラゴンのことを調べてくれたおかげで、日にち常じようでは人間の腕に戻っていた。

　なんでもドラゴンの魔力を散らせることでドラゴン化を防ふせぐらしい。ドラゴンの力を散らす作業は数日毎ごとにやらねばならない。それを怠おこたると元のドラゴンの腕だ。

　ま、部長を取り戻せたんだ。やっぱり、安い取り引きだったよ。

　ドラゴンの魔力を散らせる方法がかなりエロかったりする。ぐふふ、部長と朱乃さんが俺のためにあんなことをしてくれるなんて……。ある意味、この腕もありかもしれん。

　ドライグはあれ以降黙だまってしまった。話しかけても一言も話してはくれない。訊ききたいことがたくさんあったのにな……。

「白い奴やつ」――ドライグが言っていた何か。それが俺に迫せまっているようだ。そいつが何なのかわからないが、いまはこの状じよう況きようをなんとかしないとな。

「さあ、イッセー。ご両親の許きよ可かは得たわ。これで今日から私もこの家の住人ね。さっそく、部屋へ荷物を運んでくれるかしら？」

　部長が紅くれないの髪かみを揺ゆらしながら、高らかに俺へ命令する。

「は、はい！」

「イッセーさん、私もお手伝いします」

　俺のあとを付いてくるアーシア。

「……あぅぅ、一いつ夫ぷ多た妻さい制せいしか希望がなさそうです……。……でもでも……主の教えに反してしまいますし……でもでも、このままじゃ……はぅぅ……」

　何やらうしろで深しん刻こくそうにぼそぼそとつぶやいている。

「え？　一夫多妻がなんだって？」

「なんでもありません」

　俺が訊き返すと、アーシアはぷいっと顔を背そむけてしまった。うーん、なぜか部長がここに来てから機き嫌げんが悪いなぁ……。アーシアって部長のこと嫌きらいだったっけ？

「ほら、イッセー。その装そう飾しよく品ひんはこちらよ」

　荷物を部長の部屋へ運ぶと指し示じが早くも飛んでくる。

「はーい！」

「イッセー、これが終わったらお風ふ呂ろに入りたいわ。……そうね背せ中なか、流してあげるわね」

「マジっすか!?」

　おおおおおおっ！　毎日流してもらいてぇぇぇぇっ！

「もう！　裸はだかのお付き合いなら私もします！　イッセーさんも部長さんも私だけ仲間外れにしないでください！」

　涙目で訴うつたえてくるアーシア。アーシア、ダメだよ！　部長と競きそっちゃダメだ！　刺し激げきが強くなっちゃうよ！

「アーシア。悪いけど、そういうことだから。宣せん戦せん布ふ告こくってことでいいかしら？」

「うぅ、負けたくないけど、負けそうです！」

　なんか、二人の間に火花が散っているような……。

　部長といい、アーシアといい、女の子ってよくわからん！　こんなんで俺おれはハーレムの夢を叶えられるのか？

　ただ、わかることがひとつある。

　俺の日常はどんどん賑にぎやかになっていくようだ。








　あとがき







　一巻と二巻の作中で、「おっぱい」という単語が合計何回出てきたでしょうか？

　回数を数えて、お葉書きを出していただくと抽ちゆう選せんで二十名の方に、リアス部長のおっぱい型マウスパッドが当たりません。はい、嘘うそです。そんなプレゼントありません。




　お久しぶりです。石いし踏ぶみです。二巻はどうでしたでしょうか？

　エロ本と化してきましたが、この調子だと三巻はどんだけエロくなるのか作者も想像できません。ちなみにドラゴンの力を散らす方法はとてもエロいです。三巻に期待せよ！

　今後はエロエロな部長の影えい響きようで、アーシアがどんどん天然エロ娘になっていきます。

　中高生の学生さんが店頭で恥はずかしがりながら購こう入にゆうする本を目指しております！

　年齢制限がつくかもしれないと冷や冷やものですが、基本は少年漫画風のライトノベルを目指しておりますので、応援よろしくお願いします！




　神器は、「赤ブー龍ス帝テツかド・らギアの・贈ギりフ物ト」のような進化のほかに、限界を超えて極めると「禁バランス手ブレイカー」と呼ばれる超パワーアップ形態になります。これはすべての神器が可能です。

　アーシアと木場も極めれば可能です。ただし、この状態になれた者は数えるぐらいしかいません。感じとしては「超スーパーサ○ヤ人」や「卍ばん解〇い」みたいなものです。

　イッセーは龍帝の力で段階を無視して「禁バランス手ブレイカー」状態となりましたが、かなりの無茶だったため、犠ぎ牲せいを払う結果となりました。未熟なため、力も解放しきれませんでした。

　世界の均きん衡こうを崩くずしかねない力が得られるため、「バランスブレイカー」なのです。

　さらにイッセーは攻撃だけではなく、サポートでも優秀すぎる人材となりました。

　さて、ライバルキャラ「白バニシいング・龍ドラゴン」との出会いはいつなのか……。




　ここで謝しや辞じを。

　私をエロ作家への道へ誘いざなおうとしている担当編集さんのＨさま。いつもお世話になっております。キャラを脱がすたびにご飯をご馳ち走そうしてください。

　みやま零ゼロさま、美び麗れいで素敵なイラストをありがとうございます。デザイン的にご迷めい惑わくをおかけするような展開ばかりで申し訳ございません。これからもよろしくお願い致します。

　そんな感じで三巻に続きます。三巻も部長のおっぱいにご期待ください。


石踏一榮













ハイスクールＤ×Ｄ２




戦闘校舎のフェニックス








石いし踏ぶみ一いち榮えい
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